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■　プロローグ　■





　突然、降り出した雨。気づけば青い夏空は真っ白な夕立雲に変わっていた。

「うはぁ、つめたい～」

　わたしと祖母の二人は浜辺から駆け出す。さっきまで熱心にやっていたキレイな貝殻集めもそっちのけだった。ぶかぶかのビーチサンダルは祖母が持ってくれたので、わたしはとてとてと裸足はだしで走る。

　目指したのは大きなシュガーメイプルの木。そこで雨宿りする為ためだ。

「はふぅ、びしょ濡れになっちゃったよ……」

　梢こずえに寄り添うようにして息を整える。スカートとＴシャツが雨に濡ぬれて、ぺったりと身体からだにくっつく。

　隣の祖母が小さなタオルを出して、濡れたわたしの髪をくしゃくしゃしてくれた。

　……そこで、ふと見上げた空から不思議なものを見つけた。

「なんだろう？　空が光っている？」

　厳密には、雲が光っているように見えた。

　無数に降り続ける雨粒。それを降らせる雨雲の一点が、薄うつすらと光っていた。

「KANAKO, Tu te fais du souci?」

　突然、雨の滴を見続けるわたしに、祖母が心配そうに声をかける。

　KANAKOとはわたしの名。後に続くのは大丈夫？　という意味合いのフランス語。

「あ、ううん、なんでもない……Ah non, je n'ai rien de souci.」

　何となく誤魔化してしまった。

　見間違いかも知れないし、どうやら祖母は気づいてない様子だったからだ。それに、そのことを伝えようとする前に、祖母は先になって家へ駆け出してしまっていた。

　気づけば小降りとなった雨。

　わたしは先に行っててと伝えた。すぐに帰るからとも言った。



（……やっぱり見間違いじゃない。雲が光っている……）

　一人その場に残ると、もう一度空を見上げて確認した。

　まるで降り始める雪を待つようにしていると……ぽつんっと、落ちてきた光る小さな点。

　……何な故ぜかそれは、とてもゆっくり……ふわふわとしていた。羽か落ち葉のように静かに舞い降りていた。

「雨は、高い空からもの凄すごい速さで落ちてくるはずなのに……」

　……ゆっくりと空から降りてくるのも不思議だけど、雨粒は無色ではなく光っていた。



　やがて、まもなくわたしの手に届くところにまで舞い降りてきた光る雨の滴。

「そうだ！　持って帰ってみんなに見せてあげよう」

　このまま知らん顔するのも勿もつ体たいない気がして、ビニール袋に入れることにした。つい先ほどまでキレイな貝殻を入れていた袋だった。

　光る水滴は、まだわたしの背よりも高い位置で、ゆっくりと降りて来ていた。

　ぴょんぴょんっと飛び跳ねてビニール袋に入れようとするのだけど……

「……あれれ？　なんで穴があいているのだろ？」

　なんどやってもビニール袋に穴があくだけで、捕まえることが出来なかった。木の枝を拾って叩たたいても、何故か木の枝が削れていくばかり。雨の滴は何もなかったように一人マイペースに、ゆっくりと舞い降りていた。

　ムキになったわたしは、先ほど集めたキレイな貝殻を投げてつけてみた。

　すると貝殻にまで穴があいてしまった。

「……ホント、不思議だなぁ……」

　見上げたまま光る雨粒に見入っていた。

　早く落ちてこないかなぁっと、バカみたいに口を開けて待っていた。佐さ奈なちゃんにも見せてあげようと思った。気づけば、いつしか雨は完全に止やんでいた。わたしのところまで舞い降りてきた、その光る雨滴をなんとなく口に含んだ……








■　第一章　ＤＩＡ　国土防疫調査官　■





「ねえクララ、覚えてる？」

　操そう縦じゆう桿かんを手に突然言葉を投げてきたミルさん。ＮＹＣ沖まであと10分ほどの距離の空の上。隣の席に座り、眼下に広がる海を眺めていた私への言葉だった。

「……突然、何のことですか？」

「最初に水の色が見えるようになった時のことよ。覚えてる？」

「いえ、気づいたらいつのまにかでしたから……」

「じゃあさ、クララっていつ頃ごろ、船に乗ったの？」

「それも、あまり覚えてないです」

　今でも当時のことはぼんやりとしか思い出せない。まだ物心もつかないほど幼かった頃だったと思う。

「じゃあ、どうやって乗船資格を手に入れたの？　つか、そもそも乗船資格の手紙のことは誰だれから聞いたの？」

「それは……偶然…だったと思います」

「……偶然？」

「はい、身寄りのない私は、いつも独りで浜辺で過ごしていましたから……」

　水面に絵を描かいて遊んでいたことを、ぼんやり覚えている。

　不思議なことに、その絵は自分以外には見えなかった。世の中には変わった色の水があり、それも自分以外には見えないこともこの頃には薄々気づいていた。

「そんなある日、目の前に船…マージナルが現れて私を乗せてくれました」

「ふーん、で、以後は、船で育ったってわけね」

「はい、まだ当時は５～６歳くらいだったと思われます」

　現在の私の年齢は、恐らく16歳くらいだと推定される。厳密には自分自身でもよく分からない。

　船に乗ってからの年月は正確でも、最初に乗った際の年齢が曖あい昧まいだったからだ。

　……それを考えると私は、船で生まれ育ったと言っても良いほど、長く海上生活を送ってきた。

「ちなみに貴女あなたが乗船してから、どれくらいの人が船に来たの？」

「さあ、１００名はいると思いますけど……」

「今の駆逐艦じゃなくて、マージナルに来た人って意味よ？」

「……それでしたら、誰もいないと思います。私があの船で暮らすようになって、すぐに駆逐艦へと移りましたから」

「なるほど……どうやら貴女が最後の一人のようね」

　こくん、と頷うなずいて返す。

　あの船の元クルーとしてはそうだろう。

「ん～、そーゆー意味だけで言ったんじゃないけどね。最後の一人って」

「……どういう意味ですか？」

「着けばわかるわ。それにどうやら貴女あなたにも知る権利ありそうだからね……」

　それだけを答えると、再び正面に向き直るミルさん。黙ったまま操そう縦じゆう桿かんを握る彼女は、もう何を問うても答えてくれそうな雰囲気でなかった。

　……元々、マージナル本船の位置を教えてくれると言われ、ついて来たけど……相変わらず彼女の顔色からは感情が全く読めなかった。

　私が最後の一人とは、どういう意味なのだろうか……



　ニューヨークのラガーディア空港から直行便で３時間。ようやく到着したオーランド空港からさらに、車で１時間。ケープカナベラル空軍基地は自然保護区と隣接するラグーンにあるロケットの基地だ。観光施設としても有名なＮＡＳＡだけでなく、研究機関や軍事実験施設も多い。これでも私は、軍人としての最低限度の教育を受けている。

「このあたりに、ミルさんの本部があるのですか？」

「オフィスはここじゃないけどね。先に案内したいところがあるのよ」

　その言葉と共に更に海沿いを進むミルさん。

　あたりには軍研究施設も増えてきたようで、時折すれ違うネイビー服の軍人と彼女は敬礼を交わしていた。

（……確かＤＩＡといえばバージニアの……あの有名なペンタゴンにあるはず。マージナルの担当と考えるとノーフォーク海軍基地とも思えるのに何な故ぜここなのだろう？）

　そもそもミルさんの所属する部署が、ＤＩＡ内でどのような位置にあるのか私は知らない。名称も分からない……

「一応、肩書きとしては陸軍の海洋戦略部よ。これでも割と権力あるのよ」

　考えを読まれて先に答えられた。

「もっと細かく言うと、国土防疫調査官ってのが私……つまりこれがマージナル担当者の正式名称ってことね」

「防疫？」

「意外だったでしょ？　でも嘘うそじゃないわよ」

「あ、いえ、疑ってはいませんけど……」

「ま、ウチはＤＩＡの一部門ってより、ＣＤＣ（アメリカ疾病管理予防センター）とも関係が深いからね」

　……さっぱり意味が分からない。

　ＤＩＡが絡んでマージナルを探したり、水の研究を進める以上、てっきり軍事利用するのが目的だと思っていたのに……たとえ肩書きだけとはいえ、マージナル担当と国土防疫という名称は繋つながりそうになかった。



　暫しばらく海沿いを進み、何箇所ものゲートを通り抜ける。ミルさんは顔見知りの衛兵も多いようで身分証の提示をしながらも気さくに話をしていた。それでも、ゲートの後半は警備が厳しくなって緊張感が高まっていく。やがて厳重なゲートをクリアしたのち、車はトンネルに入った。どうやら海底トンネルらしい。

　やがて目の前に現れたのは、海中の巨大な空間！　いくつもの艦船の整備ドックのようだ。

「……もしかして、ここは海軍工こう廠しよう？」

「まあね。主に最新フリゲート艦の整備をやっているわ……でも貴女あなたに見せたいのは、別の艦なんだけどね」

　その言葉と共に、一つの格納庫の中へと私を案内するミルさん。

「えっ、これは……」

　入った瞬間に理解した。確かにそこにある整備中の艦は、最新でもなければフリゲート艦でもなかった。

　むしろ、ひどく見慣れた姿……長年、私が暮らしてきた駆逐艦と同じだった。

「ミルさん……もしかして同じ艦ですか……？」

「厳密には違うわ。ま、似た排水量だし艤ぎ装そうもなるべく同じにしてあるけどね」

「……同じにしてある？」

「だってしょうがないでしょ、そーゆー指示なんだもん。私だって、こんな古い駆逐艦に改造するのは大変なのよ。あまり無茶言わないで欲しいって感じね」

　すこし膨れてみせるミルさんに対して、私は少し考えていた。

（……指示があるということは、誰だれかの依頼があったということ……）

　その誰かの正体や目的も不明だけど、それ以上に私達の艦と兵装まで全く同じにする理由が想像つかない。

「……どうして私達と、同じような艦を作るのですか？」

「どうしてウチ……ＤＩＡが、あんたがたのに似せる必要があるの？」

「はい？」

「鈍いわねクララ、ウチが提供していたのよ。貴女達の艦を」

「えっ……提供って……」

「当然でしょ？　この現代において正体不明の艦なんて存在しないわ。この整備中の艦だって、来年に貴女達に引き渡す予定で用意しているものよ。もちろん無償、タダよ」

　にわかに信じがたいことを告げられ、私は少し混乱していた。

　……私だって、あれだけの軍艦が湧わいて出たとは考えていなかった。旧型とはいえ大型の駆逐艦である。

　だけど私達は、独立した存在だと教えられてきたし、まさか対立関係にあるＤＩＡから提供されているとは思っていなかった。しかも無償だという。

「ミルさん……これは誰だれの指示なのですか？　副艦長ですか？」

「ええ、彼女からの要望よ。そろそろ今の駆逐艦もガタが来たみたいね……あ、とはいえ直接のやり取りや、兵装の指示はロリータと交わしているわ」

「……参事官と？」

「あいつは昔っから細かいことを気にするから嫌いなんだけどね……」

　ここまでの会話で、幾つか私にも理解できたことがあった。

　どうやら私の知らぬところで、マージナルとＤＩＡは長い付き合いがあるのだろう。恐らくは他ほかのクルーも知らない。私を除く元クルーだけで密ひそかに行われてきたと思われる。

　……しかし、それでもＤＩＡが、私達に手を貸す理由が分からない。

　ミルさんの話からすると、無償で提供しているとも言った。いくらＤＩＡが巨大組織だとしても余程のメリットがなければ、何隻も軍艦を提供するとは思えない。

「ああ、言っておくけど提供しているのは、“〝物”〟だけじゃないわよ」

　そう言って無線トーキーを手にすると何か指示する彼女。

　すると整備中の艦から駆け出してきた二人の女性士官が、ミルさんに向かって小さく敬礼した。

「お呼びですか少佐」

「ううん、少し様子を見に来ただけ。もう下がって良いわ」

「はい、失礼します」

　ハキハキと明るく答えると再び艦内へと戻る二人の下士官。

　その姿に私は驚きを隠せなかった。

　まだ幼い年齢に見えるが、その若さよりも彼女達が身に包んでいた軍服……それは私達が着用しているものと全く同じだったからだ。

（……どうして私達のクルーがここに……？）

　同じ軍服に身を包んではいるが、もちろん当艦のクルーではない。そして水を見る能力を保持していることは、一目見てわかった。

「貴女あなたにはショックだったかもね。人もウチから出していたのよ」

「何な故ぜ……あ、いえ、何の為ために？」

「ま、一言で言えばギブアンドテイクとゆーか……お互いに持ちつ持たれつの関係なのよ」

　そこまでを口にすると、床にぺたんと座ってタバコを取り出す。

「ちょっと長い話だけど、簡単に説明してあげるわ……きっとロリータも、そろそろ貴女に教える頃ころだったと思うからね」

「お願いします」

　同じように私も床へと座り込んだ。

　詳しいことは何も教えられずにいた自分にとって、とても重要なことだった。

「実は、年に数人の割合で、世界中からＣＤＣに運ばれてくる患者がいるのよ」

「ＣＤＣ？　患者？」

　いきなり予想外の言葉から始まった。

「ほら、例の水の影響を受けた人のことよ。普通は原因不明の病気と考えるでしょ？」

「え、ああ、確かに……」

　恐らくは何かの偶然で変な水でも飲んだのだろう。しかし例の水の力を知らない人間からすると理解不能で、原因不明の病状だと考えても変じゃない。

「で、その手の人間が来たらウチが出張ってＣＤＣから引き取るの。秘密裏に隔離する為ためよ」

「何な故ぜですか？」

「そりゃ、こんな不思議な力、公にしちゃマズいでしょ。色んな意味で」

「……そうですか？」

「そうなのよ。クララ、貴女あなたは早くから水が見えたし、あの船で育ったからピンと来てないだけよ。下手すれば世界中でパニックが起きちゃうわ」

　そう言われると自分としても頷うなずくしかない。

「だからそっとしておくのが一番なのよ……どうせほとんどの者が、時間と共に変な水の影響も消えて、勝手に治癒したつもりで帰って行くんだから……」

「ですが、皆が皆、勝手に治るわけでもないような……」

「ええ。中には厄介なのを飲んだ子もいてね……」

　それに、それだけ強い水を口に出来た……つまり引き寄せるだけの能力を、元々、その人間が持っていた可能性もある。

　全すべての人が、“〝偶然”〟に口に出来るほど、強い水はありふれたモノではなかった。

「あ、そうか……だから私達の船に送ってくる……」

「ようやく流れが繋つながったようね。ハンドラーの資質が高く、今後も陸上生活が困難な者だけ、船に送っていたのよ」

　確かに理屈に合っていた。

　思えば今までにも私は、乗船した者に乗船資格を告げるだけで、どのような経緯や判断事由があって、乗船許可が出たかも知らなかった。

「では、現在のクルーはここから？」

「そうよ。貴女達、元クルー以外は全員ここから送った子たちよ」

　どうやらこれが、私が最後の一人と言った意味だったのだろう。

「それとクララ……彼女達にも船のことは詳しく教えてないわ。貴女が以前に私に言ったように、あの駆逐艦がマージナルであり……そこだけが安心して暮らせる場所とだけ教えているの」

「では、どうして軍人として送るのです？」

「そりゃ貴女達の船は軍艦だし……昔からの取り決めなんだから、私に問われても知らないわよ」

「……ミルさんが知らない？」

　私達マージナルの責任担当者なのに知らないことがあるなんて……

　しかも先ほどの説明から、ＤＩＡでもかなり特殊な部署であり、それは与えられた特権の高さも意味していた。

「私だって知らないことの一つや二つあるわよ。担当といっても３代目だし、こちらは貴女あなた達の指示通りに、最低限度のスキルを習得させてから船に送っているだけよ」

　恐らくは水を弾はじくスキルのことだろう。

　あれがないことには、船で暮らすことは出来なかった。



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



「え～、そんなわけで遠洋におけるトロール船の利点としては……」

　１時限目の授業。

　よく分からない漁業の講義を、ぽけ～っとしながら聞くわたし……と佐さ奈なちゃん。

　どうでも良いけど、イスと机が無駄に大きくて、ちみっこいわたし達としては、足をぶらんぶら～んさせ放題である。

（……ああ、まもなく１時限目の授業が終わる。また終了ベルと同時に全力ダッシュで教室を離脱しないと……）

　もちろん目的地は職員用トイレ。

　授業中にもかかわらず、まわりの男子達の視線が、わたし達に集中しているのがわかる。感じ的には、チラチラってよりもガン見である。

　以前のマギルに居た犬っぽい雰囲気にも思える。もしや食う気か？

　なんかもうこれだけガン見されると、さっきから膝ひざこぞうが痒かゆくて、ぽりぽりしたいのも我慢してたりして。恥ずかしいから。

（……このまま休み時間を迎えると、ものすごい質問責め……いや、質問攻めが始まる気がするよ……）

　やはり、わたし達の安住の地？　はトイレしかない。

　なのでわたしは隣の佐奈ちゃんに小声で合図を送る。

「ねえ佐奈ちゃん……また終業ベルと同時に上う手まく教室を離脱……」

「く～か～、むにゃむにゃ……きゅんきゅんきゅん……」

「って、寝てるし、全力でっ」

　わたしと同じで一杯一杯のくせに、ナニその余裕？　どこから湧わいてくるの？



　──ビーっ

　てなことやってると、無情にも鳴り響く授業終了のブザー。

「佐奈ちゃん、早く起きてよぉ、またトイレで姉・妹首脳会談を始めるんだからぁ」

「んん？　って、周りに男子の壁が出来てるうぅ」

「うはぁー、いつのまに～」

　既にわたしと佐さ奈なちゃんの周りには、興味津々でこちらに話しかける男子生徒の山。よく見たら今の授業の先生だけでなく、知らない先生まで交ざってるし。

「や、そんな大勢に話しかけられても、ナニ言ってるか分からないですぅ～、それとあんまり至近距離に来ないで下さい～」

　つか、こんな至近距離で男子に囲まれたら、わたしでなくても怖いよ。いいかげんマジ泣きするわよ。

　ちなみに誰だれもが黄色い色を放って嬉うれしそうにしていた。少しわたしを見る目よりも、佐奈ちゃんの方が人気があるっぽい。



「あ～、じゃあ先生が皆を代表して質問しよう。それで良いな？　お前達！」

　その途端に、わぁっという歓声と拍手が上がった。感じ的には、サッカーのロスタイムで追加点を取ったような雰囲気だった。

「えーと、ではまずＭｓ．サナ……君はヒメガール？」

「ふぇ？　ヒメ？」

「もしかして、お父とうさんはサムライ？　城に勤めているの？」

「えと、ウチのパパは会社員ですけど……目め黒ぐろの寄生虫館に勤めてます……」

　なんで詳細まで言うのよ、この妹は？　会社員だけで良いじゃないのっ、それでなくてもパパの勤め先名って微妙に照れ臭いのに。

「その服って確かキモノだよね……あと黒髪も綺き麗れいだよねぇ～」

「わぁ、ちょ、ちょっと先生っ、頭つつかないで下さい～」

　どうやら佐奈ちゃんの黒髪と振ふり袖そでが珍しいのだろう。別に悪気はないようだけど、髪をくしゃくしゃされて膨れっ面をする佐奈ちゃんが、なんかちょっと面白いかも。

「じゃあ最後に……良かったら、サインして貰もらえるかな？」

「サ、サイン？　私の？」

「ここにお願いします」

　そう言って太めのペンを佐奈ちゃんに手渡すと、くるりと背中を向ける先生。前もって準備してきたのか真っ白なＴシャツだった。

「あ、出来ればクールな漢字も一緒に書いてくれると嬉しい」

「うーん、良いのかなぁ……私サインなんて書いたことないのに……」

　ま、普通は無いよね。密ひそかにわたしは練習だけしてたけど。

　そもそも佐奈ちゃんのサインにナニを期待しているの？　こう言っちゃなんだけど妹の字はヘタだし、ぶっちゃけ無価値だよ。

　しかし、その先生だけでなく他ほかの男子達からも「イイナ、イイナー」の合唱である。どんだけサイン欲しいの？

「……ねえお姉ちゃん、コレ、断るって選択肢あると思う？」

「ないよね。空気的にも……」

「だよね……ちょっとクールな漢字ってのが分からないけど、私やってみる」

　覚悟を決めると、先生の背中へとペンを走らせる佐さ奈なちゃん。

「きゅきゅきゅっと……こんな感じで良いのかなぁ……」

　見るとそこには先生の背中一杯に『佐奈参上　夜露死苦　妹』という文字が書かれていた。

（……それが佐奈ちゃん的にクールなんだ？　アタマ悪いことこの上なしだね……申し訳ないけど、もしわたしがそのＴシャツ貰もらっても、生涯着ることはないよ）

「おお、カンジ！　クール！　クールジャパン！」

　でも何な故ぜか、まわりには大ウケだった。ぶっちゃけ漢字なら何でも良いんじゃ？

　そして最後に握手を求めにくる先生。ややぎこちないながらも佐奈ちゃんは握って返した。

（ふう、よく分からないけど、これで終わったのかな？）

　と、わたしが平和なことを考えていると……いつのまにか目の前には、男子の列が形成されていた。最後尾は廊下の遥はるか先まで伸びているっぽい。その誰だれもが黒マジックを手にニコニコしているのが特徴だ。

「……お姉ちゃん、さっきまで私達を取り囲むような男子の壁だったのに……」

「うん、あっというまに円陣形態から、列形態へとトランスフォームしたね」

「もしかしてこれって、ちょっとしたサイン握手会？」

「どこのアイドルだよって感じだけど、そんなノリなのかなぁ？」

　違うのはサイン色紙の代わりに、シャツとかトレーナーとか、中には服を脱いで上半身ハダカの人もいることだった。

　……そこにサインしろってことなの？　でもハダカの人、油性マジックだと当分消えないけど良いの？

「よーし、せっかくだから私頑張るよっ、いくらでもサインどーんと来いだよ」

　変なノリで頼もしいことを言う佐奈ちゃん。

　その宣言通りに、さくさくと不思議なサインを書いて列を消化していく。隣で見ていると「漆黒の佐奈　妹」から「邪王真眼佐奈　妹」と少し中二っぽい方向へと異名を変えているようだった。

「はふぅ～、もう手が疲れた無理ぃ～、ちょっとお姉ちゃん代わってよ」

「ふぇ？　わたしがサインするの？」

「だって、まだたくさん並んでくれているんだし、なんか悪いもん」

「う、うん、そりゃまあそうなんだけど……」

　もちろんサインなんて生まれてこのかた、やったことない。でも密ひそかにサインの練習はしたこともある。そんな恥ずかしい青春の１ページがあったりなかったり。

　なのでちょいと手慣れた感じで、すらすらっとkanakoと書いて渡した。すると……

「ＯＨ……」

　なんなの？　そのトーンダウンは？　さっきまでＹＥＡＲ！　とか、やっふー！　って感じだったくせに、剛撃殺韋佐奈や、撲翼天使佐奈との温度差がひどいよ。

「あのねお姉ちゃん、やっぱ漢字の方がウケが良いみたいよ」

「え、あ、そっか忘れてた……」

　いつもサインの練習の時には、オペラ歌手kanakoって設定だったから、ついローマ字で書いてしまった。

「では改めて、きゅきゅきゅっと……はいどうぞ、佳奈子　巨乳　姉」

「ＹＥＡＲ！　やっふー！　カンジカンジ！」

　どうやら喜んでくれたみたいだった。

「じゃあ次の人は……はい、佳奈子　美人秘書　姉っと。次は……」

「ちょっとお姉ちゃん、それ願望にしても切ないものがあるよ」

「う、うるちゃいわね、どうせ読めないんだから、けしからんドリーム見たって良いでしょ」

「けしドリ好きだなぁ……現実は、佳奈子　炉姉のくせに。なんなら佳奈子　炉尿姉でも似合いそうだよ」

「や、サインに尿なんて文字入ってる人、世界中探してもいないよ？」



　それからもサインやったり頭をつつかれたりと、散々な休み時間を過ごすわたし達。

　どうやら女子が珍しいってよりは、東洋からの留学生……とりわけ日本チックな佐さ奈なちゃんが物珍しいようだった。どんだけジャパンこじらせてるのだろう？

　……ま、変にいじめられたり、乱暴な人もいないし……何より悪気も無さそうなんだけど……顔色からも邪心？　がないのがわかるし……

　でも、今までボックスインドーターとして育ったわたし達にとって、これだけ男子に囲まれ＆モテモテ？　っぷりな状況は、逆に大変とゆーか……

　あと、このモテモテっぷりもアイドル的な意味じゃなくて、動物園の不思議生物っぽい扱いなんだよね。これも自分には、顔色から感情が見えるから切ない。



　──ビーっ

　昼休みを告げるチャイム。

「お姉ちゃん行くよっ」

「て、わっ、ちょっと、スカート引っ張らないでよぉ～」

　今度は絶妙のスタートを切り、男子に囲まれる前に教室を離脱するわたし達。もちろん目的地は教職員トイレ。

　この校内で唯一？　の安住の地である。

「はぁふう、疲れた……」

　トイレに駆け込むと、再び姉・妹首脳会談を始める。

「あの熱烈歓迎？　っぷりは有難いけど、いつも休み時間の度にサイン会じゃ大変だもんね……」

「しかも今、お昼休みだし……佐さ奈なちゃんオナカ減った？」

「うん、ペコペコ」

　とはいえ、さすがにトイレの中で食べるのは嫌だし。

「うーん、なにか妙案は……て、ひらめいたっ」

「ひらめくの早っ」

　こんな短時間で案を思いつくとは、我が妹は天才かも知れない。もしくは、ろくでもない案である。たぶん後者だろう。

「ちなみに佐奈ちゃん、どんなアイディア？」

「ふふふ、抜本的な問題解決よ。ほら、お姉ちゃん行くよっ」

「て、わっ、だからなんでスカート引っ張るのよぉ～」



　やってきたのはランチコーナー。日本でいうところの学食。

　お弁当を持参していたわたし達は、コーヒーだけ買うと長テーブルの一つを陣取る。

「ねえ佐奈ちゃん、早速まわりに男子が集まって来ているんだけど……」

　しかも今度はクラスの男子だけでなく、他ほかの学年の生徒や先生もいるために、明らかにスケールアップしている。

　その男子の群れ？　が、興味津々にわたし達を遠巻きに見ていた。

　なんかもう、ちょっとしたコンサートが開けそうな勢いだよ。

「えと、それで佐奈ちゃん、アイディアってのは？　このままだとサイン会どころか、なにか１曲、歌わないといけない雰囲気なんだけど」

「大丈夫、私に任せて。すぐに追っ払ってあげるから」

　そこまで言ったかと思うと、長テーブルの上に勢いよく登る佐奈ちゃん。

　何事かと更に皆が注目する中……

「ニンジャ、しゅしゅ、しゅっ、ハンゾ、しゅしゅっ」

　と、低い声で言いながら、手裏剣を投げる真ま似ねをした。

　なにがしたいの？　この妹は？

「葉隠れの術～、しゅしゅ、しゅっ」

　今度は小さくジャンプしながら、くるりと身体からだをターンさせる。でもやはり手裏剣は投げるらしい。

　そして、こんなイミフなことにもかかわらず……

「ＹＥＡＲ！　ニンジャ！」

　と、ギャラリー達には大ウケであった。同じようにニンジャ～っという低い声のコールも続く。あと、やはりこの男子達も手裏剣を投げる真似は外せないらしい。そんなに忍者成分の配合に重要なの？　手裏剣が？

「ちょ、ちょっと佐さ奈なちゃん、なにやってるのよっ」

「ほら、お姉ちゃんも一緒にやって、ニンジャ～、しゅしゅしゅっ」

「嫌だよっ、普段の嫌が30だったら、この嫌は５００くらいあるよっ」

　しかもこれ、テーブルの上でやってるから、ちょっとしたお立ち台っぽいし。

「あのね、海外で忍者っていえば無敵な存在なの。特に男子の間では既に伝説になってるくらいなのよ」

「マヂで？」

「ガチで。沿岸警備隊を一人で倒したとか、弟子の亀かめニンジャが世界を守ってるとか……とにかく男子にとって最強で畏い怖ふすべき存在なの」

　や、どんだけ海外の人、ニンジャに夢と幻想を抱いてるのよ？

「だから私達も、忍者だと言っておけば良いの。これで男子も恐れて近づかなくなるはずよ。我ながらナイスアイディア！　佐奈冴さえてるねっ」

「そうかなぁ？……全然冴えてないと思うけど……」

　……でもヒヨリミも、ニンジャの話題になると面白いくらいに熱くなるし。それなりに一目置かれる存在なのは確かっぽい。

　ま、少なくとも髪を引っ張られたり、頭をぽむぽむされることは無くなるのかな？

「じゃあ、お姉ちゃんも私の隣でニンジャっぽいことするのよ」

「あ、うん、わかった……」

　佐奈ちゃんに促されて、しずしずと長テーブルの上に立つわたし。

　新たな参加者が増えたことで更なる歓声を上げるギャラリってる男子達。イメージ的にはアンコールに応こたえる為ため、再び舞台に登場した伝説的バンドを見つめるファンっぽい。そんなグルーピー（死語）達の注目を一点に集めながら、わたしはお弁当用に持ってきた割わり箸ばしを高々と掲げた。

　一体なにが起こるのかと、静まりかえる学食という名のコンサート会場。

　わたしはその割り箸を両手で掴つかむと……

「ニ、ニンジャ、ハンドブレード、とうっ」

　ぱきっ

　と、綺き麗れいに二つに割ってみせた。

「オー！　ファンタスティック！　ニンジャアメージング！」

　たちまち拍手と共に、変な喝かつ采さいが沸き起こる。さすがニンジャだとか東洋の神秘だとかの声も聞こえた。よく見ると校長先生が「やはり本物は違うな……」とか言いながら一人でうんうんと頷うなずいていた。

（……ちょろい。ちょろすぎるよ、カナダ男子の皆さん……こんなもんで納得して良いの？　ニンジャのこじらせ方、ちょっと酷ひどいよ？）

「やるわねお姉ちゃん……でも私の刃は甘くないわよ。ちねーっ」

　てなことを言いながら自分のプラ箸ばしを手に、わたしに斬きりかかってくる佐さ奈なちゃん。すごくノリノリなのは良いけど……かえって盛り上がってるような……



　結局お昼休みの間中、ずっとアンコール状態だったわたし達。

「はふう疲れた……ようやく終わったね……」

　おかげで、お弁当を食べる暇もなくて、オナカぺこぺこ状態のままだったりして。

「でもお姉ちゃん、これでサイン握手会も無くなると思うよ」

「そうかなぁ……代わりに忍者ショーが始まる気がするけど……」

　入学初日からどっと疲れた。

　つかアレ、明日からも毎日やることになるのかなぁ？　手裏剣投げる練習しないと。



　──夜。すっかりと日も暮れる頃ころ。

　夕食を終えたわたしとヒヨリミは、いつものように浜辺へと向うと例の訓練を始める。

「見てヒヨリミ、今日のは少し元気だよ」

「あんまり大差ないよ。相変わらずぐったりしてキショいし」

「むう、キショいって言うなぁっ」

　コップに入れた指から伸びる水のライン。へろへろと動く触手ちゃんを指しての言葉だった。

















「でも、わたしって、こんなことしてて良いの？」

「こんなことって？」

「なんかこう必殺技の特訓やったりとか、もっと強い水を飲んでパワーアップするとか…」

　クララさんの話によると、わたしは伝説の船とやらを沈める役目の候補者らしい。何の間違いか世界三強ハンドラーに選ばれてしまった。

　でも現実はパンケーキ留学から、手裏剣を投げる高校生活に変わっただけで、今日もこうして、のほほんとしている。

「以前にも言ったが、恐らくお前は特別だから問題ないはずだ。……たぶん」

「むう、たぶんって言い方やめてよぉ」

　それでなくても自分には、身分不相応な期待値を設定されて一杯一杯なんだから。

「しょうがないだろ、俺だってどう特別なのかについては詳しく知らないし……そもそも、それだって可能性に過ぎないって話だし……」

　そしていつも、特別って言葉だけで流されてしまう。もしかしたらヒヨリミ自身も本当に分かってないのかも知れない。でも、当人であるわたしはかえって不安になる。

　一応、ヒヨリミがわたしの先生なんだから、もうちょっと他ほかのスキルも教えてくれても良いのに……

「あ、そうだ！　じゃあヒヨリミ、一つ質問なんだけど聞いて良い？」

「なんだ？」

「えとね、仮にわたしが特別だったとして……他のハンドラーの人達も訓練しているんだよね？」

「もちろん。他者に危害を加えない為ために、最低限度のスキルを維持する為の訓練は欠かせないだろうな。自分自身の為にも水を弾はじくスキルは必ひつ須すだろうし……」

「じゃあ、それって誰だれから教わるの？」

「そりゃ他のハンドラーからに……いや、確かに、ちょっと待てよ……」

　どうやら彼にも質問の意味が通じたようだった。

　わたしの場合はヒヨリミから習ってるし、ヒヨリミの場合は家系的にハンドラーが多かったので、恐らくは家族の誰かだろう。でもきっとこれは稀まれなケース。

　つまりほとんどの人間は、教えを得る以前の問題なのだ。

「以前にヒヨリミが話してくれたよね？　水の見える人も少ないけど、ハンドラーって呼ばれるほどの人は本当に少数だって」

「ああ、それを考えると、仮に水を見る能力に目覚めても……スキルを教える者と出会えなければ、そこで終わりかもな」

「うん、わたしだって、もしここでヒヨリミと出会わなかったら……）

　今のように水を操ることは出来なかっただろう。時折見える、変わった色をした水をぼんやり眺めているだけ。何より水の知識もなかったはず。

　……そしてこの状態が長く長く続くと……能力ではなく、原因不明の病気と考えたかも知れない。むしろそう考える方が自然だろう。

「……クォーター、どうやら俺も知らないことばかりのようだ」

　突然ぽつりと呟つぶやいた。

「例の船のことにしても、お前の特別にしても、なにか重要な部分だけが、意図して隠されているような気もする」

「……意図して？」

「ああ、この俺に対してだけな」

　この隠す相手とはミルさんのことを指していた。

「あ、そういえばミルさんは？　ここ数日ほど見てないけど？」

「ケープカナベラルに行ってるそうだ。携帯があったよ」

「……ケープ？　どこそれ？」

「ＤＩＡの姉貴の部署の本部があるらしい。俺も行ったことが無くて、詳しく知らないが……なんでもクララも一緒らしい」

「え、でも確かマージナルの人とは、敵同士だったような……」

「さあな。これも俺に隠していることの一つさ」

　それだけを告げると小さく溜ため息いきをこぼすヒヨリミ。

「とにかく俺は、小さな頃ころから同じことを言われ続けてきたんだ……」

「なんて？」

「……大人になったらマージナルに乗る……ってな。じゃ、もう家に帰るぞ」

「て、わ、ちょっと待ってよぉ～」

　さっさと歩き始めてしまった彼の後を、少し小走りで追いかける。

　わずか５分ほどの家までの距離。その間、彼はずっと黙ったままだった。いつもクールで何を考えているか分からない彼が、とても寂しそうに思えた。

　わたしには感情を読めないはずの彼なのに、何な故ぜか寂しさの青い色を纏まとっているように見えた……



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──同日夜。太平洋。オアフ島沖。

　米軍籍スプルーアンス級駆逐艦。最下層エリア。



「恐らく今いま頃ごろは、夜空に大きな月が顔を出している頃だろう……」

　腕時計に目をやり、ふと呟いた。

　この最下層のエリアからは空が見えるわけもなく、目の前の水壁が揺れるだけ。その先に薄らと見える副艦長の姿があるだけだった。

「バスケス中尉」

　私を呼ぶ声に振り返ると、そこには将官用スーツに身を包んだ参事官。ここに彼女が来る理由は一つしかないが、それでも敢あえて同じ言葉で返した。

「どうかしましたか？」

「副艦長の支度を急がせて欲しい」

「ですが前回から、まだ１週間も経たっていないですけど……」

　恐らくはまた特別な水……それもイニシャルを付けられたほどの強力な水が来たのだろう。その場合には、この船のクルーでは……

「手に負えない。だから私達でやるしかない……そうでしょ？」

　考えを読まれ私は黙って頷うなずいてみせる。

「それでは迎撃準備をして待っているわ。早く来てね」

「……はい、わかりました」

　小さく敬礼を取り、彼女の姿を見送る。そしてアタッシュケースを持つと水の壁へと向った。

「副艦長、失礼します……」

「今回は随分と早いな」

　高く若い声で返す彼女。前回の迎撃から時間が経っていない為ため、まだ若々しい姿のままだった。

　……これなら今回は一つも飲めば十分だろう。あまりに短期間に強い水を採取しては、その水の影響を抜くまでに時間も要する。何より身体からだへの負担も増えてしまう。

「いや、二つ飲もう」

「ですが、既に限界なのでは……」

　今、この船でイニシャル付きと対たい峙じできる者は副艦長しかいない。私……それにクララを足したとしても副艦長一人には遠く及ばなかった。

「ロリータは索敵が主目的だからな……」

　その言葉に頷く。そのため、彼女の能力はよく分からないが、副艦長より強いとは思えなかった。

「バスケス、それより早く渡せ」

「……分かりました」

　渋々答えるとアタッシュケースから小さなガラス瓶を二つ手渡す。他ほかの者なら一つ飲んだだけで只ただではすまない。余程のハンドラーで無ければ、まず死ぬ。

　その水を躊ちゆう躇ちよなく飲み干す姿は、既に見慣れたとはいえ異様だった。

「ふう、相変わらずこれは塩辛いな……そろそろ俺に近づくなよ」

「わかっています」

　既に１本目を飲んだ時点から、身体のまわりに湿度０の空気の層を這はわせていた。それでも至近距離では耐えられるものではない為、更に彼女との距離を取る。

「では、行くか……俺から少し離れてついてこい」

　声と共に軽く手を触れただけで、さっと左右に割れる水の壁。

　最下層から甲板へと向う途中、彼女が通路を歩くだけで照明の電灯が割れた。コンクリート部分には亀き裂れつが走り、くの字に曲がる隔壁の分厚い鉄のドア。

　手も触れずに辺りを破壊しながら歩く姿は、私達ハンドラーから見ても人間離れしていた。



「ロリータ、さっさとクルーを退去させろ」

　デッキに上がった副艦長の第一声。

　少し怒気を帯びているのは、例の水と対たい峙じする際に足手まといとなる為ためだった。そしてもう一つは、最近“〝あちら”〟から送られてくる者の質が低いからだった。

「なあバスケス、あの新人達は本当に水を弾はじけるのか？」

「ええ、念の為に乗船時にはテストもしていますし……」

　何より向こうから来た者を追い返すのは、参事官が良い顔をしなかった。彼女とＤＩＡとの間に、どのような取り決めがあるかは私には分からないけど……

「そうね。大尉が知る必要はないわ」

　見ると何の気配もなく真後ろに立たれていた。その上で考えまで読まれてしまう。副艦長には遠く及ばないが、この参事官もまた強力なハンドラーだった。

　……だけどそれも当然かも知れない。今ではクララを含めても僅わずか数人だけになってしまったが、元クルーという時点で明らかに一線を画しているはずだった。



「他ほかのクルーの退避、終わったわよ」

「ではロリータは陸までの予測を立てろ。バスケスは捕ほ捉そくまだか？」

「いま細かく調べています」

　海軍用レンジファインダーから、じっくりと相手を調べる。参事官が発見した以上、間違いや気のせいではないだろう。無銘ではなくイニシャル名を付けられたほどの水のはず。

　やがてその大きさ、輝き、色から、私は対象を特定する。

「どうやらＳ……サムエル級だと思われます。大きさは50㎝未満、純粋な体積も１００㏄ほどだと推定されます」

「少し厄介だな……」

「現在は前方２２００ｍの距離で、尚なおも当艦に向け移動中です」

「まだかロリータ、陸地への影響予測は？」

「お待たせ。距離、潮流、風向き、その他の気象情報から考えても、陸への影響は全くないと判断したわ」

　その言葉を聞き、私はほっと胸を撫なで下ろす。

　今回は無駄足となってしまったが、私達の出番が無いならそれにこしたことはなかった。

「では、適当に砲撃しろ。俺達が捕らえる意味がない」

　踵きびすを返し再び艦内へと戻ろうとする副艦長。本来なら、まだ最下層で前回に飲んだ水の影響を消すべき時だった。

「待ってください、私達も手伝います」

　そこには先ほどまで船の周りで、水の収集を行っていたクルーが６人。当たり前だが全員が若い女性だった。

　既に艦内へ避難したはずだが、自らの意志で再び出てきたらしい。

「バスケス、彼女達は？」

「先月、ＤＩＡから送られてきた新人のようです」

　どうやらこの艦に乗るまでの間に、特別な訓練をミルの下で受けてきたのだろう。その為ため、自分自身の力を明らかに過信している節も感じられていた。

「副艦長、それに大尉、いつも私達を避難させていますけど、少しはお役に立ちたいのです。またお役に立てる自信もあります。一度私達にもやらせていただけませんか？」

　しっかりとした口調で告げる彼女達。その放つ顔色からも本気であることは分かる。例のイニシャルについても知識や興味があるようだ。

　ただ本人達としては、思考を読まれないようにガードしているつもりらしいが……私達にとっては筒抜けだった。力を持った者が最初に陥る自信過剰の状態なのだろう。

「どうするバスケス？　特に今回のは捕獲する必要もないのだが……邪魔だから船倉にでも放り込むか？」

「そうですね……口で説明しても納得しそうにないですからね……」

「ロリータはどう思う？」

「……いっそ、イニシャルと対たい峙じさせても良いかもね。どうせ今回は捕らえなくても構わないし、一度見学させるには良い機会だわ」

「本気か？」

「ええ、ミルの奴やつに中途半端なクルーを送って来させないためにもね」

「なるほど。それで行こう」

　その提案に同意すると、目の前の彼女達を見つめた。

「おい新人達、今からお前達の右脚を飛ばす。守れた者は俺に同行することを許可してやろう」

　そう言い終ると同時だった。

　彼女達の右脚が太ももから破裂して吹き飛んだ。

　自身が何をされたのかも分からないまま片脚を失い、そのままバランスを崩し倒れこむ新人達。

　月明かりのデッキには赤い水みず溜たまりの上に、吹き飛んだ脚が無造作に転がっていた。

「くっ、い、いまのは一体なにが……」

　血まみれになりながら、彼女達は幾つもの疑問を浮かび上がらせていた。既にその考えを読まれることを防ぐのも忘れている。

　何より、手も触れずに自身の脚が飛ばされたことを理解していない。もちろん副艦長は、水の糸を伸ばして彼女らの身体からだに触れたわけではない。

　……私ですら、似た芸当が出来るというのに、最近の新人はレベルが低い。

（……ま、それでも全員、悲鳴や叫びも上げないところは流石さすがね……）

「大尉、全員じゃないわ。無事な者もいるわよ」

「え、ああ、本当ですね……どうやら二人だけ防いだようですね」

　咄とつ嗟さに、真空に近い湿度０の空気の層を纏まとったのだろう。デッキで倒れこんでいる者と比べれば、訓練は積んで来たのは本当らしい。

「ではお前達二人はついてこい。ロリータ、お前はいつでもハープーンを撃てるようにして、ここで合図を待て」

「ちょっ、ちょっと待ってよ。じゃあ、この子達はどうするのよ？」

　片脚を失い、今もデッキ上で倒れたままの新人達を指してだった。

「そのくらい自分で治せ。手加減したから、簡単にくっつくだろ」

　それだけを言い捨てると、さっさと艦から海へと飛び降りる副艦長。私と新人の二人もその後を追った。



　荒れる海面を黙ったまま進む。

　目的地は遥はるか先の海面からこちらに接近するイニシャル。当たり前だが海に沈むような者はいない。

「バスケス大尉、あの水はそんなに危険なのですか？」

　私の横に並ぶと話しかけてきた新人の一人。

「少尉……貴女あなた、名前は？」

「メディチです。こちらはフォレスト、同時期にここの乗船資格を得ました」

　自分の名前と共に、もう一人の新人も紹介した。恐らく知識としてもそれほど持っているとは思えないし、現物の姿を見たことも無いはずだ。

「ではメディチ、あれらの水に触れることが出来ないのは知っているか？」

「はい、どんな物質も通り抜けてしまうと聞いています」

「そうよ。石でも鉄でもガラスでも……もちろん人体でも同じこと。触れた箇所は、ぽっかりと穴があくわ」

「それは知っていますが、強いハンドラーが操る水だけは捕らえることが出来るとも聞いています。それに……」

　所しよ詮せんは水。動いているわけでもない。注意すれば怖くはない。

　そう考えているようだった。もう一人も似たような考えであることが読み取れた。

　……危険な考えだ。やはり甘く見すぎている。

「よく聞きなさい少尉、あれらは普段は波に揺られているだけで動きはない。しかし私達のような力の強い者が近づくと、猛烈に速度を増す」

「速度を増す？　生物なのですか？」

「いいえ。あの水が生物のように意思を持っているわけではない。単純に力の強い者に引き寄せられる、物理現象のようなものだと思うわ……」

「そうですか……」

「特に今夜のように凪なぎの日は危険なのよ」

　と、ここまで話しても、まだ納得いかないようだった。こればかりは実際に見せるしか説明のしようがない。

（……副艦長、本当に良いのですね？　実際に対たい峙じさせて？）

「構わん。死なぬようにだけフォローしてやる」

　私の考えを読み、指示を出す副艦長。

　彼女がそう判断したのなら、私が反論する気はない。今後のことを考えると、あの水の恐ろしさを知ってもらうことは大切だった。



　やがて艦から１０００ｍほど離れたあたりで、足を止めた副艦長。

「ではこのあたりで待つか……お前達、準備するぞ」

　その場から海に手を浸すと、高さ３ｍ、厚さ50㎝ほどの水の壁を幾つも生み出す。次にその水壁で自分の周りをぐるりと囲んだ。

「貴女あなた達もやっておきなさい」

「あ、はい、わかりました」

　見よう見み真ま似ねで、新人達も同じような水壁を築いてみせる。さすがにこの程度なら簡単にこなせるようだった。

「大尉、この水壁でイニシャルを防ぐのですね？」

「はあ？」

「いえ、ですから強いハンドラーが操る水だけが、触れることが出来ると……」

「………………」

　あまりの認識不足に呆あきれるよりも不安が大きくなってしまう。

（……これはハープーンの炎から身を守る為ための物。こんな水壁などイニシャルの前では、何の役にも立たないのに……）

「放っておけ。すぐに気づく」

　副艦長の言葉に頷うなずいてみせる。これもまた身をもって体験してもらうしかない。

「それよりお前達、あれが見えるか？」

　１００ｍほど先で、波間に漂う光る水。大きさにすると半径10ｍほどが円状になり、薄く海面に広がっていた。一見すると、まるで水面に油を撒まいたようにも見える。

　恐らく海水よりも浮力が高い為に、海面に広がるのだろう。

　キラキラと明るい輝きを放つところも、普通の強い水と似ているが……よく見ると違いに気づくはずだった。

「……宙に浮いてる？」

「大尉、あれはどういうことでしょう？」

「宙に浮くではなく……正確には海水と接していないのよ」

　海面よりも僅わずか数㎝ほど高いところを浮くように漂うイニシャル。

　どんな物質にも触れることが出来ない性質は、海水とて例外ではなかった。

「よく見なさい。海面と接する部分の海水が、常に消え続けているのよ……その為ために、まるで空中に浮いているように見えるの」

　接触面の海水を常に消失させながら、それでも次々と流れ込む海の水は、膨大で尽きることはない。結果として常に宙に浮いている状態となるのだった。

　それは波間を漂うのとは比較にならないほど、速く移動できることも指す。

「バスケス、そろそろ限界距離だ。ロリータにいつでも撃てるように伝えておけ」

「わかりました。貴女あなた達も目標から決して目を離さないように……」

　気をつけて。

　そう続けるはずだった言葉は、途切れてしまった。

　僅か10ｍほど先の波間でキラキラと光る油膜。１００ｍほどあった私達との距離を、たった数秒で詰められてしまった。凪なぎで波がないため、予想以上の速さだった。

「貴女達、頭部だけは守りなさいっ」

　咄とつ嗟さにそれだけを指示する。多少の損傷ならば治癒することも可能だが、生命維持に必ひつ須すな器官を損傷させられては死ぬしかなかった。

　そして、あっという間に足元まで迫った薄い油膜は……滴へと変わり、私達を目指して宙を飛んでくる礫つぶてと化す。

　まるで磁石に吸い寄せられた、砂鉄のような動きだ。

「えっ、うわ、た、大尉っ、駄目です、止まりませんっ」

「その水壁では防げないのよ、身体からだの周りにだけ水を纏まとうのよ」

「無理ですっ、痛っ……そ、それでも弾はじけませんっ」

　雨粒のように飛んでくる光る礫が、容赦なく彼女の身体に、小さな穴を穿うがっていた。

　僅か一滴の量でも、触れた部分がぽっかり消失した。何の抵抗もなく、そのまま反対側へと突き抜けた。

　……当たり前だが、只ただ、身体の一部が消失しただけではない。１秒後には血が滲にじみ、３秒後には血が噴き出る。

　消失した肉体が、どこに消えるのかは分からないが、残された肉体のダメージは深刻だった。

（……やはり新人では無理だ。致命傷を受ける前に焼いてもらった方が良い）

「そうだな。俺も他ほかの者まで守る余裕はあまりないからな……」

　見ると副艦長も手足から無数に血を滲ませていた。どうやら新人達へ水の糸を伸ばし、頭部や致命的な部位だけは彼女が守ってやっているようだった。

　今も尚なお、突き抜けては海面に落ち、油膜のように広がり、再び一滴へと集まると私達に向かって飛んでくる小さな光る礫つぶて。

　総量としては恐らく１００㏄ほどだが……一滴サイズとなるとその数は５００を超える。

　全すべてを避よけきれるものではない。

　それに、弾はじき返す私達が操る水の糸にしても、正確には弾き返しているわけではない。突き抜けるまでの速度が鈍るだけのこと。その間に身体からだをかわして避ける。

　……本気で捕らえる気ならば、今の状態では不可能。

　蒸気化して初めて互角に戦える。



「バスケス、もう十分だ。砲撃しろ」

「わかりました。ブリッジに連絡します」

　今もデッキ上で私達の動向を見ている参事官へと連絡した。いつでも撃てる態勢で合図を待っていたはずだ。

「メディチ少尉、それにフォレストでしたっけ……まもなく砲撃が始まるわ」

「え、砲撃が？」

　驚いた顔を向ける少尉。身体中に穿うがたれた無数の小さな孔あなから、血を流しながらだった。隣の新人は片腕が千切れかけている為ため、既にそれどころではないらしい。

「10ｍほど前方に着弾予定です。私達にほぼ直撃だと思いなさい。そして次弾は50秒後に、ここに来ます。これは直撃です。逃げ遅れると死ぬわよ」

「……わ、わかりました」

　気丈にそう答えるが、怯えと不安で一杯であることが見てとれた。

「貴女あなた達も壁で防ぎなさい。初弾を耐えた後、すぐにここを離れるわよ」

　伝えながら私は、再び大きな水の壁を築く。高さ３ｍ、厚さ50㎝ほどを自分の周りにぐるりと囲んだ。彼女達もそれに習い大きな水の壁を生み出した。

　その間も、止やむことのないイニシャルの滴が身体を貫くが気にしている余裕はない。

「来るわ……」

　言うと同時に後方の艦から響く、ゴォォという低い音。

　左さ舷げんフレッチャーから発射されたハープーンが、激しい炎をともない真っ暗な夜空を昼間のように明るくしていた。

　やがて……といっても僅わずか１秒ほどで目の前に刺さった激しい炎の矢。漆黒の闇やみだった海面を、私達までも含めて赤々とした燃える炎に変える。

　文字通り私達は火の海の中にいた。

　耐熱用に作った水壁が蒸気と化し、たちまち半分ほどの厚みにまで削られる。次々と新しい水壁を生み出しながら、炎の侵食に耐える。

　ふとメディチを見ると、左半身が炎に包まれ燃えていた。フォレストは、既に意識を失ったらしい。副艦長に抱えられながら、足先を燃やしていた。

「バスケス、今の内に退ひくぞ」

「分かりました」

　私も副艦長と同じように、燃えるメディチを抱えるとその場を離れる。自分の背中も燃えているのは自覚していたが、ぐずぐずしていては次弾の直撃を食らう。

　それに、せっかく高温で動きを鈍らせたイニシャルに対して、このタイミングを逃すと再び距離をあける機会を失ってしまうからだった。

　お互いに一人ずつ新人を抱え、３００ｍほど離れたところで次のハープーンが着弾した音を聞いた。

　先ほどまで火の海だった場所は、更に高い炎の山と化し、黒々とした煙を上げる。

「副艦長……これで気化したと思いますか？」

「ああ、少なくとも今のイニシャルが……再び俺達の目の前に現れるのは数年後のことだろう」

　蒸気となり、雲となり、雨となって、いつの日か再び集まるらしい。

　その正確な途中経路は誰だれにも分からないけど……こうやって気化しても、数年後には再びやって来ることだけは間違いなかった。



「二人ともご苦労さまでした」

　水で作ったタラップを上ると、そこには笑みを浮かべた参事官の姿。

「ロリータ、こいつらの治療を頼む。致命傷は負っていないはずだ」

「ええ、初めてにしては良い経験になったかもね……」

　全身血まみれで、まだぶすぶすと煙を上げる二人の新人。さすがにこれだけの傷を負わされては、全治まで１ヶ月は要するだろう。

　……でもこれで、今後は無謀なことを言うことも無くなるだろう。いつの日か、彼女達も迎撃者として一人前になる日が来るかも知れない。

　そうなることで副艦長の負担も減る。最近のイニシャルの湧わき方は多すぎた。

（……元クルーだけでは限界だろう。そろそろＤＩＡからの人間を育てることも考えるべきなのかも……）

「それは難しいわね。ミルの奴やつが送ってくる程度なんだし」

「バスケス、過度な期待は止やめておけ」

「え、あ、すみません……」

　思考を読まれすぐに謝る。

　そもそも私達と、あちらから送られてきた者では、ハンドラーとしての資質が違うのも当然だった……

　……そういえばクララは無事だろうか？

　こちらが艦を覆う霧を払わない限り、向こうからの通信は一切届かないため、安否が気になった。



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──数時間後。朝。ケープカナベラル。

「おはようクララ、もう目が覚めた？」

「あ、はい、おやようございまふ……」

　ソファベッドから、のそのそと身体からだを起こす。

　ここはケープカナベラルにある海軍工こう廠しよう。数日前から、その中にあるミルさんのオフィスに泊り込んでいた。

　とはいえ、まだ寝起きで頭が回っていないのだけど……

「どうしたのクララ？　なんかぼ～っとしてるけど？」

「……あ、いえ、すぐに活性化しますから……」

　適当に返事をすると、大急ぎで朝食を食べ、頭を覚かく醒せいさせる。さすがにここで、いつものように、ぽけ～っとしてるわけにはいかない。

「どうやら、昨夜も追い返したみたいね、貴女あなた達の船」

「……追い返したとは、例の特別な水のことですか？」

「ああ、貴女達は個別にイニシャル名を付けてたっけ？　ウチじゃ面倒くさいから、まとめてvanishって呼んでるけどね」

　バニッシュとは上う手まいネーミングかも知れない。何物も触れられず、触れたモノ全すべてを消すあの水にピッタリに思えた。

「ま、おかげでマージナルの現在位置も、かなり特定できたわ」

「え、本当ですか？」

「恐らくこの辺りに居るはずよ」

　言いながら大きな海図を広げると、北大西洋の一点を指す。

「細かいことや、今後についてはモニターを見てもらった方が早いわね」

　映し出された画面には、現在の駆逐艦の位置と共に、マージナルの予想位置。そして今後の進路予想も浮かび上がっていた。

　……今まで10年以上も特定できなかったのに、どうしてこんな簡単に？

「説明してあげるわ。元々、貴女達が乗っている駆逐艦の位置も大体は把握していたのよ」

「どうやってですか？　あの駆逐艦は、常にまわりを濃い霧で覆い、衛星からのＧＰＳやレーダーも効かないようにしていたはずですが……」

　仮に新しい人間に発信機のようなものを持たせて乗船させたとしても、船の外には電波も届かないはずだ。

　もしかすると、あの駆逐艦自体に何か細工でもしていたのだろうか？

「バカね。そんなことしても、ロリータの奴やつがすぐに見つけて捨てちゃうわよ」

「では、どうやって？」

「確かに普段は貴女あなた達の所在地の割り出しは難しいわね……でも時折、簡単に知ることが出来る時があるの」

「？？？」

「ほら、唯一、霧が晴れる時があるでしょ？」

「あ……確かに……」

　例のイニシャルを迎撃している時のことだ。

　あの時だけはクルーも船内に避難するし、霧で隠す余裕もない。何より砲撃も加える為ために衛星からも丸分かりだろう。

「ですがミルさん、私達の駆逐艦の位置が分かったとして……どうしてそれが、マージナルの位置の特定に繋つながるのですか？」

「それが割と重要なのよ。貴女達の設備と違って、こちらはハイテクだしＮＯＡＡ（アメリカ海洋大気局）の協力もあるからね」

「いえ、設備とかの問題ではなくて……」

「じゃあさ、逆に質問だけど……あの例の水、イニシャルってのは、どこから来ていると思う？」

「えっ……さあ？」

　今まで考えたこともない質問だった。バスケスが言うには、この世のモノではないってことくらいで……もしかしたら本当に違う世界から来ているようにも考えていた。

　只ただ、私が認識していることは、例の水が力のある者に寄ってくる性質がある以上、どこから生まれて来ようが、勝手に私達の許もとへと来ることだけだった。

「実はね、あの船……マージナルから出てるのよ」

「……マージナルから？」

「もちろん最初にどこから生まれてくるのかは誰だれも知らない。でもあの船は、かつてそのほとんどを捕らえたのよ」

「ちょっと待って下さい、捕らえるって、どうやって？」

「それはまだ言えないから今度ね。それよりも説明を続けるわよ」

「あ、はい……」

　ミルさんに留められ、私は質問を止やめ話を聞くことにした。



「とにかくマージナルは、かつてほとんどのイニシャルを捕らえて閉じ込めておくことに成功したの……そして今は、それが少しずつ外へと漏れ出しているのよ」

　知らなかった。

　元々、私がマージナルに乗った期間は短いし、当時は幼かったからよく分かってなかったけど……まさかあの船でそんなことが行われていたなんて。

「で、クララ、漏れ出したイニシャルの行く先だけど……これは分かるわよね？」

「はい。恐らくは私達の駆逐艦に来るのだと思います」

　力の強い者に引き寄せられるのは、どんな水にもいえる特性。どういった経緯でマージナルから離れたのかは分からないけど……この世界で次に力のある者といえば、私達の駆逐艦以外になかった。

「つまり、私達があの水を追い返す度に、そこからマージナルの位置も推測出来るということですか？」

「ええ、今までは年に数えるほどだったから、場所の割り出しも難しかったけどね。ここんとこ多発してるから、ようやく目め処どがついたってことよ」

「………………」

　少し皮肉なようにも感じるが、恐らくミルさんの言葉に嘘うそはないのだろう。

　私達と違ってＤＩＡやＮＯＡＡならば、複雑な潮流や風なども計算に入れた地球規模でのシミュレートも可能に思えたからだ。

「でもミルさん……どうしてそれを私達に教える気に？」

「うーん、それは幾つか理由があるんだけど……どうやらマージナルの限界が来ているみたいなのよ」

「あ、ええ……進水してから、既にかなりの年月が経たちますからね……」

　今も私達が暮らす、あの２番艦とも呼ぶべき駆逐艦でも、かなりの損傷だった。詳しく分からないけど、恐らくあの艦は20年近くが経過しているのではないだろうか？

















「……クララ、私が限界といったのは艦のことじゃないのよ」

「はい？」

「乗員……つまり、今も一人で艦に残る、貴女あなた達の艦長のことよ」

「ええっ、マ、マージナルの艦長!?」

　突然、思いがけない単語を言われて驚いてしまう。

　ここで言う艦長とは、私達が乗っている駆逐艦の副艦長のことではない。確かにマージナルの艦長だと言った。

　……僅わずかだけ、あの船に乗っていた頃ころでも、その姿を見た記憶はない。元クルー達もマージナルの頃の話題を避けていたし……あの船自体が行方不明だから、とっくに下艦しているものだと思っていた。

「あ、言っておくけど私も会ったことはないわよ。マージナルの艦長には」

「いえ、私も似たようなものです。当時は幼かったですし……」

　自分が艦長について知っていることは……最終目的であるマージナルを沈めることの出来る、３人の内の一人としか教えられていなかった。

（……まさかその本人が、今もあの船に乗っているとは思わなかった……噂うわさでは、その人こそが最強のハンドラーだとも聞いていたのに……）

「あ、もしかしてですけど、だから発見も不可能だったのでは……」

「そうよ。あの艦長にとって船の姿を消すことなど簡単よ。貴女達……いえ、私達が10年間も必死になって捜したとしてもね」

　そして恐らくは発見が困難なだけではない。以前に一度だけ対たい峙じした時も、攻撃は無力だったと教えられていた。

　……ならば、たとえマージナルの現在地が分かったとしても、あの船を沈めることは出来るのだろうか？　世界最強のハンドラーを相手にして……

「クララ、少しだけ違うわ。あの艦長は世界最強じゃないのよ……世界最強だった……のよ」

　私の考えを肯定しながらも、過去形で括くくるミルさん。

「もし今でも艦長が健在ならば、せっかく捕らえたあの水を、外に出すような真ま似ねはしないはずよ」

「……限界が来ている……とは、そういう意味ですか？」

「貴女だって知っているでしょ？　ここ数ヶ月で、あの水の出現が急増しているってことは」

　その言葉に頷うなずいてみせる。

　詳しい事情を知らなかった私と違い、どうやら副艦長や参事官は、そのことを理解した上で、マージナルの捜索を急いでいたのだろう……
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　ビ──……

　今日の終業を知らせるベルが鳴り響く。

「はふう、やっと今日も終わった」

　そして帰り支度をするわたし達の前には、既に男子の壁が形成されようとしていた。

　以前よりも少し減ったけど、それでも１日平均で10枚は不思議なサインをするし、休み時間毎ごとに忍者のリクエストを受ける。

　ちなみに佐さ奈なちゃんはわたしの倍くらいファン？　がいるようだった。やはり黒髪振ふり袖そでパワーはあるようだった。や、全然うらやましくないんだから。

（……ま、これくらいなら別に良いのかなぁ。おかげ？　で、イジめられたり、変なことする人もいないし。なんかちょっと慣れてきたのが我ながら怖いけど……）

　てなことを考えながら、佳か奈な子こ　爆乳　姉　とサインを書き続ける。

「さてっと……じゃあ佐奈ちゃん、おウチ帰ろっか？」

「うん、あ、ちょっと待って。皆にお別れの挨あい拶さつするから」

　そう言って男子の壁に向き直ると、両手を胸元で組み人差し指だけ伸ばした。いわゆる忍者っぽいポーズをとってみせる。

「ニンジャ、しゅしゅ、しゅっ、ハガクレの術、しゅしゅっ」

　そして、くるくる３回ほど回転して、また手裏剣を投げる真ま似ねをした。辺りの男子もＹＥＡＲ！　とか言いながら、同じように真似をしていた。いつも思うけど、そんなに手裏剣成分は大切なの？

「お姉ちゃんお待たせ、じゃあ帰ろうか？」

「あ、うん」

　まだ盛り上がってる男子達に向け、バイバイと小さく手を振るわたし達。

　……なんかわたし達、かなりこの環境に慣れてきたかも。でもこの慣れ方って、どうなんだろうね？



「あ、ちょっと待って二人とも。ニンジャ、しゅしゅしゅっ」

「はい？　どうしました先生？」

　教室を出ようとしたわたし達を、手裏剣モーションをしつつ呼び止める担当の先生。この人も少しおかしい気がする。

「実はＭｓ．カナコ、明日のジムの授業だけど、プールを予定しているから」

「ええっ、プ、プールですかあ!?　つか、もう９月後半なのにぃ？」

「本来だとシーズンオフなのだが……大多数の生徒からの熱い要望があってな。特別に水泳の授業を行う事となった」

「……そんなことで授業の内容が決まっちゃうんですか……」

　ある意味すごいねカナダ。もしくは漁業高校。または男子パワー。

「ちなみに明日の午後の授業は、全すべてジムになったから。君達２人だけ」

「何な故ぜっ!?」

「それについては私から説明しよう。しゅしゅしゅ～っ」

「て、あ、校長先生……」

　廊下にある小さな柱の陰から、すっと現れた。もしや隠れて出番待ってたの？　校長先生なのに？

「実は教師陣からの要望も叶かなえた結果だよ。その授業に参加できない、他クラス担当教師からの不満が多かったからさ」

「そ、そうですか……」

「つまり、せっかくの貴重で可愛かわいい女子生徒なんだから、教師の俺達だってもっと一緒に楽しみたいってことさ。ＨＡＨＡＨＡ」

　誰だれか止めてよっ、この人達をっ。

　陽気に話してるけど、ぶっちゃけ女子の水着が目当てだよっ、そもそも貴重な女生徒とか言ってるけど、こんなことしてるから、余計に女子入学者が来ないんだよっ、あと、もしこれが日本だったら何らかの問題になってるから。ＰＴＡどころじゃないよ。

「それじゃ、明日はしっかりと体調も整えて来るように。しゅしゅしゅ～っ」

　その言葉を最後に去っていく担任の先生＆校長先生。こちらを向いたまま、急ぎ足で後ろに下がる様子が、ちょっとザリガニっぽい。

　そして残されたこの場には、先ほどからの話を聞いていた男子達がカーニバル状態になっていた。なにかの祭りが始まった風である。皆の顔色が面白いくらいに黄色い光を放っていた。とてもとても楽しそうだ。ちょっとバカっぽく感じてしまうほどに。

（……うん、間違いなくわたしは、ここに来て男子を見る目が少し変わったよ……）

「それより佐さ奈なちゃん、水泳だって。どうしよう……」

「ん？　私は泳ぐの好きだからうれしいけど」

「そ、そうなんだ……わたしは得意とか苦手とかじゃなくて、別次元からの問いかけのつもりだったんだけど」

　お互いにボックスインドーターでも、このあたりの感覚だけは少し違うらしい。

　くっ、同じちっぱいでもＡＡからＡになると生まれる余裕かも知れない。



　──夜。ちょうど３人＋クマと夕食を食べている時だった。

「ああっ、しまった～、すっかり忘れてたぁ～」

　とてててて、

「あ、おいサナちゃん、突然どこ行くんだよ」

「はむはむ……しゃなひゃん、りょうひたのかなぁ？」

「こらクォーター、食べながらしゃべるんじゃない」

「ふぁーい」

　ヒヨリミに怒られたので、ごっくんしてから佐さ奈なちゃんの許もとへと向った。どうやらわたしの部屋に入ったっぽいし。

「ねえどうしたの佐奈ちゃん、まだゴハン中なのに……て、んん？」

「見て見てお姉ちゃん、この水着、似合うかな？」

「や、似合うとかってより、それお姉ちゃんのビキニなんだけど……」

　何を思ったか、わたしの水着を着た佐奈ちゃん。最初に日本から来る時に持ってきたものだった。

「だって私、水着が行方不明なんだもん。だからお姉ちゃんの貸してね」

「あ、うん。別にそれは構わないけど……」

　……んん？　とゆーことは必然的にマイ水着は例のスク水しかないってことだよね。

「それじゃおやすみ～、また明日ね～」

「ちょ、ちょっと待ってよ佐奈ちゃんっ」

「なによぉ、このはちきれんばかりの豊満な私の肉体が火を噴くわよ」

「噴かないよっ、全然はちきれんばかりじゃないし、所しよ詮せんちっぱいだよっ」

　あと、それはわたしのキメゼリフだから取らないで。

「ねえ佐奈ちゃん、そっちの水着じゃなくて、スク水とかえっこしない？」

「恥ずかしいから嫌。しかも４の１だし」

　前は一生のお願いとか言ってたくせに。あと佐奈ちゃんだって、どうせ５の２とかそのへんのくせに。

「む～、だったら、明日の学校お休みしようよぉ」

「ダメだよ。あんなに期待してくれているんだし、お姉ちゃんも空気読んでよね」

「……普段、空気読まないことで定評のある妹なのに何事？」

「それにほら、明日の授業って、言ってみれば私達の為ためにやってくれるようなものでしょ？　その気持ちを無下にしちゃ悪いよ」

「え、ああ、まあ……」

　どのような授業プログラムで動いていたかは知らないけど、それは確かだろう。

　でもどんなにカッコイイこと言っても、女子の水着目当てだよね。



　──翌日。昼。

　嫌だ嫌だと思いながら、とうとう始まってしまった午後の授業。

「えー、それでは本日のジムはプールとなります。ニンジャ～、しゅしゅっ」

　プールサイドには、約60名ほどの男子生徒と４名の先生。当たり前だが全員が海パン姿である。さすがにこの人数になると、ちょっとした迫力だね。

「お姉ちゃん、どうやら２クラス合同みたいだね？」

「いえ、それは別に良いんだけど……どうしてわたし達だけ、この位置なの？」

　プールサイドで三角座りしてる男子＆先生の塊に対して、何な故ぜかわたし達だけ向かい合わせの位置にぽつーんと立たされていた。しかもご丁寧にパイプ椅い子すを設置され、そこの上に立つような指示つきで。

（……なんか明らかに、わたし達二人に視線が集中しているよ。皆ニコニコと黄色い色をしてるし、とても楽しそうだね……）

　でもそれは64名ＶＳ．わたし達二人の、楽しさＶＳ．恥ずかしさとのゼロサムゲームであることをを忘れないで欲しい。どんだけ不利なの？

「ねえ佐さ奈なちゃん、これってどこから見ても晒さらし者だよね？」

「そ、そう？　が、頑張れば、ミ、ミスユニバースっぽくない？」

　それは頑張りすぎだと思う。ちょっと声も引っくり返ってるし。

　間違いなく視線は、わたし達二人に集中している。

（……て、ん？　今回は佐奈ちゃんより、わたしを見ている人が多い気が……）

　もしや勝ったのだろうか？

　ちっぱい同士なのはイーブンとすると、やはりスク水の威力か？　そもそもスク水とか知らないであろうカナダ男子なのに……

（……もしや男子には、スク水に惹ひかれるＤＮＡが組み込まれているのだろうか？　佳か奈な子こ脳内辞典に追記しないと……）

　──カシャカシャ、

「わ、お、お姉ちゃん、なんか携帯で撮ってる人いるしっ」

「ちょ、ちょっと先生～、止やめさせて下さいっ」

「あーこらこら、男子。写メは禁止だから。まだ今は」

　後に予定してるのかよっ、つか全く水泳の授業じゃないし、只ただの水着撮影会だよ。

（……ふう、こんなところで晒し者ポジションでいるなら、早くプールで泳いだ方がマシだよ。ビート板でざぶざぶすれば25ｍは泳げるし……）

「それでは全員、プールに入る前の準備体操を始めます」

「ふぇ？　準備体操？　ここで？　この圧倒的視線を独り占め状態で？」

「Ｍｓ．カナコ、それがどうかしたか？　プールに入る前に体操は必要だぞ」

「いえ、わたしが言いたいのは、そーゆーことではなくて、もっとこう別次元からの意図が含まれてまして……」

「じゃ、しっかりと体操を始めような。君達も二人でペア組んで」

　ああ、やはり理解してもらえなかった……なんか少しヒヨリミの鈍感さに通じるモノがあるね。

「ふう、しょうがない……佐奈ちゃん始めようか」

「リームー」

「どしたの？　急にヘンテコな芸能人っぽい口調になって」

「だってさっきから、そこの男子、明らかにいやらしい目で私を見てるんだもん」

「もう、そんなことないよぉ、ここの人達は、ちょっとノリが良いだけで……」

　と言葉を続けようとして止まった。

　確かにほとんどの男子＆先生からは、楽しい感情を表す黄色だけど……よーく見ると、ちらほらピンクっぽい人もいた。これは好きやエッチな感情を表す色。

（……自分で言うのもナンだけど、こんなちっぱいシスターズをそんな目で見るとは、ロリ好きは世界中にいるんだね……）

　最近の佳か奈な子こは色んな意味で、大人の階段を上り続けてる気がするよ。



　それから準備運動を一通り終わらせたわたし達。

　佐さ奈なちゃんが柔軟体操の時に、５分の１くらいの男子がピンク色に染まったことは佐奈ちゃんには秘密にしておこう。

　……スク水の力をもってしても負けるとは、やはり妹は侮れない。

「それでは、いよいよ水泳に入るわけだが……せっかくなので最初は二人に模範水泳をしてもらおう」

　そう言ってわたし達を飛び込み台へと手招きする先生。

「はわわ、ど、どうしよ佐奈ちゃん、わたし飛び込みなんて出来ないよぉ」

「大丈夫だよ。足から、どぼーんって入れば」

「うぅ、それでも怖いんだけど……て、んん？」

　その時、ふとプールの足元の水を見て気づいた。

（……これは黄色の水……いや、オレンジ色にも見える……）

　感情でたとえるとオレンジは、楽しいと怒りが混ざった、やたらハイテンションな感情を表す。以前にこれに近いのをヒヨリミに飲まされた時は、30分くらいバカみたいに身長伸ばし運動を披露したのも覚えているし……

「どしたのお姉ちゃん？　さっきからそんな面白い顔して考え込んで？　あ、いや面白い顔はいつもだったわね」

「ちょ、人が真剣に考えてるのに変なこと言わないでよ」

　恐らくこの程度の強さの水なら、水を見る能力のない者が飲んでも影響は無いだろう……だけど、もしわたし達が飲んでしまうと即座に影響を受けてしまう。

　しかもその量は、ざっと見ても３ｍ近くが足元に広がっていた。

「じゃあお姉ちゃん競争だよ。負けないからねぇ～」

「や、ちょっと待って佐奈ちゃん、ここ危険だから……」

「大丈夫だって。もし溺おぼれても先生達が助けてくれるって。それっ」

「うはっ、背中、押さないでぇ～っ」

　ざぱーんっ

「げほっ、ぶはっ、ふ、深っ、これ全然、背たらないしっ」

　無理やり佐さ奈なちゃんにプールへと落とされてしまった。思わずオレンジ色の水の中でじたばたともがくけど、全く背も足らない為ため、本気で溺おぼれそうになってしまう。

　それでなくても、ちびっこプールを愛するわたしに、この高飛び込み用の水深は殺人的なレベルなのだ。

「わ、お姉ちゃん大丈夫っ」

「ぶはっ、だ、大丈夫じゃないけど、は、入っちゃダメっ、げぼっ」

「って、マジ溺れてるしっ、すぐ助けるからっ」

　ざぱーんっ

「げほほほっ、ちょ、な、なにこれ深すぎでしょっ、ぶはっ、た、助けてぇ」

　どうやら妹も１秒で溺れたらしい。大口を叩たたく割には簡単にへろへろになるのが佐奈ちゃんらしいとゆーか……ナントモ愉快とゆーか……なんかさっきから溺れてるのに、ちょっと楽しくなってきたような気がするんだけど……

（……ああ、そっか……さっきからわたし、この水を飲みまくってるからだ……）



　──それから約30分後。

「そーれ、じゃんぷ、じゃんぷ♪　そーれ♪」

　男子＆先生が見守る中、プールサイドでは陽気に身長伸ばし運動を披露する一人のちっぱい姉の姿があった。つまりわたしだ。

















「ニンジャ、ファッキン、しゅしゅしゅっ、ハットリっ」

　その隣では、一心不乱に手裏剣を投げ続けるちっぱい妹の姿もあった。

　ちなみに最後の投げるモーションのあたりは、ギャラリーも同じアクションをしつつ、ハミングっていた。皆ノリノリだ。

　それとよく見たら既に次の授業が始まった為ためか、更に海パンの群れが倍加していた。４クラス分だ。そもそも水泳の授業どこいった？

「いやあ、本当に君達二人は楽しいね。先生も嬉うれしいよ」

「ありがとうございまーすっ、そう言ってもらえて佳か奈な子こ感激でーす、じゃんぷ♪」

「実は今までにも、たまーに女生徒が入学した時には、似た感じで歓迎していたんだ……だけどあまり気に入ってもらえなかったみたいでさ」

　や、それもこの学校に、女生徒が入学しない一因だと思うよ。

「お姉ちゃん……どうやらここらで白黒つけるでござるよ。しゅしゅしゅっ」

「ふぇ？　白黒ってナニ？」

「この学校の女子ナンバーワン……ミスルアンヌ水産漁業高校でござる！」

「ほう、大きく出たわね……つまりこの姉を超えてみせると？」

「御意。ミスルアンヌ水産漁業高校は一人で十分でござる」

　とりあえずお姉ちゃん的に、水産漁業高校まで付けると微妙だから、ミスルアンヌで良いと思うな。

「では会場の皆さーん、審査お願いしまーす。しゅしゅしゅっ」

　なんか勝手に仕切って男子＆先生に呼びかける佐さ奈なちゃん。会場？　の皆さんもノリノリの様子だ。それと語尾のござるは止やめたらしい。

「お姉ちゃん、今こそ決着をつける時ね……覚悟は良いかしら？」

　不敵な笑みを浮かべる佐奈ちゃんに、わたしは大きく頷うなずいてみせる。

　……妹に戦いを望まれて逃げるわけにはいかない！　たとえ姉が敗れる運命にあったとしても！

（……うん、明らかにわたし、水の影響を受けているね……）

　とはいえ僅わずかに自覚があっても、どうなるもんでもないってんだいっ。

「エントリナンバー１番、佐奈でーすっ、得意技は不思議な手の動き。むっ、にゃ、むっむ、にゃーっ」

　……あれは以前に一度だけ繰り出した、幻の手の動きver.05！

　あの動きをすると確実にクマにフォールされることから、ここ最近は封印したと思ってたのに……まさかこの大一番で使うとは……さすが我が妹。

　これは負けてられないわ！　なにが負けてられないかよく分からないけど。

「はーいはいはい、エントリナンバー２番、佳奈子でぇす。得意技は身長伸ばし運動でーすっ、じゃんぷっ♪、くるくるくるっ、はいっ♪」

「む、やるわねお姉ちゃん……あの恥ずかしい体操の中でも、最も恥ずかしいとされるフィニッシュを、この大舞台で披露するとは……さすが我がロリ姉」

　……そういえばコレ、見られたら死ぬって設定だったような……でもま、いっか♪

「先生ー、それではジャッジをお願いしまーす」

「ＯＫＯＫ、ホント君達はノリが良いなぁ、さっきから校長先生も思わずホームビデオ回してるよ」

「わぁい佳か奈な子こ、かんげきー、やっふー、ニンジャ、しゅしゅしゅっ」

　思わずカメラに向って、不思議な動きをして見せる姉＆妹。サービス精神も旺おう盛せいだ。



「では男子諸君、ここは起立で決めたいと思う。まずＭｓ．サナが良かったと思う者、スタンダップ！」

　その合図と共に、約３分の１ほどの者が立ち上がり、別の先生がその人数を、日本野鳥の会の人っぽいカウンターで数えていた。なんて無駄なところでノリが良いのだろ、この人達。

（んん？　でも３分の１ってことは、仮に残りがわたしだったとしたら……もしかしてミーの勝ち？）

「では次は、Ｍｓ．カナコが良かったと思う者、スタンダップ！」

　勢いよく立ち上がる男子生徒達。さすがスク水の効果……と思えたのだけど、ぱっと見た限りでは、さっきの佐さ奈なちゃんと同じくらいに思える。

　……て、あれ？　二人とも３分の１くらいってことは、残りの３分の１はどちらも選んでないってこと？　どうして立ってくれないの？

　てなことを考えながら、判定はドローかと思っていると……予期せぬことが起こった。

「う～……そわそわもじもじ」

「どうしたのかなＭｓ．サナ？　そんなもじもじして？」

　そう言ってマイクを佐奈ちゃんに向ける先生。すると……

「先生、おしっこ……」

　その一言で、立ち上がっていたギャラリー（わたしの票）の多くが、一斉に座ってしまった。何な故ぜか少し海パンの前を押さえながらである。

「って、なにが起こったの？　どうしてわたしの票が減るの!?」

「ＯＨー、これはＭｓ．サナの優勝かな？」

「む、だったらわたしも、先生おしっこ、先生おしっこ。おしっこだってばぁ～」

　と言いつつ、しゃがんでみせると、何故か残り僅わずかとなっていたマイ票が壊滅した。

「もう、なんで皆、座っちゃうのよぉ……て、あれれ？」

　よく見ると会場の皆さんが、やたらピンクっぽくなってるような……そういえばさっきから、我ながら変なことを言ってるような……いや、ようなじゃなくて確実に恥ずかしくて10回くらいは軽く死ねそうなことやってるような……

「って、なにやってるのよ、わたしってばっ」

　ようやく水の影響が抜けてきたのか、突然シラフに戻った酔っ払いの気分ってこんな感じなのかも知れない。

「うぅ～、お姉ちゃん、おしっこ行きたい」

「ちょ、そんなところで、しゃがみこまないでっ」

　つか、佐さ奈なちゃんの顔色、面白いくらいにオレンジだし。会場の皆さんも、ほぼ全員が黄色じゃなくてピンクっぽくなってるし。むしろここは、ちっぱいエリートの集いなのでは？

「せ、先生、ちょっとトイレ行ってきますぅ～」

　それだけを告げるとわたしは佐奈ちゃんの手を引っ張って、その場をダッシュで離脱した。



「はふぅ、間違いなく今日という１日は佳か奈な子こ黒歴史にノミネートされたね……」

　廊下まで来て軽く一息をつく。

「うぅ、お姉ちゃん、おしっこ……しゅしゅしゅっ」

「あ、はいはい、もちょっとだから我慢してね。それと手裏剣モーションは膀ぼう胱こうへの負担が大きそうだから控えようね」

　なんか手間かかるわ、この妹。普段の倍くらいって気がする。酔っ払いの介抱ってこんな感じなのかなぁ？

「あ、ほら到着したよ、トイレ」

「わーい、夢にまで見た男子トイレだ～♪」

「ちょ、なに一点の迷いもなく、そっち入るのよっ、教職用だったはずでしょ、わたし達の心のオアシスはっ」

　と制止する声も無視して、とてとてと中に入ってしまった佐奈ちゃん。

「そういえば確か長年の夢とか言ってたっけ……こんなことなら、あんな夢、さっさと破れてしまえばよかったのよ」

（……とはいえ、こんな場所でじ～っとしてるのも変だし、わたしもちょっと入ってみようかな……今なら誰だれもいないだろうし……）

　ああ、どうやらまださっきの水の影響が完全に抜けてないのね……中途半端な自覚が残ってる分、余計に辛つらい。これ以上、佳奈子黒歴史を塗り重ねてはダメなのにっ。



「お、おじゃましまぁ～す♪　ドキドキ♪」

　約１秒の葛かつ藤とうの後、ワクワク気分で生まれて初めて入った男子トイレ。

　確かにそこには異世界が広がっていた。

「……なにこれ？　もしかしてホントに立ってするの？　つか、どうやって？」

　一応、男性が立っておしっこするとは聞いたことはある。でもわたしとしては、都市伝説の一種だと思ってたんだけど……まさかリアルだとは思わなかった。

「……もしや、これは夢か？」

「いいえ、夢ではありません。ニンジャ～、ハットリ～、しゅしゅしゅしゅっ」

「って、佐さ奈なちゃんっ、どこに嵌はまってるのよっ」

　見ると佐奈ちゃんが、普通のトイレ（佳か奈な子こ知識）に、すっぽりとお尻しりを入れた状態で便器に嵌まっていた。どうやら便座を下げずに勢いよくしゃがみこんだのだろう。うん、わたしも寝ぼけてる時によくやるよ。

「お姉ちゃん、たすけてぇ～、抜けないの～」

「ホンっト、世話焼かせるわね、この子は……」

　普段から、うはーっとか、ひーっとか言ってるこのわたしに、こんなセリフを吐かせるなんて、そーとーなもんよ。

　どうでも良いけど男子トイレ内でスク水姿ってかなり変だわ。我ながら絵的に。

「じゃあ引っ張るわよ、うーん、よいしょよいしょっ」

　と、佐奈ちゃんをレスキューしようとすると……ふとした拍子に、ついトイレの洗浄ノブ……それも大の方を引いてしまった。

　──ジャアアアア───っ

「うひゃあ～、お、お姉ちゃん、な、なんかウォシュレットの１００倍くらいすごいのがっ」

「わ、佐奈ちゃんがお尻を便器に嵌めたままなのに、水を流してしまった」

　しかも存外に強力な水量である。駅トイレあたりと比べると軽く３倍はあるだろう無駄に気合の入ったトイレだった。

「お、お姉ちゃん、わ、私のお尻が、ど、どこかに連れ去られようとしてるぅ～」

「この程度のことで、お尻、持ってかれてたまるかっ」



　ふう、疲れた。とりあえず佐奈ちゃんをレスキューして男子トイレから出てきたわたし達。

「うぅ、男子トイレの中には、神秘と宇宙が広がってると思ってたのに……」

「ううん。やっぱりその夢、早めに破れて良かったと思うよ」



　──夜。

　いつものようにヒヨリミと浜辺に並んで座ると、水を操る練習をするわたし達。

　手に持ったコップに指を浸し、そこからトルコアイスのように、びよ～んと１ｍほどの細い糸を伸ばす。

　へろへろとした触手ちゃん的な動きも相変わらずだし、隣で無駄にカッコイイ横顔を見せる彼もいつも通りだった。

　でもわたしは、心の中で別のことも少し心配していた。

（……佐奈ちゃん大丈夫だろうか……）

　同じ時に同じ水を飲み、わたしは20～30分ほどで影響が消えたのに……佐さ奈なちゃんは家に帰ってきても、まだ抜けていなかった。

　今もソファできゅんきゅん中だけど、少し心配かも。

「大丈夫だよ、このくらいのだったんだろ？」

　彼が波間を指差した先には、昼間わたし達が飲んだのと同じくらいの輝きを放つグリーンの水。

「あ、うん、色はオレンジだったけど……」

「じゃあ半日くらいで消えるはずさ。きっと寝て起きたら元通りになってるから安心しな」

「うん、ありがと……」

　口ではそう返すけど他ほかにも心配ごとはあった。

　今日、わたし達が飲んだ水は普通にプールの中にあったし、これから先もあんな水を飲まないとも限らない。

　もちろん、確率的には数年に一度くらいだし、仮に飲んでも半日程度だから気にする必要はないとヒヨリミは言ってくれたけど……やはりわたしの気持ちは少し重かった。

「よし、久しぶりに見てみるか……」

「え？　あ、うん……アレのことだね」

　ぺたんと座っていた脚を少しだけ開いてみせると、ゆっくりとスカートの中へと手を入れるヒヨリミ。

「……これって、身体からだのどこを触っても分かるんだけどさ……」

「うん、知ってるよ……」

　さわさわと触れられる度に、いつもなら、うはーっとか面白い声を上げるのだけど……今日はそんな気分になれなかった。

　そんなわたしの心を読み取ったのか、今夜の彼は手でさわさわしながら……いつもとは違う言葉を続けた。

「でもさ、ホントはここが一番よく分かるんだ……」

　そう言って、わたしの額に自分の額をぴったりとくっつけた。まるで熱を計る時のようだった。

　……息がかかる距離。

　きっと僅わずかでもわたしが顔を上げたら、唇まで触れてしまうだろう距離だった。今までずっと一緒に過ごしてきたけど、こんなに顔を寄せ合ったのは初めてのことだった……

「……これって、身体のどこを触っても分かるんだけどな」

　知ってる。

　とは、今度は言えなかった。

　スカートに手を入れられているのもかなり恥ずかしいけど、こっちの方が恥ずかしかった。照れ臭いよりもドキドキが勝っていた。

（……今日、学校では誰だれの感情だって見えたけど……相変わらずヒヨリミだけは感情が読めない……）

　わたし一人だけが感情を読まれて、こんなことばっかりされるのは反則だと思う。

　きっと今も、このドキドキやワクワクが、彼には筒抜けだと思うと、あまりの照れ臭さに息苦しくなってしまう。もしやこれが生殺し状態ってのかも？

（もう、いっそこっちから抱きついてやる！　小心者チャンプの開き直りを見せてやるっ）

　と、崖がけっぷち気分で決心をすると……

「うん、元気になったな……やっぱお前はそっちの方が良いよ」

　そう言って優しい顔を向けてくれる。いつも通り佳か奈な子こ決死隊の出番はなく、彼にさらりとかわされてしまう。

　……別にわたしは、ハンドラーとして強くなりたいわけじゃない。

　でもいつか、もし彼の心が読めるようになったら……きっと仕返ししてやる。



「そういえばさ、例の検尿の件だけど……」

「あ、そういえばここ数日やってなかったね」

　以前は毎日提出していたのに、すっかり忘れていた。

「ようやく分析からの結果が出たそうなんだ。昼間ミル姉から連絡あったよ」

















「へ～、それで何かわかったの？」

「意外といえば意外だけど……ある意味、予想通りだったかもな」

　少し勿もつ体たいつけたような彼の口ぶりだった。ヒヨリミがこんな話しかたをする時には、割とビックリな出来事だと思う。

「実はお前の検尿の結果は……全く普通の水、只ただのおしっこだった」

「ふぇ？　それだけ？」

「それだけ。だから意外なんだよ。つまり例の水は全く含まれてなかったってことだからさ」

　イマイチ彼の言う、意外が分からない。

　そんなわたしの考えを読んだのか、更に彼が言葉を続ける。

「女性ハンドラーの場合は、通常は少しずつ体外へと出て、いつしか影響も消えるんだ」

「あ、そういうものだったんだ？」

「まあな。でもお前の場合は、外に出た形跡がない。にもかかわらず水の影響が消えた……つまり、お前の体内で完全に中和されたことを意味する」

　……なんか人間ろ過装置みたい。わたしは浄水器か？

「まだお前には理解できないだろうけど、これはニンジャよりもビックリなことであり、たくさんの可能性を秘めているんだよ」

　少し真面目まじめそうに語る彼の説明を、ふむふむと頷うなずきながら聞く。

　要は、普通は例の水を飲むと、少しずつ体外に出て行き影響も消える。なのにわたしの場合は、外に出ないのに勝手に影響が消えちゃったってことらしい。やはり浄水器か？

「じゃあ以前にヒヨリミが言ってた、特別って、このこと？」

「ああ、ウチはハンドラーの家系だからさ、幾つかの口く伝でんとかも残ってるんだよ。それの中に、お前が言うところの、浄水器人間ってのもあったのさ」

「あのう、その言い方は微妙だから止やめて頂けると……」

　なんかこう、○○人間って言われ方すると面白人間っぽい響きが。

「で、今までは俺や姉貴も半信半疑だったが……やはりお前は、特別で間違いない。今回のことで確信にいたったよ」

　少し得意気な顔するヒヨリミには悪いけど、わたし的にはさっきの説明からは、特にメリットとか思いつかない。

「あのなクォーター、本当に強い水を飲むと死ぬって知ってたか？」

「ええっ、死んじゃうの？」

「そうだ……しかし、お前だけは平気らしい」

「……らしい？」

「恐らく。かも知れない。可能性がある。そう伝わっている」

「なんかちょっと弱気だね……」

「しょうがないだろ。今までにもそーゆー事例は無かったそうだし、ぶっちゃけなんでお前だけ、そんな変わった体質なのか誰だれにも分からないからさ……」

　珍しくヒヨリミが頼りない感じだった。

「……男のハンドラーは取り込んだ水の影響が消えることはない。これはお前も知っているよな？」

「あ、うん、だからヒヨリミは慎重なんだよね」

「だが、逆に言うと男のハンドラーは……どんなに強い水を飲んでも、それが原因で死ぬことはないそうだ」

「……そうなの？」

「まあ、直接の原因でなくても、その影響から死ぬだろうな。なんせいつまでも影響が抜けないわけだし……度が過ぎれば、やはり死ぬことだってあるかも知れない」

「あ、うん、そうだよね……」

　少なくとも普通に暮らすなんてことは不可能だろう。

　ふと以前にヒヨリミに教えられた男性ハンドラーは激レアだという話を思い出した。実際にヒヨリミの家系も出生率の男女比は変わらないのに、現在もそのような状況になることからも、採りこんだ後に影響が消えないことが問題なのだろう。

「クォーター、ここでお前のメリットにつながるわけだ」

「ふぇ？」

「だってお前だけは、どれだけ採取しても死なないし……いつか影響も消えてしまうわけだろ？」

「あ、うん、そーゆーことになるのかなぁ」

「しかも採りこんだ水自体を消してしまえるなんて、もしお前が１００人もいれば世界中から、変な水を無くしてしまえるぞ」

「や、そんな一家に一台的な言い方されても……」

　ちょっと興奮気味で話すヒヨリミ。

　なんか言ってることはスゴイのだけど、結局、浄水器ってことだよね……



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──同時刻。インド洋。モルディブ諸島沖。

　米軍籍スプルーアンス級駆逐艦。



「少し厄介だな……バスケス、正確な数値で見てくれ」

　私の報告に難色を示す副艦長。

「現在は前方２２００ｍの距離で、尚なおも当艦に向け移動中です」

「速度的にどうだ？　まだ引っ張れるか？」

「……無理だと思います。恐らく２時間で追いつかれる計算です」

　いくらこの艦の足が速いとはいえ、所しよ詮せんは駆逐艦。しかも相手は海流に乗る形となる為ため、更に速度が上がる。運が悪ければ１時間で接せつ舷げんを許してしまうだろう。

「ではロリータ、陸地までの距離と風速は？」

「こちらも難しいわね。陸が近すぎるし、まもなく低気圧が発生するわ」

「……ならば……やはり俺がやるしかないか……」

「ほかに選択肢は無いわよ。大陸は大丈夫だとしても、手前のソコトラ島に直撃するでしょうし」

　海図を見ながら参事官が呟つぶやく。ソコトラ島はここから肉視できる距離にあった。

　……それは、以前のように砲撃で気化することが出来ない状況だった。

　出来るだけ外洋を航行していても、時折、沿岸部で遭遇してしまう時がある。

「ロリータ、お前はブリッジからハープーンの準備を急げ。バスケスは俺のフォローにまわれ」

　返事をする代わりに、私は防火用の大きなドラムを副艦長の前にセットする。一つが２ｍほどの大きさの樽たるで計10個ほど。中身は只ただの水。

　この場所から水を糸状に伸ばし、可能な限り遠距離から捕らえるのだ。

「バスケス、今、お前はどのくらい伸ばせる？」

「すみません、今は50ｍほどが限界です……それ以上は自信ありません」

「その距離では話にならないな……」

　副艦長も万全ではないが、私も似たような状態だった。ここ１ヵ月ほどのイニシャルの湧わき方は異常だった。まだお互いに前回に飲んだ水の影響が残っている。新たに取り込める水の量には限界があった。

「ではロリータは３００まで近づいたら撃て。バスケス、お前は一人では危険だ。俺も一緒に行こう」

「あ、はい、すみません」

　用意した水の樽の横を抜け、タラップから海面へと向う私達。



　海へと降り目標に向かって歩き始める。当たり前だが二人とも海に沈むようなことはない。

（……副艦長なら、３００ｍは水を伸ばすことが出来るのに……）

　つまりそれは相手との距離を３００ｍに保ったまま、対たい峙じできるという意味だった。

　それに対して私は50ｍが限界であり、自ら届く距離まで目的に近づかねばならなかった。

　……副艦長だけなら、甲板上からでも仕留められるのに、私に付き合わせて危険な真ま似ねをさせてしまった……

「気にするな。お前にもしものことがあると、俺とロリータだけになってしまうからな」

　思考を読み、なぐさめてくれる副艦長。

　あの水に対しては50ｍの距離で対峙することも安全とはいえない。少しでも離れて仕留められるのなら、それに越したことはなかった。

　もし船に到達された場合は全滅もありえた。現に過去において何度か接せつ舷げんされ、多くのクルーを失ったこともある。

「……いたぞバスケス」

　海面上、前を先に歩いていた副艦長の足が止まる。遥はるか先の波間には、小さな輝きを放つ小さな点が揺れていた。

「はい、間違いありません。現在の私達との距離５００、尚なおも近づいて来ています」

「艦と俺達の距離は？」

「約１５０。特に変化はありません」

「ではこのあたりで待つか……お前も準備しろ」

　以前と同じように、３ｍほどの水の壁を幾つも生み出すと、自分の周りをぐるりと囲んだ。まもなく火の海となる炎対策だった。

　準備を整え、遠目からでも目立つその姿を、レンジファインダーからより詳細に観察した。

　……海水との接点が、まるで蒸発するように消え続けていた。

　だがどんなに接点の海水が消失しても、広大な海には問題がない。休むことなく接点だけが消え、海面より一段高く浮くようにして漂っていた。

　その為ため、他ほかの水よりも圧倒的に移動速度も速い。既に海面を漂うという表現は正しくなかった。

　磁力によって空中に浮いた物質が、引き寄せられるという表現が近い。潮と風によっては10ノットを超えることもあった。特に波がなければ、恐ろしいほどの速さだった。

　……でも今回は、以前の新人を連れてきた時のように見学させることが目的ではない。

「当たり前だ、あんな真ま似ねは何度もやるもんじゃない……」

　その言葉に小さく頷うなずいてみせる。

　少しでも距離をおいて捕らえられるなら、その方が安全であり余計な危険も減る。

　やがて、レンジファインダーが船との距離３００ｍを示そうとした時……

「来ます」

　伝えると同時に後方の艦から、低いゴォォという音が響いた。

　左舷フレッチャーから発射されたハープーンが、激しい音と炎をともない夜空を赤く染める。

　本来のハープーンの目的照準としては近すぎるのだが、幾度かの経験からそのように改良されていた。

　あっという間にあたり一面が火の海と化し、耐熱用に作った水壁が消えていく。

　今回は着弾から距離があるが、それでも水の壁を次々に生み出さねば、皮膚や髪が自然発火してしまう温度だった。

「おいバスケス、お前はあまり近づきすぎるな……」

「あ、はい……」

　返事と共に２、３歩後ろに下がる……と、その拍子に燃え盛る炎に包まれ、足の焼ける嫌な音がした。

　だが気にしない。いや正確には気にする余裕はなかった。

　50ｍ先にあるイニシャルから目を離せない。僅わずかでも目を離すと、あっという間に足元に移動してくる可能性がある。

（……このまま大人しく、燃えてくれれば良い……）

　赤々と燃え上がる炎を見つめながらそう祈っていた。

「では、準備は良いか？」

「いつでも大丈夫です」

「今回は陸地が近いからな……全すべて捕らえるつもりで行くぞ」

　言い終わるよりも早く、手元から伸びて行く水の糸。太さ数㎝ほどの細い線が、もの凄すごい速さで一気に50ｍの距離にまで伸びる。

　そして燃え盛る目的地の真上へと到達した時……先端が薄く、大きく広がり、半径１００ｍほどのドーム状へと形を変えた。

　立ち昇る煙の上を、すっぽりと包み込むような姿。まるで水の傘だ。

　……どんな物質もすり抜け、何モノにも触れることが出来ない水。

　このイニシャル銘をつけられた特殊な水も、気化していれば、かろうじて捕らえることが出来た。

　もちろん力の弱い者では気化した状態でもすり抜けてしまう。前提として強力なハンドラーが操る水だけに限定された。

「バスケス、下が薄い。フォローしろ」

　副艦長と同じように水をライン状に伸ばすと、海面に近い部分で一気に薄く広げる。残念ながら私では、30ｍほどのサイズまで作るのが限界だった。

「では閉じるぞ。少しでも多く確保しろ」

　上空に立ち昇る煙を、包み込むようにしていた水の傘。副艦長の合図と共に、ゆっくりとその下部を閉じ、完全に密閉する。まるで空中に浮かんだ巨大なしゃぼん玉だ。

（……これでイニシャルの一つを捕らえることが出来た……）

　現在は気化した状態ではあるし、付近の蒸気化した海水ごとだが同じこと。

「まだ安心するなよ……むしろここからが大変だからな……」

「わかってます」

　頷うなずきながら、並んで艦へと帰還する。私達の手の先には、先ほど作った巨大なしゃぼん玉……“〝水の檻おり”〟があった。

　重力を無視するように、上空に伸びたままの透明なしゃぼん玉は、あの水を閉じ込めておくためだけの檻ではあったけど……

　……但しそれは、僅かでも気を抜くと捕らえたイニシャルが漏れ出してしまう、脆もろく弱い容器に過ぎなかった……

「おつかれさま」

　タラップを下ろし私達を出迎えに来てくれる参事官。

　私達が乗り込むのを見届けると、船尾から機関音が響いた。全速でこの海域を離脱しているのだろう。

「それでロリータ、安全圏に入るまで、後どのくらいだ？」

　手の先に巨大な水のしゃぼん玉を携えたまま、副艦長が質問する。

「風向きから計算すると、あと２時間は捕らえたままでいて」

「長いな……バスケスどうだ？」

「そのくらいなら大丈夫だと思います。恐らくですけど……」

　ここで言う大丈夫とは、今も手の先にある水の檻おりのこと。それを維持していられる時間を指していた。

　……あくまでもこれは水を操って作っただけ。いつまでもあるモノではない。

　私達がその形状を維持できなくなった時は、また只ただの水に戻ってしまう。

　そしてそれを防ぐことは不可能だった。永遠に水を操り続けることは誰だれにも出来ない。どうしても意識が弱くなれば、また只の水に戻ってしまう。

　……短時間なら、こうして捕まえることも可能。

　でも肝心の封じ込める……閉じ込める術すべがない。私達に出来ることは、追い返すだけだった。

　つまり、こうして捕らえても一時的に過ぎず、またすぐに放つことが前提だった……

「しょうがないわよ、だって肝心の閉じ込めておく容器がないんだから」

　考えを読み参事官が答える。

　どのような物質もすり抜けてしまうイニシャルの前では……結局、どんなことをしても封じ込める術がない限り、一時しのぎにしかならなかった。

「そろそろ時間ね……副艦長、もう放しても大丈夫よ」

「ではバスケス、檻を解くぞ」

　再び水の糸を伸ばしながら、出来る限り檻の遠くの位置へと移動させる。単純に伸ばすだけなら私でも１００ｍは可能だった。

（……あまり近い距離で放しては危険だ。僅わずかな油断から今まで何人ものクルーを失ったことがある……）

　デッキのあちこちに無数にあいた小さな穴を見つめながら、そう思った。

　やがて副艦長と目でタイミングを合わせると……ずっと海中に浸つけたままだった手を抜いた。



　──ざああ──……

　一瞬で只の水へと戻る、操っていた長い水の糸と、その先にあった水の檻。

　その巨大なしゃぼん玉が弾はじけると、中に捕らえていた気化状態のイニシャルは、まるで湯気が真上に立ち昇るようにして、夜空へと溶けてしまった。

　……これで当分は、あの水が私達の目の前に現れることはない。雲となり、雨粒となり、再びあのような状態になる為ためには、数年を要するからだ。

　でも結局は時間稼ぎに過ぎず、問題の解決になっていないことは理解している。

（……もしかして私達の行為は全すべて無意味なのだろうか……）

「大尉、そうでもないわよ。現に今の水が雨と化しても、恐らく一人の犠牲者も出ないはずよ」

「ええ、それは分かっているのですけど……」

　どこか煮え切らない返事をする私。

　……もし陸地が遠い外洋でイニシャルと出会ったならば、最初から砲撃を加えるだけで良かった。

　力のある水は、ある程度のまとまった液体にならない限り風にも流されず、その場にとどまる性質があった。炎上し気化し、再び雲となり雨になったとしても、外洋ならば被害は皆無と言っても良い。海で生まれ、そのまま海に降るだけだ。

　ただ陸が近いと、燃やして気化するだけでは危険だった。雲となり雨となり、降り注いだ際に、陸が近すぎると事実上対処できなくなるのだ。

　たとえそれが数億、数十億、無数とも呼ぶべき雨粒の中の、たった数百㏄だったとしても……それが大都市に近かった場合は、一般の人々に恐ろしい被害が出るかも知れない。

　その危険性は自分でも理解しているが、どうしてもこの行為が意味のないことに思えて辛つらくなる時があった。

　どうしたって力の強い水は……私達ハンドラーに寄ってくる性質があるのに……。

　しかもここ最近、イニシャルの出現が急増している。以前は半年に一つくらいだったのに、今月だけで既に五つめだった。

（……いつか終わりは来るのだろうか？　それとも今のように、永遠に私達は海上をさまよい続けるのだろうか……）

「バスケス、永遠ではない……まもなく終わりが近づいている……もう限界だろう」

「……限界？」

　それは、この穴だらけとなった駆逐艦のことだろうか？　それとも強い水を飲み続けてきた副艦長自身のことだろうか……



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──朝。

　ここルアンヌの町もすっかり秋の装いへと変わっていた。

　緑だった街路樹が黄色へと変わり、気の早いメイプルが鮮やかな赤に染まり始める。短い秋はあっという間に過ぎ、まもなく季節は初冬を感じさせるだろう。

「おはようお姉ちゃーん、もう行く準備できた～」

　今日も朝っぱらから元気よく部屋へやってきた佐さ奈なちゃん。

　そんな妹とは対照的に、わたしは毛布にくるまったまま顔だけを出す。

「うぅ……学校に行きたくないでござる」

「どしたのお姉ちゃん？　そんな不登校児みたいなこと言い出して」

「だって、昨日のプールのことを思い出すと……もう恥ずかしくて学校行けないよぉ」

　我ながらあれは酷ひどすぎた。

　もし普段のヒドイを50とすると昨日のは軽く１２００くらいあるだろう。佳か奈な子こヒストリーの中でも１、２を争う壮大な黒歴史だ。

「ん～、確かにちょっとハイテンションだったよね」

「ちょっとどころじゃないよっ、てか佐奈ちゃん、あまり気にしてないの？」

「だって水泳の授業が盛り上がって、ミス高校を選んだくらいだし」

「え、あ……う、うん、そうだね……」

　どうやらあんまり覚えてないみたい。以前の変な水の時もそうだったけど、このへんも体質差ってのがあるのかも。酔っ払いの人で記憶をなくすタイプがあるって聞いたことあるけど、それと同じ感じ？　個人的にはそっちのが方がうらやましいよ。

「ほら、いいかげん毛布から出て、さっさと学校行く準備してよねぇ」

「うぅ、わかりました……」



　それから渋々とやってきた学校。ルアンヌ水産漁業高校。

「じゃ、二人とも勉強しっかりな。また帰りも迎えに来るから」

「はーい、ケイさま、ありがとうございまーすっ」

　ぴょんぴょんと跳ねながらヒヨリミに手を振る佐奈ちゃん。お気楽だね。わたしなんて昨日の今日だから、不安で一杯一杯だよ。

「どしたのよ、さっきからお姉ちゃん？　もしかして、まだサイン握手会にビビってるの？」

「いや、あれはだいぶ慣れたんだけど……他ほかのことでちょっと不安が」

　そしてその不安は約30秒後には現実のものになるのだった。

　佐奈ちゃんと並んで歩く廊下。

　以前からこれだけでも、声援？　を送られたり手を振って挨あい拶さつしてくれたりはあったんだけど……

「ねえお姉ちゃん、なんか今日、いつもより熱い視線を感じるんだけど」

「そ、そう？　気のせいじゃない？」

「そうかなぁ……今までと少し違うような」

　この妹、鋭いわね。

　佐さ奈なちゃんは気づいていないだろうけど、明らかにピンクっぽい色が増えていた。ある意味、わたしの予想通りである。

「あ、そうか……確か私って、ミスルアンヌ高校に選ばれたんだ！　だから皆の私を見る目が変わったんだねぇ。なるにゃる」

「う、うん、そうだったよね……」

　く、どうでも良いことだけ覚えてるのね。肝心のおしっこの辺りは忘れてるくせに。それと彼らの見る目が変わったのは、元々、ちっぱい属性の低かった人達を活性化させたからだと思うよ。主に佐奈ちゃんが。あと、わたしも準優勝だったんだからね！

　てなことを考えながら教室に到着すると……

「んん？　なんか既に男子列が形成されているんだけど……」

　佐奈ちゃんの机の前に10人くらいの列が一つ、わたしの机の前にも５人くらいの列が一つ出来ていた。

「ねえお姉ちゃん、今日は朝からサイン会なのかな？」

「たぶん違うような……ペンも持ってないみたいだし」

　そして何より並んでいる彼らの顔色は、もれなくピンクだった。どうやら予想通り、客？　層が変わったらしい。

　やがて席につくわたし達。すると先頭に並んでいた男子が早速、声を掛けてきた。

「おはようサナさん。今日のランチどうかな？」

「はい？」

「一緒に楽しく過ごしたいんだ、サナちゃんとランチタイムを」

「…………………」

　いわゆるお昼ご一緒しませんか？　の誘いらしい。フツーの人にとっては、どうってことない会話だろう。

　しかし佐奈ちゃんは、顔を真っ赤にして黙ってしまった。

　うん。お姉ちゃんだけは理解できるよ、その気持ち。

「あれ？　サナちゃん、どうかした？」

「え、えと、わ、私なんかとお昼一緒に食べても、つ、つまらないですよっ、ぽろぽろゴハンこぼすし、ニ、ニンジンだって残しちゃうし……ああっ、でもセロリは食べられるようになりましたからっ」

　ちょ、なにをテンパって意味不明なこと言ってるのよ、この妹はっ。

「よく分からないけど、サナちゃん一緒にランチ行こうよ」

「……あのう、もしかしてですけど……ホントに私を誘ってたりとか？」

「もちろん。あ、さっきランチコーナーの人（学食のおばちゃん）に聞いたら、鮮度の良いロブスターが入荷したって言ってたよ」

「え、あ、そうなんですか……」

「サナちゃん。僕が美お味いしい食べ方も教えてあげるよ」

　そう言って白い歯をキラリさせる男子。見ると佐さ奈なちゃんも、面白いくらいに黄色い色を放っていた。どうやら照れ臭いながらも本気で喜んでいるらしい。

　……お姉ちゃんは知ってたよ。佐奈ちゃんって口では偉そうなこと言うけど、ホントはかなーり男子に免疫ないよね。伊だ達てにわたしの妹じゃないし。

　それからも次々とランチやカフェのお誘いをされる佐奈ちゃん。

　最初の内は照れ臭いからかおどおどしてたけど、次第に顔をほころばせて素直に喜ぶようになっていた。

「……ナコ、カナコさん」

「ふぇ？」

「じゃあカナコさん、今日のランチご一緒しましょうね」

「って、よく見たらわたしにもお誘いがっ」

　油断していた。そいえばさっき見た時、わたしの机の前にも何人か居たんだ。

「さっきランチコーナーの人（学食のおばちゃん）に聞いたら、鮮度の良いロブスターを入荷したらしくて……あ、美お味いしい食べ方も教えてあげるよ」

　そう言って爽さわやかな笑顔を向けてくれる男子。どうでも良いけど別の人が、さっき佐奈ちゃんにも全く同じセリフ言ってたよ。フォーマットでもあるのかしら？

「あ、えと、でもわたし達、お弁当持ってきてるんだけど……」

「それじゃ約束だから、お昼楽しみにしてるよ」

「え、あ、ちょっと……」

　全くこちらの意見を聞かずに、なんか一方的にこう白い歯をキラリンさせて爽やかに退場してしまった。

「あらやだ、ちょっとカッコイイかも……特に人の話を聞かない強引っぷりが」

　あああ、ダメっ、わたしには愛しのヒヨリミとゆー人がっ。

「……お姉ちゃん、さっきからナニ一人で、もだえてるの？」

「あ、いえ、なんでもないです……」

　はふう、わたしも今まで男の人に誘われたことなんて無いから、色んな意味で耐性が低すぎるね。佐奈ちゃんのこと言えないや。



　そんなこんなで迎えたお昼休み。

　ランチコーナーの一角には、山のようなトレーを前にした姉と妹の姿があった。そしてそのまわりでは、ニコニコしながら取り囲むようにした男子の皆さん。

「ね、ねえ、お姉ちゃん、これ全部食べて良いんだよね、私が？」

「うん、恐らくだけど、そうじゃないかな……たぶん」

「でも、もし後でお金ちょーだいとか言われても、私、５ドルしか持ってないよ」

「お、お姉ちゃんなんて、50セントしか持ってないよ……」

「ホントに食べて良いのかなぁ……とりあえずエビのヒゲだけかじっとく？　これだったら５ドルしないと思うし」

「あ、うん、わたしレタスの端っこ、かじっとく。罠わなかも知れないから」

　……どんだけなの？　我ながらこの姉＆妹。罠ってナニ？　今までこの手の経験皆無だからって、不慣れにもほどがあるよ。

　てなことやってると、この様子をみかねた男子がナイフでさくさくと皿の料理を切りわけて、はいどーぞ的なジェスチャーまでしてくれる。

「ね、ねえお姉ちゃん、俄にわかには信じられないかも知れないけど……もしかして私達ってモテてる？」

「うん、俄かには信じられないけど、そうかも……」



　結局それからもランチやカフェのお誘い、学校帰りの映画や休日のデートのお誘いまでされてしまった。佐さ奈なちゃんなんて、告白っぽいことまでされていたし。

「うはー、どうしよお姉ちゃんっ、嬉うれしいやら困ったやら、むっ、にゃーっ、むむっ、にゃーっ」

「あ、不思議な手の動きの新しいバージョンだ」

　なにやら全身で喜び？　を表現する妹。

「モテモテなんて生まれて初めてだからどーして良いものやらっ、きっと私の、生涯モテ期がここに集中してるのよ！」

　うん、それは否定しないけど、皆ピンクだよ。それも割と濃い感じの。

（……以前のサイン会の時は、どっちかとゆーと動物園の面白動物を見る、好奇心モテモテだったけど……現在はちょっと違うみたい……）

　とはいえ、こんな経験、ちっぱいシスターズは生まれて初めてだから、嬉しいような恥ずかしいような、どっちやねん。

　……とにかく色々とビックリの連続なんだけど……

　とりあえずわたしとしては、このモテっぷりの方が怖い感じだったり。



「ねえ佐奈ちゃん、やっぱ何か手を打った方が良いんじゃないかなぁ」

「……もしやお姉ちゃん不安なの？　このチアリーダー的、学園生活ヒエラルキーの頂点が？」

「うん……モテモテの方が怖いよぉ」

　それに皆ピンクだからね。あと、佐奈ちゃんの持ってる三角定規は、わたしの持ってるのとは頂点が違うみたいだし。

「や、実はお姉ちゃん……ホントは私も落ち着かない感じだったりして……」

　やっぱそんなもんよね。

　どんなに強気ぶっても根が小心者なのは同じ。さすが我が妹。

　慣れてないってのもあるけど、押しの弱さでは定評があるから……本気で告白ラッシュなんて始まったら、きっと断ることなんて出来ないだろうし。

「そうだ……じゃあケイさまに恋人役でもやってもらおうよ」

「ふぇ？　恋人役？」

「うん、皆の前で、佐さ奈なの恋人でーすって言えば大丈夫じゃないかなぁ」

「にゃるほど、それは良いアイデアかも……て、じゃあわたしはどうするのよぉ？」

「ん～ん、お姉ちゃんはクマでも連れて行く？　どんな男子でもフツーは引くよ」

「や、それ引くベクトルが違うよっ」

　それにヒヨリミに恋人役なんて、わたしが許さないんだから！



　──夜。いつものように夕食も終えた居間。

　現在、わたしによる彼の説得が続いていた。ちなみにこれは、本日の姉・妹首脳会談閣議によって決定した作戦だ。

「だーかーらー、ヒヨリミ、お願いだってぇ」

「嫌だよ、なんで俺が学校行かないとダメなんだよ」

「うぅ～、だって今のままじゃ、わたし達の身の危険なんだよ、皆ピンクなんだよ、ピンクピンク、面白いくらいに、えっちな目で見られているんだよ」

「……お前こそ、しょっちゅうピンクになってるくせに」

「ふひいっ、な、なななに言ってるのよっ、そ、そんなことないわよっ」

　突然の切り返しに、思わず変が声が出てしまった。ふひい？　何語？

「だからさ、俺が学校に行っても変わらないだろ？」

「あ、それについてはアイディアがあるの」

「ダメ、なにを言ってもダメだからな」

　難色を示すヒヨリミ。しかしこのへんは想定内である。

　それでもわたしは、彼ならば乗ってくると思える作戦を考えていたのだ。

「実はね、これは絶対にヒヨリミしか出来ないことで……」



　──翌日、朝。

　朝のＨＲ前のような時間。教室の黒板の前には、先生に並んで彼の姿もあった。

「え～、こちらがＭｓ．サナとＭｓ．カナコのお兄さんの、ケイ・ベヴァン氏。本日はお二人の妹さんの様子を覗うかがいに、授業参観に来て下さいました」

「こんにちはケイと呼んで下さい」

　そう言ってぺこりと頭を下げるヒヨリミ。

　よしよし、ちゃんと打ち合わせ通りのリアクションしてるわね。

　わたしは隣の佐奈ちゃんと息を合わせると、ヒヨリミへの声援を送る。

「せーのっ、おにいちゃーん♪」

「ＹＥＳ、妹っ！」

　とワケわからんことを言いながら、ニコニコ手を振ってみせる。

　結局、佐さ奈なちゃんの恋人役案は、姉否決権が発動した為ため、二人にとってのお兄ちゃん案で妥協することになったのだ。

「え～、それではいつも妹達がお世話になっていますから……感謝の意味で、技を披露したいと思います」

　突然の、『技』という単語に不思議そうな顔を浮かべるクラスメイト達。

「おにいちゃん、がんばってー♪」

「ＹＥＳ、マイシスター１号っ！」

　誰だれが１号よ？

　そして、手に持ったペットボトルの中に指を浸したヒヨリミが……

「ニンジャっ、しゅしゅしゅっ」

　と叫びながら、ジュースを本物の手裏剣のような形に変え、ものすごい速さで教室の壁に向かって投げた（実際には水の糸を伸ばした）。

「ＯＨ！　ニンジャ！！！」

　その途端、教室中から驚きの声が上がる。以前のわたし達のニンジャチックがエンタメ的リアクションだとすれば、これは本気でビックリしている様子だ。

　更に連続で幾つも手裏剣を作り、どんどん投げ続けるヒヨリミ。いちいち手を上げたり、くるりと回転してみたりとノリノリのご様子だ。

（……ま、ヒヨリミだったら絶対にそうなるとは思ってたけど。ここの人と同じくらいニンジャ大好きだし……）

「ニンジャ、カナシバリの術っ」

　てなこと言いながら今度は、細い糸を何本も伸ばして担任の先生をぐるぐる巻きにしてみせる。

　なんか先生も男子達も、歓声半分、声を失う感じの人も半分と、本気で驚いている様子だった。

　うん。わたしだってこれを目の前で見せられたら、信じちゃうよ。

「ねえお姉ちゃん、ケイさまってホントにマジック上手だね……」

「あ、うん、そうでしょ」

　一応、佐奈ちゃんにはそのように説明していた。水の力について、変に興味を持たれても困るし。

　やがて、一通りパフォーマンス？　を終えたヒヨリミが、いよいよフィニッシュに入ろうとしていた。

「俺の名はニンジャケイ……お前達に言っておくことがある……」

　既に歓声も消え、静まり返った教室でヒヨリミが一人声を上げる。

「この俺の妹に手を出す奴やつは……ＫＩＬＬ（斬きる）!!」

　……なにそれ？　ナニその台本にない独自脚本？　しかもダジャレ？

「では、さらばだ諸君～、スイトンの術っ」

　と残りのペットボトルの中身をぶちまけて、自分のまわりに霧の壁を作り、教室を出て行った。

　どうやら姿を隠しながら……のつもりかも知れないけど、実際は白い霧の塊がドアを開けて出て行ったようにしか見えない。

　ちなみに水すい遁とんの術って、そーゆーのじゃないよ。

　……但し、この効果は絶大だった。

　翌日からサイン会も無ければ、ランチのお誘いも無くなった。もちろん告白めいたことも。

「でも佐さ奈なちゃん、これはこれで安心だけど……なんかちょっと寂しいような……」

「ううん、あれは夢だったんだよ……モテモテ、それは庶民には決して手の届かぬ、富と権力の象徴……」

「……佐奈ちゃん、そのフレーズ好きだね」

「モテモテなんて無かった。そしてこれからも無いのよっ」

「や、これからの断定は止やめようよ……未来の可能性くらい、けしドリしても……」

「よしっ、やっぱここは、チアリーダーを目指すべきねっ」

「二人しか女子いないのに？」

「二人とは言っても、ミスルアンヌと準ミスのタッグよ？　すごくない？」

「いえ、そーゆー意味で言ったんじゃないですけど……」

「可愛かわいいだけじゃ、妹稼業はつとまらないのよ」

「そ、そう、妹って大変だね……」

　なんか佐奈ちゃんって、モテモテになりたいのか、なりたくないのか、どっちやねん？



　──朝。

　気づけば10月も後半となり、朝夕がめっきりと肌寒く感じる頃ころ。

　ここカナダの短い秋は、まもなく終わりを迎えようとしていた。



「うーん、重い……あと、とてもとてもケモノ臭い……」

　ベッドで身動きを封じられながら目を覚ました。今更、何が起こったか驚かないけど、久しぶりに彼が来たらしい。

「ちょっとクマっ、なんでこっち来たのよ、あと重いからフォール止めて」

「グゥウウウウッ……」

　なんとか顔と手を外に出し、ぽかぽかと叩たたいてみるが一向に効果がない。どうやら爆睡中のご様子。

「うーん……またヒヨリミにレスキューされるまで、このままなのかなぁ」

　毎度のことながら、朝なのと、身体からだをぎゅうぎゅうされている為ため、非常にトイレに行きたいのだけど。

「あ、そうだ。試しにこれでやってみよう」

　わたしはベッドの横の袖そで机づくえに手を伸ばす。そこには昨夜、寝る前に用意したレモンティーの入ったカップが一つ。

　飲みかけで寝てしまったので、まだ中身は残っていた。

　頑張ってカップにまで手を伸ばし、そこに指先を浸つけると……にゅっと生えて来た細い糸。

　相変わらずうねうねして気持ち悪い触手ちゃんだ。

「ほらクマ、重いからどいてちょーだい、えいっ」

　伸ばしたレモンティーでこんこんっと軽く叩たたいてみる。わたしの操る水は、すごく硬い為ため、あんまり強くだとクマが大変なことになってしまう。手加減しないと。

「グゥウウウウッ？」

　空中に浮いた触手ちゃんを見て不思議そうな顔をするクマ。

　ま、自然界でも見たことないよね、こんなのは。ちなみに不思議そうな顔ってのは、クマの表情の変化はさっぱり分からなくても、感情の色で読めるのだ。

「ほら、お姉ちゃん怒らすと、こうよ、こう」

　と言いながら、こんこんとクマの頭を軽くこづいてみる。

「グゥウウウウッ？」

　やがて、触手ちゃんが気になるのか、のしのしとベッドから下りてくれた。

「ふう、苦しかった……て、貴方あなた、まだそんなに気になるの？」

　見るとベッドから下りても、ちょいちょいと猫ぱんち……ではなくクマぱんちで触っているようだし。

「グゥウウウウッ……」

　そして、ちょいちょいっとした軽めのジャブから、割と強めのジャブへと移行していた。

（……もしや彼の闘争本能に火をつけたか？）

　と一瞬思ったけど、じゃれているレベルに留とどまり、本気にはならないようだった。少し遊んだだけで、さっさと部屋から出て行ってしまう。

　そういえば以前にヒヨリミも言ってたけど、クマの奴やつも動物の本能で、絶対に敵かなわない相手だと悟っているのだろう。ハンドラーには。

「このわたしですら、今ならクマも１秒で倒せるだろうし……」

　うん。我ながらすごいこと言ってる気がする。



「おっはよー、むっ、にゃー、むむっ、にゃー♪」

「あ、不思議な手の動きをしながら、佐さ奈なちゃんが起きてきた」

「ちなみにこれは、むっ…の時に手を縮めて、にゃーっで伸ばすの。understand？」

「そ、そう……よく分からないけど、朝っぱらから元気だね……」

　どうやらシャワー上がりらしく濡ぬれた髪で、ぴょんぴょん跳ねまくってみせる佐さ奈なちゃん。どんだけこの妹は元気が余ってるのだろう。

「やる気まんまんおっとせいっ、とうっ」

「わっ、ちょっと、なに唐突に体当たりするのよぉ」

「お姉ちゃんのラノベの趣味、日に日に間違った方向へ行ってしまえ～っ」

「ぶはっ、妹がイミフなことを言いながら攻撃してきたっ」

「ふふふ、妹は日々、進化しているのです。ちねー」

「むしろ退化している気が…」

　あと、いいかげんドカドカ止やめてくれる？　痛いから。

「もうノリ悪いなぁ、いつもみたいにお姉ちゃんチョップで応戦してよ」

「今は疲れてるから、伝説の佳か奈な子こパンチは封印中なの」

　それに今は、佐奈ちゃんシャワー後で濡れているし、手加減が難しい。うっかりお姉ちゃんチョップした拍子に、水を操ってしまうかも知れない。

「むう、最近、お姉ちゃん付き合い悪いよぉ？」

「や、そんなこと言われても……てゆーか、そんなに元気余ってるなら、クマと戦えば？　さっきからドアの前で遊んで欲しそうな顔してるよ？」

「よしこいクマ、ばっちこーい」

「グゥルルルル…」

「くらえ、伝説のいもうとパンチっ」

　と、必殺技（実際には両手をくるくる回しながら、ぽかぽかするだけ）を繰り出す佐奈ちゃんだけど……

「わ～っ、ヤラレタ～」

「あ、やっぱり簡単にフォールされた」

「たすけてぇ、お姉ちゃ～ん、重い、つぶされるぅ」

「もうしょうがないなぁ、くらえ、スーパー投げキッスっ、ぽかぽかぽかっ」

「グゥルルルル…」

「む、まだ効かなかったの？　いいかげん封印とくわよ？」

　そう言いながら、さっきのレモンティーの入ったコップを手に取ってみせる。すると……

「グゥルルルル…」

　あっという間に、フォールを止めた。

「よしよし、えらいえらい。なでなで」

　そう言いながら頭をなでなでして、背中をもふもふする。やっぱりクマ的にも、ちゃんと理解してるっぽい。

「ぷはあ、苦しかった……しかもケモノ臭くなっちゃったし、元気余ってるからって、クマに挑むのは止めた方が良いね」

「うん。フツーはその選択肢ないと思うし」

「せっかくシャワー浴びた後なのに、はふう……」

　ちょっと情けない顔をする佐さ奈なちゃん。

　ある意味、わたしはハンドラーとして能力もあるからクマと遊ぶのも分かるけど……少なくとも普通の人は、そう易々と挑める相手じゃないよ。

（ま、それでもあのクマは、全すべての人間がハンドラーだと認識してるから、人を襲ったりとかは無いから安心だけど……）



「おーいクォーター、シャワーまだか？」

「あ、ヒヨリミ……」

「さっきからお前が来るの待ってるんだけど……」

「え、ああ、そういえば今日は、久しぶりにシャワーするって言ってたっけ？」

「じゃあ、早く来いよ」

　部屋を後にする彼を見送ると、わたしはダッシュでスク水に着替え始める。別にスク水に着替える必要ないんだけど、久しぶりだからなんとなく。

「いそいそ、ぬぎぬぎ……っと、よし着替え終わり」

「……お姉ちゃん達って、まだ一緒にシャワー入ってたんだ？」

「ふぇ？　って、佐奈ちゃん、まだいたのっ」

「うん、全力で生着替えシーンを凝視ってました。相変わらずロリ姉で安心しました」

　なんなの、その上から目線？

「つーかさ、ホントにお姉ちゃんとケイさまって恋人じゃないの？」

「え、ええっ、ど、どうしたのよ突然っ」

「だって、どこから見ても二人ともラブラブなんだけど」

　……わたしとヒヨリミってラブラブ？

　色々と意外だった。特に佐奈ちゃんから、こんなことを言われるとは思ってなかった。

「今だから話すけど……実は最初にここに来た時からそう感じていたよ。二人は好き同士なんだなって」

「や、そう言ってもらえるのはうれしいけど……実際は何と言いますか……」

　特にヒヨリミは何を考えているのか読めないし、度重なる佳か奈な子こアタックも軽くかわされてばかりだった。

（……きっと嫌ってはいないと思う。でも好きってことになると……）

「ぶっちゃけ、お姉ちゃんのアタックが足らないのだと思うよ」

「や、これでもかなーり頑張ってるつもりですが。既に一杯一杯なくらい……」

「ううん。同じ家に住んで、シャワーまで一緒なのに、それ以上の発展がないってことは……」

「……ないってことは？」

「そろそろヤバいかもよ。このあたりでキメないと一生、お友達ポジションね」

「うはっ、考えたくないけど、十分にありえる流れっ」

「お姉ちゃんも諦あきらめるなら早い方が良いかもね。長い間、二人の様子を観察してきたけどさ。恐らくもう見込みないよ。リームー」

「もう、さっきから不安になることばっかり言わないでよぉ、それに佐さ奈なちゃんって、結局わたしを応援してくれているの？」

「まさか。お姉ちゃんがダメだった場合は……私がイヒヒヒ」

「なにそのマンガみたいな笑いは？」



　シャ──……

　久しぶりにヒヨリミと二人でシャワーを浴びる。ちなみに冬場はスチームで沸かして温水にできるので一年中使えるのだ。

「こうやって、クォーターと一緒にシャワー浴びるのも久しぶりだなぁ」

　落ちてくるシャワーを見上げながら声を掛けてくるヒヨリミ。どこかのほほ～んとした感じの彼だが、現在わたしは違うことで頭が一杯だった。

（……やっぱり今までの佳か奈な子こアタックは、まだ弱かったのかも……）

　先ほどの佐奈ちゃんの言葉を思い出していた。

　自分としては頑張ってたつもりでも、元々、小心者チャンプのわたしである。一般的な女子アタックと比べると、全然な頑張り具合なのかも知れない。

（よし、ここは背伸びしてみよう……いや、背伸びどころか大ジャンプするくらいの勢いでっ）

　そう決意すると、わたしはすっくと立ち上がる。

「あれ？　もうボディソープ終わったのか？」

「う、うん、まあ……」

　スク水に残った泡をさっさとシャワーで流しながら、まずはジャブを入れてみる。

「と、ところでヒヨリミさん、一つ質問があるのですが……」

「なんだ？」

「えーと、そのう、もしかしてだけどヒヨリミって……巨乳好き？」

「はあ？」

　ぽかーんとした顔をされた。ナニ言ってるんだ、こいつ？　的な表情である。

「むう、重要なことなんだから、ちゃんと答えてよぉ」

「え、ああ……ま、嫌いではないかな……」

　……くっ、やっぱりそうだったのね。先日の学校モテモテ事件から、ちょっと怪しいと思っていた。

　今までモテと無縁だったわたし（＆佐奈ちゃん）は、あの事件からは、ちっぱいにも需要があることを知って、大いに自信に繋つながったのだ。

　だけど肝心のヒヨリミはノーリアクションだったし。

（……ならば作戦を考える必要がある）

　わたしは一いつ旦たん、ヒヨリミに背中を向けると、流れ落ちるシャワーの水に手をやる。そしていつもの触手ちゃんを作る要領で、10㎝ほどの水の塊を作った。二つ。

　あとはこれをスク水の胸の部分にセットすれば、乳神パッドの出来上がりである。

（うはっ、自分でもビックリするくらいの、バインバイーンにっ）

　……これバスト90くらいあるんじゃ？　これならイケるはずっ。

「お、お待たせしました……ど、どうかな？」

「どうとは？」

「もう、わかってるくせにぃ～、ヒヨリミったらぁ～♪」

　と言いながら胸元（の乳神パッド）を寄せてみる。

「いや、お前が面白い奴やつなのを再確認できたくらいだが……」

「ほらほら、遠慮しなくっても、ぎゅううっ♪」

「痛たたたっ、こら止やめろって、なに押し付けてきてんだよっ」

　彼が何か言ってるようだけど気にせずに、ぎゅうぎゅうを繰り返す。もしかしたらヒヨリミの奴、ホントは照れ屋さんなのかも。

「もうヒヨリミのえっち、そんなに喜んじゃって♪」

「喜んでねーよっ、痛いんだって、お前の操る水、硬いからっ」

　……ああ、今わたしは、きゃっきゃうふふを体現しているのかも知れない。思えばクマやら鮭さけやら、おしっこやらでロクなことなかったし。



「お姉ちゃんっ、それは間違った攻撃方法よっ」

「ふぇ？　て、佐さ奈なちゃん？」

　見るとそこには、湯煙の向こうに立つ佐奈ちゃんの姿。どうやらわたし達のシャワーに乱入してきたらしいけど……

「うはぁっ、とんでもないマイクロビキニっ」

　どうやら、いつものビキニ水着を改造してきたらしい。極限までセクシー指数を上げる為ためか、ブラの面積なんて、５００円玉くらいしかない。

「こ、これが、正しいアタックよ……たぶん」

「そう？　ホントにそう言える？　既に弱気っぽいけど」

「た、短所を補うではなく、長所を伸ばす、ちっぱいにはちっぱいよ」

　や、言ってることはカッコイイけど、ちっぱいは、どうやってもちっぱいだよ。

　しかも恥ずかしいのを自覚してるようで、感情の色を見るまでもなく、顔を真っ赤にしてるし。

「……佐奈ちゃん、あんまり無理しない方が良いよ？」

「い、いいえ、なんたって私、ミスルアンヌですからっ」

「いつから町の代表に？」

　水産漁業高校どこいった？　正確にはミスルアンヌ水産漁業高校だよ。

「ほらお姉ちゃんも準ミスなんだから、ちょっとは頑張りなよ」

「……頑張るって言われても……既に巨乳アタック中なんですけど……」

　しかもイマイチ効果が無かったっぽいし。

「じゃ、スク水は脱いで、ボディソープの泡で水着っぽくしてみるとか？」

「それ全裸だよ、既に！　むしろ佐さ奈なちゃん頑張りなよ、ミスルアンヌなんだしっ」

「そ、それは……リームー、これは妹には出来ないルールなの」

「自分に甘っ、なんなのそのルール？」



「なあ二人とも……」

　さっきから、ぽかーんとして様子を窺うかがっていたヒヨリミ。

「そろそろ俺、シャワー終わったし……もう外に出ても良いかな？」

「ダ、ダメですよケイさまっ、まだこれからがアタックの本領なんですからっ」

　てなことを言いながら、持ってきたビニールバックから何かを取り出してみせる佐奈ちゃん。一体なにかと思っていると……

「て、もしやそれは、お菓子のポッキーではっ」

「そうよ、やっぱアタックといえばこれでしょ」

　まさかこの妹、伝説のポッキーアタックをこのシチュで繰り出すとは!?

　ちなみに伝説のポッキーアタックとは、二人で１本ポッキーを咥くわえて、お互いに反対側から食べるとゆー技だった。

　そして最後には、チュ♪っという、恥ずかしい以外の何者でもない、今時バカップルでも躊ちゆう躇ちよするほどの技である。

「ケイさま、ほら、ん──っ、ん──っ」

　ポッキーを咥えてヒヨリミにも反対側を咥えるように、んーんーとせがむ佐奈ちゃん。

「いや、サナちゃん、さすがにそれはちょっと恥ずかしいし……」

「いいえ、これは日本ではメジャーな遊びなんですよ。大人から子供まで、誰だれだってやってます。日本文化の一種です、ニンジャだってやってますから。ん──っ」

　全面的に嘘うそではないけど、後半は明らかにデタラメだよね。

「なるほど……相変わらず面白い国だな」

　そして簡単に騙だまされるヒヨリミだった。いつか痛い目を見るよホントに。

（って、こうしちゃいられない。わたしも負けてられないよっ）

　ダッシュで佐奈ちゃんのビニールバックから、ポッキーを１本貰もらって咥える。

「ヒヨリミ、こっちも、こっちもぉ、ん、んっ」

「ううん、ケイさま、こっちのが先だからっ」

　お風ふ呂ろ場ばでマイクロビキニとスク水で、ポッキー咥えて、ん、んっとおねだりする姉と妹。

　冷静になって考えてみると、これってかなりバカっぽいかも知れない。既に恥ずかしいとかってレベルを超えてるよね……

　やがて、二人からのポッキー攻撃に暫しばらく考えていたヒヨリミが……

「じゃあ、先にやってきたサナちゃんの方で……」

　てなことを言いながら佐さ奈なちゃんへと顔を寄せようとした。

「させるかっ、お姉ちゃんチョップ、ちぇいっ」

　ぱきっ

「わ、なにするのよぉ、もうちょっとだったのに」

「うるちゃーいっ、こんなの無効よっ」

　たく、それにヒヨリミもヒヨリミだよ。こーゆー場合こそ、わたしを選んでくれないと。普段からイマイチ態度をはっきりしてくれないんだから。

「わかったわよ。お姉ちゃんがその気なら、私もファイナルウエポンで対抗させてもらうわ……」

「えっ、まさか……おしっこでは……」

「そのまさかよ！」

　そしてその場にぺたんとしゃがんでしまう佐奈ちゃん。この妹、本気なのか？

「や、さすがにそれは、やりすぎだって」

















「……いいえ、これくらいやらないと強敵は倒せないのよ。しかも敵がファイナルウエポンに弱いことはリサーチ済み……ふっふっふ」

　なんかカッコつけてるけど、そのポーズ＆顔も真っ赤だから説得力ないよ。あとヒヨリミのことを敵扱いは止やめようね。

　それに佐さ奈なちゃんは知らないことだけど、あの検尿も本当に研究目的だったから、あまり効果ないと思うよ。

「…………………」

「て、あれ？　どうしたの佐奈ちゃん？　ファイナルウエポンは？」

「うるちゃーいっ、こんな恥ずかしいこと出来るか──っ」

　まさかの逆ギレ？　や、当然でしょさすがに。

「こら、お前達いいかげんにしろっ」

　ぽかっ

「あいた……て、急にアタマ叩たたかないでよぉ」

「そうですよぉ、元はと言えばケイさまが悪いんですよ」

「……俺が？」

「ええ、私達がこれだけアタックしてるのに、態度をハッキリしないからです」

「………………」

　その言葉に少し黙ってしまったヒヨリミ。

　わたしとしては面と向かって言えないことを、佐奈ちゃんが代弁してくれたようで、うれしいやら恥ずかしいやらだった。



「そんなわけで私は次の攻撃に行きます、ケイさま覚悟して下さいね」

　言いながらボディソープを使って、自分の身体からだを泡だらけにした。

「ふぇ？　それ、なにやってるの佐奈ちゃん？」

「き、決まってるでしょ、こ、これでケイさまの背中を、ご、ごしごし洗うのよ」

「ちょ、それもありえないからっ」

　つか自分でも無理しすぎって分かってるでしょ、声が引っくり返ってるよ。

「あ、あのねお姉ちゃん、こーゆーのが男子は喜ぶのよ。つーかアタックといえば、これが定番なのよ……たぶん」

「……絶対に間違った知識だと思うよ……しかもかなり間違ったエロ方面での」

　やがて全身を泡だらけにした佐奈ちゃんが、意を決するように……彼の背中にしがみついた。

「うひゃああっ──、こ、これ、くすぐったい～っ」

「お、おい、止めろってサナちゃん」

　さすがに身体ごしごしまでは照れ臭くて出来ないのか、抱きついたまま固まる佐奈ちゃんと、止めろと言いながらでも、されるがままのヒヨリミだった。

「い、如何いかがですかケイさま？　もう佐さ奈なにメロメロになりましたか？」

「いや、メロメロとゆーか何とゆーか……」

「あーん、もう時間の問題ですねぇ、うれしい～♪」

　そして、わたしに勝ち誇ったような顔を向ける。

（……こ、これはわたしも対抗するしかっ）

　ダッシュでスク水を泡だらけにすると、ヒヨリミの背中に……って、既に背中は佐奈ちゃんに占有されている。

　……とゆーことは正面からか？　なんか照れ臭さが倍増したよ。

「ええい、もうヤケクソよっ、どうとでもなってしまえっ、ぎゅう」

　と、ヒヨリミの胸に抱きつくと、そのままの勢いでごしごしも繰り出す。もし今、わたしの恥ずかしさ数値を測定したら、測定器が壊れることだろう。ぼんって。

「痛たたたっ、て、だからクォーター、お前は痛いんだって、そのパッドがっ」

「ヒヨリミ、もう好きにしてぇっ、ぎゅう」

「ホントいいかげんにしろって二人とも。離れろチョップっ」

「あいたっ」

　あっというまにチョップでわたし達を振りほどいたヒヨリミだった。佐奈ちゃんの時は、ずっとされるがままだったのに……こっちも頑張ったのに、この差が切ないよ。



「さて、それではケイさま。そろそろ最終回答をお願いします」

「回答って？」

「私とお姉ちゃん、今のはどっちが良かったですか？」

「え～、それで決めちゃうの？　ちょっとわたし不利っぽくない？」

　なんかヒヨリミ痛がってたし、よく考えたらわたしの乳神パッドって、かなりの硬度を誇ってたはずだし。

　それに対して佐奈ちゃんは、ほとんど全裸で抱きついてたし、ヒヨリミの顔もニヤニヤしてたっぽいし。

　だけどそんなことを考えていたわたしの思惑と違って……

「……クォーターが良かった」

　きっぱりと答えるヒヨリミだった。

「そ、そうですか、お姉ちゃんの方が良かったですか……」

「えと、佐奈ちゃん、ヒヨリミの言うことだから、あまり気にしない方が……」

「うるちゃーい、こんなことならＡＡのままの方が良かったっ」

　とててて……

「あ、行っちゃった」

　でも佐奈ちゃん一体どうしたんだろう？　今までも似た感じでわたしに対抗することあったけど、今日のはやりすぎに思えた。

「クォーター、お前は気づいてなかったかも知れないけど……」

「え、なにが？」

「さっきのサナちゃんって……全すべて演技だったよ。本気じゃなかった」

「……本気じゃない？」

　考えられることは一つしかなかった。

　……きっと、わたしとヒヨリミの仲を取り持とうとしたのだろう。

　元々、わたしと同じで男の人とか苦手なのに、佐さ奈なちゃんなりに考えて……ホントは恥ずかしいのも我慢してだったと思う。

　考えてみれば、ここに来た当初から似たような言動が多かったような……

　その全てがそうだったかは分からないけど、少なくともここ最近の佐奈ちゃんは、わたしの背中を押していた気がする。

「なあクォーター、サナちゃんって良い子だな」

「うん……わたしもそう思う」

　きっと妹なりに、こんな冴さえない姉に、初めて好きな人が出来たことを知って応援してくれていたのだろう。

「ねえヒヨリミ、例の水のヒミツ……佐奈ちゃんにも話した方が良いんじゃない？」

「さあ、それはどうだろうな……」
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　──同時刻。インド洋。モルディブ諸島沖。米軍籍スプルーアンス級駆逐艦。



　抜けるような青空と、赤道の強い日差し。

　小さな孔あなだらけとなったデッキに、ブリッジが濃い影を落とす。

　吹きぬける風は気持ち良いけど、久しぶりに浴びた昼の日射しは眩まぶしく、思わず目を細めてしまう。

「……あのう、本当にこれで良かったのですか？」

　デッキにレジャーシートを敷き、水着で日光浴をしていた参事官への質問だった。

「……大尉、これで、とはどういう意味？」

「いえ、こんな日中から、艦を霧で覆うこともせずに航行することです」

「そのことなら、もう気にしないでも良いのよ。それよりバスケスも水着に着替えて、日光浴でもすれば」

「あ、いえ私は結構です……」

　この船は軍艦であり、私達は軍人である。

　それに後からこの船にやってきた者に対して、元クルー……マージナルのクルーであった私達は、模範を示す立場にあるはずだった。

「なんだバスケス、お前も日光浴に来たのか？」

「え、あ……副艦長!?」

　振り返るとそこには可愛かわいらしいビキニに身を包んだ若々しい副艦長の姿。まだ前回に飲んだ強い水の影響も残っているようだが、手も触れずに物を破壊するほどではないようだった。

「おいロリータ、俺にも日焼け止め貸せ」

「良いけど、コレあんまり効かないみたいよ」

「構わん。これだけ強い日差しを浴びるのは久しぶりだからな」

　まるで海水浴場で楽しく過ごすような雰囲気だった。当たり前だけど、二人がこんな姿を見せるのは初めてのこと。

　私だけでなく、他ほかのクルー達も目を丸くして呆あつ気けにとられていた。

（……なにかが起こったに違いない。それも重大なことが……）

「そうよ大尉、ようやく探し物……あの船の位置を特定したの」

「えっ、それってつまり……」

「もちろんマージナルのことよ。先ほどクララから連絡があってね、ミルの奴やつが位置の割り出しに成功したらしいわ」

「……とうとう見つけた……」

　思わず感慨にふけりそうになるが、私はそれよりも別のことに気づいた。

















　話を聞いていた他ほかのクルー達が、不思議そうに顔を見合わせていた。

（……彼女達はＤＩＡからやってきた者達で、この駆逐艦こそがマージナルだと信じているはずだ……）

「もう良いんだよ、バスケス……既に隠す必要もなくなった」

「ですが副艦長……」

　彼女らにとっては、この船だけが唯一、安心してハンドラーが暮らせる場所だと教えられてきたのに、本当は違うのだと悟られてはいけなかった。

「あのね大尉、マージナルの位置が特定できたってことは、様々な意味を含んでいるのよ」

「……様々な？」

「そうだ。俺とロリータしか理解できない。お前だけでなくクララも知らないことだ」

　そう呟つぶやいた時、少し寂しそうな表情に見えた。私には絶対に読むことの出来ない副艦長の表情なのに、何な故ぜか青に煙って見えた。

　……私の能力では、彼女の感情が読めるはずがない。

　ならば副艦長の能力をもってしても、隠し切れないほどの哀かなしみに包まれているということなのだろうか……

「バスケス、余計な詮せん索さくは止やめろ」

「え、あ、すみません……」

「まあ、とりあえず貴女あなたも水着にでも着替えてきなさい。あまり効かないけど日焼け止めも貸してあげるわよ」

　軽く笑ってみせる参事官だった。

　かつて幼かった私に、厳しい軍律を叩たたき込んだ人の言葉とは思えなかった……

　……ようやく見つかったマージナル。沈める為ために探していると聞いていたけど……一体、何が起ころうとしているのか、私には分からなかった……








■　第三章　マージナル　■





　──90年代。ジョージア州　アトランタ。

　それはちょうどＣＤＣ（アメリカ疾病管理予防センター）が設立して数年が経過した頃ころだった。

　この研究機関に勤め出した俺は、幾つかの不思議な現象に出会った。

「主任、ここにレポートとコーヒーを置いておきますね」

「どうもありがとう」

　若いレジデントに軽くお礼を言いながら、コーヒーを口に運ぶ。

（……どうやら彼は、今日はなにか良いことがあったみたいだな。もしかしたら例の恋人との結婚も近いかも知れないな……）

　ふとそんなことを考えた。

　別にこれは彼の機嫌から察したわけではない。

　自分でも不思議なのだが、何な故ぜか俺は子供の頃から、人の感情のようなものを色として見ることが出来た。

　慣れてくると、大体の考えていることまでも読めるようになっていた。

　そして、水にも色があることに気づき、それも何かの関係があることを知った。

　……もちろん、このことは誰だれにも言わずに秘密としていた。

　その理由は、他ほかの人に言っても信じてもらえない可能性が高いことが一つ。もう一つはまだ俺自身が研究中の為ためだ。

　……いつかこの相互関係を解き明かした時は、ノーベル医学賞も夢じゃない。

　そんなことを考えながら、俺は独学を続け……気づけば研究医としてＣＤＣに勤めるようになっていた。



　そして１年ほどが過ぎ、一つの不思議な現象に気づいた。

　時折、ここに送られてくる原因不明の症例や患者の中で、同じ特徴を持った者を見つけたからだ。

「会わせてもらっても良いですか？」

　そのような報告があると、俺は臨床センターへと足を運んだ。症例だけを見ても判断できないが、本人に会えばそれだけで分かった。

（……この患者も光を放っている……）

　他の者が感情の色だけを放っているのに対して、原因不明とされる患者の一部は、同じような光も伴っていた。

　そして自分が知る限りでは、この光を伴っている者は、その一部の患者と……他でもない自分自身のみだった。

　どうやらこの世界には、不思議な水が存在し、その影響を受けたと思える人も存在している。

（……この患者をもっと詳しく調べれば、俺の研究にも繋つながる……）

　そう考え、何度か通ったが、それ以上の成果は上がらなかった。

　理由はその患者の多くは、すぐに回復してしまうからだ。もしくは、気づけばどこか余よ所そに移動させられているからだった。

　……偶然と呼ぶには同じようなことが多く起きた。何かの意図があり、誰だれかが隠してしまったようにも思う。



　そんなある日、埒らちがあかないと思った俺は研究レポートをまとめた。

　まだまだ粗い物ではあるが、これをＣＤＣ総括管理部に提出することによって、本格的な研究チームの設立を促したいからだった。

　……そこで、初めて彼女と出会った。



「止やめとけ。無駄だから」

　振り返るとそこには、若い小柄な女性。きゅっとしたネクタイの締め方と、細身のタイトスカートは、あまり医療や研究に従事する者の雰囲気に思えなかった。

「……止めろとは、このレポート提出のことか？」

「ああ、どうせシュレッダー行きだ」

　ぶしつけな言い方が気に障った。見た目の可愛かわいらしさと違い、まるで男言葉のような口ぶりも気に入らなかった。とにかく違和感があった。

「おい、失礼なことを言うなよ、何より君に……えっ……」

　そこでようやく違和感の元に気づいた。

　……顔色が……感情が読めない？

　今まで出会った人間の中で、初めてのことだった。

「考えが読めなくて驚いたか？」

「……………」

「ちなみに俺からは、お前が何を考えているかは簡単に読めるけどな」

「えっ……」

　こいつは一体なにを言っているんだ？　だが先ほどから意味不明なことを言っているようでも、自分には思い当たることばかりだった。

　……いや、そもそもこいつは何者なのだ？

「アメリア・ベヴァンよ」

　俺が問うよりも先に名乗りを上げた……アメリアという名の女性。

　開いて見せたＩＤパスの中には海軍少佐の肩書き。その見た目とは違い軍属であること。しかも不相応とも思える階級が更に違和感を増した。

「とにかく忠告だけはしておく。そのレポートは無駄だからな」

　その言葉だけを残し、踵きびすを返す彼女……アメリアと名乗った人物。俺は慌てて引き止める。

「ちょ、ちょっと待ってくれっ」

「なに？」

「もし何か知っているなら、俺にも教えてくれないか？」

「別に構わないが……一応、お前も見えてるようだからな」

「……見えているとは、もしかして色のある水のことか？」

「まあな。知りたければついて来い」

　再びすたすたと歩き始めた彼女に、俺は駆け足でついていった。仕事中だったがこの機会を逃すべきだとは思わなかった。



　………………

　人気の無い公園のベンチ。

　そこに並んで腰掛けながら、俺は彼女から多くのことを教えてもらった。

　……世の中には、稀まれに水の色が見える者がいること。中には操ることが出来る者もいると言った。

　人の感情や考えが読めるのも、感情のある水の色が見えることの応用である。

　たまにＣＤＣに来る原因不明の症例の者にも、その水の影響を受けた者がいるらしいこと……

「このことは誰だれも知らないのか？　その君……じゃなくて少佐」

「アメリアで良い」

「ではアメリア、そのあたりも教えてくれ？」

「我が家の者だけは知っている。それ以外は詳細までは知らないだろう」

「……我が家？」

「昔から我が家は、生まれつきハンドラーが多い家系でな。ある程度はその知識もあるし、軍部にも顔が利く」

　今一つ彼女の説明はよく分からなかった。ただ、その中でハンドラーという単語だけが全くの意味不明だった。

「つまり、こーゆーことだよ」

　言うと同時に手に持った紙コップに指を入れた。すると……

「うわっ、な、なんだそれはっ、動いてるぞっ」

「水を動かしてるだけだ。操る者の意味でハンドラーと呼ばれる」

　それからも彼女は石を割ってみせたり、水柱を作ってみせたりと、とても信じられないようなことをやってみせた。

「なあアメリア、その力を研究する気はないのか？」

「全くない」

　即答だった。

「まだお前には理解できないだろうが、こんなことは我が家の本来の仕事ではない」

　そう答えながら紙コップから伸ばした水の糸で、俺のレポートをバラバラに破ってしまった。

「……つまり君の任務はこれか？　公にしないってことか……」

「主目的とは違うが……それも含まれるな」

「ではもし俺が、再びレポートを用意し、この研究を続けると言えばどうする？」

「………………」

　先ほどまではその気は薄かった。しかし目の前でこのような芸当を見せられては……

　やがて暫しばらく黙ったままだった彼女がゆっくりと口を開いた。

「医療研究としてなら放置する。だがこの力を研究する気ならば殺す」

「安心してくれ。これでも俺は医療に携わる者のつもりだ……」

　稀まれにとはいえ、例の症例を持つ者はいる。それにＣＤＣが把握していないだけで、もしかしたら、もっと大規模なことかも知れない。

　ならばその原因を研究することは有意義な筈はずだ。

「……止やめておけ。どうせ誰だれにも理解されないだろうし、されたところで悪用されるだけだぞ」

「では症例の改善としてはどうだ？　別に悪用するわけじゃないぞ」

「……お前も気づいたかも知れないが、悪い水の影響を受けた者も、放っておけば大抵は勝手に治る。たとえ水の力の資質を持つ者でも、ほとんどが自覚も無しに生涯を終える」

　確かに彼女の言う通りだった。

　今まで俺がＣＤＣで見た症例も、ほとんどが短期間で治ってしまっていた。

「だがアメリア、中には支障をきたす者や、死ぬ者だっているのではないのか？」

「もちろんいる。但し、そのような強い影響を与える水は、最初から極ごく僅わずかな量しかない」

「……だから、その被害に遭う者も極僅かだと？」

「そうだ」

「だから諦あきらめろってことか……」

「もし良心が痛むなら……運が悪かった……そう思えばいい」

　どこか寂しげな顔で俺に話す彼女。

（……しかし、その言葉だけで片付けて良いのだろうか……）

　自分自身でも今のこの感情が、どのようなモノか分からなかった。

　……向上心に溢あふれ前向きなのか、無力感に苛さいなまれた達観なのか……それとも只ただ、寂しいだけなのか……

　先ほどの彼女の説明が正しいのならば、今この俺の感情や考えも、彼女には見えているはずだった。

（……自分自身でも計りかねる、この感情が見えるなら答えてみろ……）

　彼女に向けて、そう強く念じた。

「わかった。じゃあウチに来い」

　僅わずかな沈黙の後で、ぽつりと返した。

「軍には顔が利くから、こちらで研究を続けろ」

「……続けて良いのか？」

「ああ。もうお前のレポートをシュレッダーに入れる者はいない」



　──数ヶ月後。

　アトランタ郊外にも早い秋が訪れようとしていた。

　彼女に誘われ、ＣＤＣでの研究医から軍職員へと変わり既に数ヶ月が経たとうとしていた。

　だが、何か科学的な研究をするよりも、俺には先にするべきことがあった。

「さすがに覚えが早いな……今のコツを忘れないようにな」

「わかった」

　コップの中の水を自在に動かしながら返事をする。今度、水を弾はじくスキルと呼ばれるものも教えてくれるそうだ。出来るだけ早い内に習得するようにも言われていた。

　……元々、水の色が見えるくらいしか知らなかった俺にとって、僅かな応用で様々なことが出来るのは単純に楽しかった。

「しかしアメリア、君の仕事ってのはいまだに謎なぞなのだが……」

　それに自分自身が陸軍大尉という大層な肩書きを貰もらったが、他ほかのスタッフの姿を見たことがなかった。

「その内に知ることになる。今は気にするな」

「わかった。俺も詮せん索さくは止やめよう」



　やがて季節が秋から冬へと変わり、この頃ころになるとオフィスだけでなく彼女の部屋で一緒に過ごすことも増えていた。

「なるほど……君の家系はそうやって伝えてきたのか」

「ああ、元々はイギリス出身だと聞いている」

　誰だれも知識を持っていない、水の力についてアメリアは様々なことを教えてくれた。恐らく世界中探しても、彼女が最も詳しいと思える。

「……お前は男性なのに運が良い」

「そうかも知れない……あ、いや、そうだな。俺は運が良い」

　彼女からの知識を得た今では、心からそう思えた。

　女性ハンドラーは例の水を取り込んでも、日々、身体からだから抜けていってしまうため、いつかは元通りになってしまう。

　それを考えると、取り込んだモノが永久に消えない男である俺が、今まで無事に生きてこれたのは偶然を通りこして、幸運とも呼ぶべきことだろう。

「だが、全すべての水を避けなくても良いぞ」

「どういう意味だ？」

「もしも……単純に力を高めたいなら方法が無いわけじゃない」

　そして俺は、色の無い……感情を持たない白や透明の水があることも知った。以後、定期的に採取するようになり、苦労していた水を弾はじくスキルもようやく手に入れた。

　その時だけ、珍しく彼女も一緒になって喜んでくれた。初めて笑った顔を見た。



　──半年後。春。

　あれから定期的な採取とスキルの修練を積み……気づけば、大抵のことが出来るようになっていた。

　……何かの間違いで、変な水を体内に取り込むようなミスはありえない。

「油断しないことだな」

「え、ああ、わかっているよアメリア……」

　不意に考えを読まれた。

　自分でもかなりの能力者……いわゆるハンドラーと呼ばれる存在になった自覚もあるが、相変わらず彼女の顔色や考えは全く読めなかった。

「だが、そろそろ良い頃かも知れないな……」

「突然なんのことだ？」

「……この世界には、遥はるかに強い水が存在する。我々はバニッシュと呼んでいる」

「バニッシュ？」

「海の……外洋にある内は良いのだが……内海や陸地に来ることは避けたい」

「……アメリア、さっきから話がさっぱり見えないのだが」

「まあ、黙って聞け。とても重要なことだ」

　それから彼女の説明に耳を貸す俺。



　……なんでも、その水はとても恐ろしい力を持っているそうだ。俺達がいつも目にする、赤や青に光る程度のことではない。

　もし遭遇した場合は、確実に死ぬとも言った。

「よく分からないが……そんなに物騒な水なら採取して捨てれば良いだろ？」

「不可能だ。捕らえることも出来ない」

「何な故ぜ？」

「触れることも出来ないからだ。どんな物質もすり抜ける。金属もガラスも陶器も……何物も何者も捕らえることは出来ない」

「………………」

　思わず言葉をなくしてしまった。

　そのようなモノがこの世界にあるとは到底思えないが……しかし彼女が嘘うそや冗談を言うわけもなく、全すべては事実なのだろう。

「それを見ることは出来るか？」

「映像でならな。当たり前だが、実物は自分の眼めで現地で見るしかない。何せ持ち運びするにも入れる容器がない」

　ある意味、もっともな回答だった。

「もしも遭遇した場合に避ける方法は？　死ぬしかないのか？」

「不運としか言いようがない」

　それは以前にも聞いた言葉と似ていた。

　……遭遇する確率が低いからと、不運だけで語ることに俺は抵抗があった。

　確かにこの世の中には、幸運や不運といったものはあるだろう。それは否定しない。しかし全面的に肯定する気にもなれなかった。

（……不運だけで片付けるよりも、僅わずかでも抵抗するべきではないだろうか……）

「俺も同意見だ」

「……アメリア？」

「対処する方法はある。やるかどうかはお前が決めろ。お前にしか出来ない」

「俺にしか？　アメリアでも無理なのか？」

「…………………」

　その問いには、特に返事はなかった。

「もしお前がやる気なら……それほど難しいことではない」

　小さなガラス瓶を手渡しながらの言葉だった。受け取ったその小さな容器の中には、白く光る水が見えた。

「これは……以前から定期的に飲んでいる、白く光る水？」

「そうだ。お前はまだまだ力が弱い。もっともっと飲まなければならない」

　よく分からないながらも俺は、その小瓶の中身を呷あおる。

　いつも飲んでいるし、特にこれが問題解決になるとは思えないのだが……

「あの水は……力のある者に寄ってくる」

「知ってる。だから？」

「お前が誰だれよりも強くなれば、他ほかの者に害がない」

　そこまで聞き、ようやく俺にも理解できた。

「この俺に……引き寄せるエサになれということか？」

「端的に言うと、そうだ」

「ちょっと待てよ、理屈としては分かるが可能なのか？」

　俺が誰よりも力をつけ、その水を呼び込むエサとなるのは良しとしよう。

「だが、どうやって撃退する？　触れることも出来ないのなら、遭遇した時点で終わりだぞ？」

「ならば、遭遇しなければ良い」

　その言葉を最後に窓の外に目をやるアメリア。

　どこか寂しげな表情のまま、青葉となった街路樹を黙って見つめていた。

　……矛盾している。

　俺が引き寄せるにしても、追ってくる相手は水だ。

　雲となり雨となり夜露となり、どこにでも忍び寄ることだって可能だ……



　──２ヶ月後。ケープカナベラル。

　海軍工こう廠しようの巨大な倉庫で、俺は１隻の軍艦の前にいた。

「なるほど……こういうことか」

　見た瞬間に全すべてを悟った。

「理解したようだな。迎撃が不可能なら……永遠に逃げ続ければ良い」

　既に整備を終えた状態らしき軍艦を前に、そんな言葉を吐く。

　スプルーアンス型の駆逐艦らしい。火力よりも速度を優先していることからも、その目的は明確だった。

「やけに手回しが良いが……最初からこれを狙ねらっていたのか？」

「そうだ」

　短く言い切られた。

「かつて一族の者……男子として成人した者は、似たことを担ってきたそうだ」

「男子？」

「………………」

　何な故ぜかその問いに黙ってしまったアメリア。少しだけ表情が曇るが、すぐにいつもの事務的な男言葉で続けた。

「少なくともお前が健在な内は、他ほかの者に害が及ぶ可能性は減る」

「だが……所しよ詮せんは引きつけて、逃げ回るだけだろ？」

「今のところはな……どうする？　止めるなら今の内だぞ」

「……いや、ここまで来たんだ。やってみよう」

　その了承の言葉に彼女からの返事はなかった。只ただ、手に持っていたアタッシュケースからガラスの小瓶と、何かの書類を取り出し俺に向けた。

「今後はこの水を飲むように……それと遅くなったが、お前のＩＤパスだ」

　手に持ったいつもの小瓶と、まっさらな身分証。

　そこには、海洋戦略部という部署と少佐の階級。エリック・マージナルという俺のフルネームが記載されていた。























　少し肌寒くなったここルアンヌの朝。

　初雪までには、まだ１ヶ月ほどあるけど、早朝は息が白く見える時があった。

「ふぁ～あ、よく寝たぁ、よいしょっと」

　元気よくベッドから下りると、わたしはパジャマのまま居間へと向かう。今日はお洗濯デーなので、学校に行く前に洗濯物を干すのだ。

「ねえ佐さ奈なちゃん、もう起きたぁ～」

　居間に入るとそこに佐奈ちゃんの姿はなかった。でもソファの上にクマが乗っていることで大体の想像がつく。

「うーん、重いですぅ……きゅんきゅんきゅん……」

「あ、久しぶりにクマにフォールされてる」

　ここんとこクララさんが居ないから、また佐奈ちゃんの許もとに戻ってきたのかな？

「この浮気者めっ、てい、とうっ、スーパー佳か奈な子こアタックっ」

　ぺしぺしぺしっ

「昔の貴方あなたはそんな人ではなかったわっ、もう一度やり直すと言ってっ、とう！」

「グルゥゥゥ………」

　ようやく、のそのそとベッドから下りるクマ。恐らくこの人の扱いにかけては世界ランカーだとの自負もある。

「ふぁ～、おひゃよう、おねえひゃん……」

「うん、おはよう。今日はお洗濯デーだから早く準備してね」

「あ、そういえばそうだった。お姉ちゃん行くよっ」

　ぴょんっとソファから下りると、そのまま駆け出す佐さ奈なちゃん。いつも思うけど寝起きが良いなぁ。



　裏庭の大きなメイプルの木の前で、いつものように洗濯を分担作業で始める。

「よいしょっ……じゃあこれ、脱水終わったの」

「あ、うん、ありがと」

　佐奈ちゃんから洗濯物を受け取ると、わたしが洗濯ロープに次々と干していくのだ。脱水槽が小さい為ため、こまめに何度も回す必要があって、少し手間だったりする。

「重たっ、は、はい、お姉ちゃん、次のだよぉ」

　大きな洗濯カゴを両手で抱えて持ってくる佐奈ちゃん。脱水係は脱水機が回っている間は楽なんだけど、この移動が重くて大変なのだ。

　それに対して干す係のわたしは、洗濯ロープが高い位置にある為、ジャンプを繰り出す必要性があった。

「ふう、とりあえずこれで前半ラストだよ」

　そして脱水した洗濯物を持ってくると、最後の分は二人で一緒に干した。残りは洗濯槽が洗い終わるまで、しばらく時間が必要だった。

「さてっと、大体こんなもんかな？」

「うーん、ちょっと疲れちゃったかも～」

　前半の洗濯物を終わらせると、お互いにパジャマのまま大きく伸びをする。

　思えばこうやって二人で、洗濯作戦を遂行するのも今では恒例の……当たり前の風景になろうとしていた。

「あ、そういえば佐奈ちゃん……今日、ミルさん達が帰って来るって言ってたよ」

「知ってるよ。昨日ツインテから電話あったから」

「ふぇ？……ツインテってクララさん？」

「うん、西海岸にいるらしいから、お土産なにが良い？　って言ってきたの」

「そ、そうなんだ……」

　知らなかった。いつのまに佐奈ちゃんとクララさん、仲良くなってたんだろ？　お姉ちゃん的に、最も考えつかない組み合わせだよ。

（……でも、クララさんもそうだけど、佐奈ちゃんも今後はどうするつもりだろう？……）

　元々、佐奈ちゃんの場合も、勢いでここに来ちゃったところがあるけど、このままあの高校に通う気なのかな？

　別に本人も喜んでいるっぽいから気にしなくても良い気もするけど……

　……それに私は、佐さ奈なちゃんに対して例の水のことをいつまでも秘密にしていることも気掛かりだった。

　以前に最強ハンドラーベスト３にノミネートされたことや、ミルさんだけでなくクララさんも、わたしに何かを期待しているようだし……

　……いつまで隠しておくのが良いのか分からないけど、いつか正直に告げるべきではないだろうか……

「……どうしたのお姉ちゃん？　急に暗い顔して？」

「え、ううん、なんでもないから気にしないでっ」

「じゃあ、まだ洗濯機止まるまで時間あるから、今の内に学校行く準備しないと」

「あ、うん、そうだね」

　二人並んで裏庭を後にした。

　まだ時間に余裕があるとはいえパジャマのままでは学校行けないし。



　それからセーラー服に着替えて、佐奈ちゃんの支度を待っている時だった。

「ちーすカナコ、元気してたー」

「あ、ミルさん……」

「はふう、おはようございます……腹へった……」

「て、それにクララさんも」

　数日振りに帰ってきた二人。今日、帰ってくることは聞いていたけど、こんなに早い時間だとは思ってなかった。

「ああ、まだクララは寝起きだから、あまり相手しない方が良いわよ」

「すみません、こんな性癖で……」

　よく分からないけど割と仲良さそうに見える。

　……元々、ミルさんとクララさんは敵同士のような関係だと聞いていたので、少し心配していたところだった。

「それじゃカナコ、すぐ出発するから支度してくれる」

「……出発？　てゆーか、わたしこれから学校なんですが……」

「悪いけど今はこっち優先してもらえるかしら？　なんたってマージナルを沈めに行くんだから」

「……マージナル？」

　あまりに唐突なので話が見えない。

　マージナルって、確か以前に乗ったあの駆逐艦のことだろうか？　でもあの船ってクララさんも乗ってた船なんだけど。

「とにかくカナコ……貴女あなたに無理はさせないわ……」

「えと、さっきから何のことですか？」

「大丈夫よ。既に私の覚悟は出来ているからね……」

　その言葉を発した時、いつものミルさんの顔ではなかった。今まで見たこともないような真剣で思いつめた顔に見えた。

「お姉ちゃん、おっはよー……て、ミルさんにツインテもいる？」

　ちょうど服を着替え終わり、カバンを手にした佐さ奈なちゃん。わたしにも今の状況がイマイチ分かってないけど、ちょっと誤魔化すの大変かも。

「それよりお姉ちゃん、そろそろ出ないと朝ゴハン食べる時間なくなるよ？」

「あ、えと、そのう……実はちょっと出掛けることになって」

「ふぇ？　そうなの？　どこまで？」

「………………」

　思わず言葉をなくしてしまう。

　その行き先を知らないことよりも、そもそもの水のことを秘密にしたまま、上う手まく説明できる自信がなかった。

「うーん、よく分からないけど、もちろん私も一緒に連れてってくれるよね？」

「あ、えと、佐奈ちゃん……」

「学校お休みはちょっと残念だけど、すごく楽しみかも～」

　……駄目だ。こんなに喜んでいるし、見るからに感情の色も楽しいを表す、強い黄色を放っていた。

　わたしがどう答えて良いのか分からないでいると……

「サナ、悪いけど学校へは貴女あなた一人で行ってくれる？」

「えっ、ミルさん、どうして？」

「カナコとケイは少し用事があって、これから出掛けるのよ」

「え～、そんなぁ、私は連れてってくれないの～」

「その理由は言えないけど……代わりにさっきの質問に答えてあげるわ」

「……質問？」

「どこに行く？　に対しては……『遠く』とだけ答えておくわ」

「………………」

　その言葉に黙ってしまった佐奈ちゃん。

　いつもならこの後、膨れて怒るか、わけの分からないことを言って、駄々をこねるかなのに……

「……帰りは？……」

　落ち着いた声でしっかりと言った。もう先ほどまでの顔ではなかった。

「ミルさん……お姉ちゃん、いつ帰って来るの？」

「出来るだけ早く帰れるように努力するわ」

「お姉ちゃん、また元気に帰って来れるよね？」

「そうね……約束は出来ないけど、きっと大丈夫よ」

「うん、だったらわかった」

　素直に頷うなずくとそのまま中庭へと駆け出してしまった。

（……もしかしたら佐さ奈なちゃん、ホントは気づいているんじゃ……）

　それにさっきのミルさんの言葉。

　どこかいつもと二人の雰囲気が違うことを感じていた。

「ねえミルさん、まだ出発まで時間ある？」

「少しだけならね……良いわよ、サナのところに行くんでしょ？」

「あ、うん」

　……今まで、ずっと水のことは佐奈ちゃんには秘密にしてきた。その方が良いと思ってた。

　でも、もしかしたら今こそ告げるべき時かも知れない。



「はふ、とりあえず洗濯物の後半やらないと……」

　裏庭のメイプルの前。そこには一人で洗濯物の続きをする佐奈ちゃんの姿。

「……佐奈ちゃん、わたしも洗濯手伝うよ」

「あ、お姉ちゃん……まだ出発してなかったの？」

「うん、まだもう少し時間あるから……」

　曖あい昧まいに言葉を濁すと、わたしは黙って脱水槽から洗濯物を取り出し、佐奈ちゃんへと手渡した。

　……佐奈ちゃんがここに来てから、ずっと二人で洗濯係をやってきた。

　いつも変なことで大騒ぎしてたけど……こうして一人残して出て行くようなことは初めてだった。

「ふう～、ようやく終わったぁ、よいしょっと」

　小さな掛け声と共に、ちょこんとガーデンチェアに腰掛けた佐奈ちゃん。

「……まだお姉ちゃん、時間ある？」

「うん、大丈夫だと思うよ」

　よいしょっと小さく声にして、同じように隣に腰掛ける。

　……なんて言って切り出せば良いのだろうか……

　あまりにも説明が長くなりそうだし、今まで隠していたこともあって、どう言えば良いのか言葉が浮かばない。

　……でも、このまま隠したままなのは、きっといつか後悔するような気がして……

「あのね佐奈ちゃん、えと、実は今まで黙ってたけど……」

「ううん。何も言わなくても良いよ」

「えっ……」

「お姉ちゃん達が、私になにか隠し事してるのは気づいているから」

　真まっ直すぐな目で、はっきりとそう答えた。

「でもね……きっとなにか理由があることだと思うの」

「……佐さ奈なちゃん？」

「私には、それが何なのか想像できないけど……お姉ちゃんが私に、変なことするわけないもん……」

「………………」

「……だから隠したままで構わないの」

　思わずわたしは言葉を探していた。

（……こんな時、どのように言えば良いのだろうか……）

　風に揺れる真っ白な洗濯物を背に、穏やかな黄色い色を纏まとった佐奈ちゃん。この妹に対して言える言葉はそれほど多くなかった……

「……うん、ありがと佐奈ちゃん」

「ううん、それより早く帰ってきてね……そうじゃないと私、あの男子校でアイドルになっちゃうよ」

　そういって笑ってみせてくれた。

　これから、何日の旅になるか分からないし、この先もどうなってしまうか分からないけど、わたしも同じように笑って返した。



　──まだ高い太陽。

　走り出した大型クルーザー。もの凄すごい速さで進み、見慣れた岬をあっという間に絵葉書サイズに変えてしまう。

　少し湿った潮風も、明るい日差しが気持ちよかった。

　あの時と違うのは、佐奈ちゃんの代わりにクララさんが一緒なのと、今度はマージナルの人達とも合流予定らしいこと。

　……でもマージナルの人達って、どんな人なんだろ？　以前に少しだけ艦内を見せてもらった時は、若い女の人が多いみたいだったけど。

「ああぁ、ぎもちわるい……船が揺れるの、もう勘弁してぇ……」

「わ、大丈夫ですか、クララさんっ」

「お恥ずかしい話ですが、私、船酔いする性癖がありまして……」

「や、とても、駆逐艦に乗ってた人のセリフとは思えないですね」

　それとも軍艦くらい大きな船になると、あんまり揺れないから平気なのかな？　あとやっぱり性癖とは言わないと思います。

「ねえカナコ……て、あら、クララどうしたの？」

「ずみません、なんか船酔いしたっぽくて……」

「ふーん、セスナも平気だったのに面白い子ね……ま、向こうと合流するまでには復活しておいてね」

　と、あっさりした返事をするミルさん。

「ふぁい、パタリっ」

　あ、マンガみたいな倒れ方しちゃった。相変わらずクララさんって、掴つかみどころが難しい人かも。

　そもそも船から来た人ってだけで、よく知らないところも多いし……悪い人じゃないみたいだけど、なんかちょっと変わってるような。



　──夜。辺りが真っ暗となり月が海を照らしていた。

　どこにも島影が見えないところを見ると、かなりの沖合いなのだろう。既に今はクルーザーも停泊させ、辺りには波の音だけが響いていた。

　そんな中、細さざ波なみの立つ水面に手を浸したミルさんが居た。

「もしかして、またマージナルに手紙を出しているんですか？」

「そうよ。マージナルじゃなくて駆逐艦だけどね」

「はい？」

「ああ、カナコには言ってなかったわね、実は……」

　今までの経緯をかいつまんで教えてくれたミルさん。

　なんでもわたし達が以前に乗った駆逐艦は、本当はマージナルではないこと。

　実はあれは２番艦のような存在で、本船とも言うべきマージナルは、今もどこかにあるらしい。

「あ、もしかして……以前に言っていた探し物の船って……」

「ええ。そのマージナルのことよ」

　ようやくわたしの中でも見えない疑問の一つが繋つながった。

「ま、あの２番艦の連中とも、元々は仲間とゆーか、同じ目的だったんだけど……ちょっとした行き違いがあってね」

「行き違いって？」

「それに関しては、私の口からは言いたくないわね。身内のことでもあるし」

「え、あ、すみません……」

　身内という言葉で、すぐにわたしは謝る。プライベートでもあるし、わたしが踏み込んではいけない気がしたからだった。

「でもミルさん、だったら昔はもっと仲が良かったんですか？」

「少なくとも最初の内は、レーダーにも映っていたけど……私の前任者の頃ころから、あの駆逐艦は姿を隠すようになったの」

「どうして？」

「もし私達ＤＩＡがマージナルを見つけたら、沈める予定だからよ」

「あれ？　以前にクララさんも同じようなことを言ってたような……」

　その時にこそ、わたしの力が必要だと聞いていた。

「カナコ、同じ沈めるにしても、少しだけ違うのよ」

「？？？」

「あっちは、船だけ沈めるつもりで……私達は、中の乗員ごと沈めるつもりよ」

「ええっ、乗員ごとって……」

「驚かなくて良いわよ。もう誰だれも乗っていないから……生きてる人はね」



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──95年。春。ベーリング海。

　米軍籍スプルーアンス級駆逐艦。通称マージナル。



　この艦が進水してから約２年。

　その間、強い水を飲み続け、力を増すごとに……例の水も呼び寄せ易やすくなっているのだろう。

　指示された作戦はシンプルだが、実際は思った以上に厄介だった。

　例の水の接近を悟ると、すぐに外洋に向け舵かじを切る。完全に離れてしまってもいけないし、もちろん追いつかれてもいけない。

　それでも追いつかれそうな場合や、不意な遭遇に対しては、砲撃で対処した。

　具体的には燃やして気化する。

　もちろん気化したところで、消えてなくなってしまったわけじゃないが……

　再び雨となり水となり、再びこの大洋に集まるには、少なくとも数年を要するだろうと教えられた。

　結局はその場しのぎだが、他ほかに手はないらしい。

「……ようやく来たか……」

　艦上空で旋回するヘリ。ゆっくりとデッキに降り立った。

「……久しぶりだな」

　ジャンプスーツに身を包んだアメリアの第一声。月の内１週間ほどをここで過ごし、それ以外は陸軍本部か海軍工こう廠しように詰めていた。

「なあアメリア、先日受け取った辞令だが……」

「中佐が不服か？」

「そうではない、不相応だと言いたい」

「この艦が米軍籍である以上、駆逐艦の艦長は中佐以上と決まっている」

　そうは言っても軍大学も出ていない自分が艦長という時点で違和感がある。

　元々、この艦は限られた装備だけを前提とした作りになっており、僅わずか10人ほどでも航行が可能となっていた為ため、余計に仰々しく感じた。

「それよりも、先日から風が強い。砲撃の際は十分に注意しろ」

「ああ、わかっているさ」

　そして、いつもの注意事項に少しうんざりしながら答えた。

　常に彼女の意向の最たるものは、沿岸部では決して砲撃するなだった。以前から言われ続けているが、陸上への危険性を過敏なほど心配していた。

　……そうはいっても、常に外洋まで引っ張って行けるわけじゃない。いつか不意にでも内ない海かいで遭遇した場合、砲撃するしか手がないだろう。

「そうでもない。いつか、あの水すら捕らえることも出来るようになる」

「どうやって？」

「今はまだ無理だ。もっとお前の力が強くならなければな」

「そうだな……」

　曖あい昧まいに答えて返した。反論や質問は山ほどあるが、まだ俺がハンドラーとして弱いことだけは自覚していた。

　いまだに俺には、彼女の感情も考えも全く読めないからだった。



　──それからもアメリアは定期的に乗艦し、俺に指示や作戦を与えていた。

　基本的に彼女の言動は、その時には理解が出来なくとも、後で頷うなずけることが多かった。ただ、その中で俺が唯一、納得できないことがあった。

「おいアメリア、その子達はなんだ？」

「クルーとして使ってくれ」

　見るとまだ若い女性が３人。

　あくまでも日常生活に支障をきたす者だけという約束で、定期的にこの艦へと連れて来ていた。

「一応、３人とも最低限度の知識とスキルは持たせた上で、連れてきた」

「……あまりそのようには見えないがな」

　デッキ上で、少し緊張した様子を見せる３人。まだ若い。当たり前だが全員女性。水を見る能力も、動かす能力もあることは一目見てわかった。

　……だが、その程度では困るのが俺の本音だ。

　俺はデッキに置いてある、大きな消火用の樽たるに手を浸す。

「弾はじいてみろ」

　言いながら中にあったドラム缶４つ分ほどの水を、彼女らにぶちまけた。

「きゃっ、冷たっ……」

　可愛かわいらしい声を上げ、びしょ濡ぬれになった３人。その隣ではアメリアが機嫌悪そうに、むすっとした顔で俺を見つめていた。もちろん彼女が水に濡れることはない。

「アメリア、連れて帰ってくれ。まだこの船に乗る資格はない」

「足手まといか？」

「まあな。この程度なら、数年ほど水に注意して暮らせば、じきに影響も消えて、日常生活も送れるようになるだろう」

　むしろ恐ろしい水を引き連れているこの船に乗る方が危険だった。こちらの足手まといであるだけでなく、本人にとっても良くない。

「そちらが人を連れてくるのは構わないが、こちらはこちらで勝手にクルーを募らせてもらう」

「いいだろう。いくらＣＤＣでも、世界中に居るであろうハンドラーを、フォローすることは出来ないからな」

「とりあえず、幾つかの乗船資格を決めようと思うが……」

「任せる。艦長はお前だからな」

　……こうして俺は、この艦に乗る為ための条件を考えた。

　年齢、国籍に関係なく明らかにハンドラーとしての資質の高い者……言いかえれば一般社会で暮らすのが困難な者を最優先で集めることにした。

　……数年かけて水の影響も薄れ、普通に暮らすに困らないまでスキルを極めれば……再び、陸上に戻れば良い。

　その為にも、アメリアが提示する形式だけの軍籍ではいけない。

　決して安全とは言えないこの艦での暮らしの為、軍律を徹底することとした。



　そう。この艦は楽園ではない。

　俺というエサを相手に、例の水を誘い出す装置にすぎない。

　ここに集う者は、あくまでも一時の仮宿のように、無事に帰還することを目的とするべきだろう……



　──一年後。セーシェル諸島沖。

　夏。晴れ渡った空。

　昨夜まで続いていた熱帯低気圧が消え、どこまでも真っ青な海と空が広がっていた。

「どうやら、近くで船が沈んだらしいな」

　デッキ上。ぽつりとアメリアが呟つぶやく。波間を見ると、割れて細切れとなった木片や、プラスチックの残ざん骸がい、ボートのオールらしきモノが無数に浮いていた。

「きっと昨夜の時し化けに巻き込まれたのだろう」

　破片から大型クルーザーだと推測されるが、こんなインド洋のど真ん中で、巨大な低気圧に遭ってはひとたまりもない。

　そんなことを考えながら、波間に浮かぶ残骸を見やっている時だった。

「……右う舷げんだ。10㎞ほど先に誰だれかいる」

「ここから見えるのか？」

「感じるのだ。その内お前にも出来るようになる」

　半信半疑で指示された場所に艦を向ける。やがて波間を見た時、俺は息を呑のんだ。

「おいアメリア、あの子、浮いてるぞ？」

「まだ幼いが……かなり強いな」

　恐らくは唯一の生存者であろう女の子を拾い上げる。

　アメリアの推理によると、元々の資質のあった者が、難破し海にさまよう間に強力な水を口にしてしまったのだろうと言った。

　俺もＣＤＣ時代に、海難事故と例の症例の関係性があると見ていた。逆にいえば陸上で普通に暮らす者での症例報告は少なかった。

「おい、大丈夫か、しっかりしろ」

「あ、うん……ここは？」

「船だ、もう安心して良いぞ」

　抱きかかえながら脱水症状を起こした身体からだに真水を与える。その表情や見える色から深刻な状態ではないことは分かった。

「なあアメリア、既にこの子は水を弾はじくことが出来るのだな……」

「かなり強い水を採取したらしい。よく死ななかったものだ」

　……この時に助けたロリータと名乗る女の子。彼女こそが本当の意味での、この船に乗るにふさわしいクルーの一人だった。



　──３年後。太平洋。ハワイ諸島沖。

　世界中の海を巡り、可能な限り外洋を航行した。

　文字通り、逃げ続けるだけで不毛に思えるが他ほかに手はなかった。

　あれから変わったことと言えば、アメリアが月の半分をこの艦で過ごすようになったことくらいだった。

「ちょっとアメリア、もう変な人、連れて来ないでって言ってるのにぃ」

「変ではない。クルー候補の者だ」

「そんなこと言って、いつも頼りない人ばっかりだよ」

「いや、全員軍籍でお前よりもしっかりしている」

　広く殺風景なデッキ上に、最も似つかわしくないと思える二人の姿。

　一人は先日８歳の誕生日を迎えたばかりのロリータ、もう一人は大きく胸の開いたパーティドレスに身を包んだアメリア。このような服装の彼女を見るのは初めてだった。

「ところで、それはイメチェンか？」

「違う。式典の帰りだからだ」

　相変わらずの口調で答えられた。珍しく女性らしい出いで立たちでも、本人としては不満なのかも知れないが……残念ながら俺の能力では彼女が本当に嫌がっているのか、それとも内心では喜んでいるのか分からなかった。

「ところで今度から、ＤＩＡの管轄に入ることになった」

「それで？　何か変わるのか？」

「特に今までと変更ないが……艦名が必要になった。監査の問題だから形式上だけで何でも構わない」

「どうして俺に尋ねる？」

「艦長だろ？」

「言われてみればそうだったな……アメリアに任せる」

　特になにかするわけでもない為ため、すっかり忘れていた。

　そもそも俺は航行の知識はなく、軍から派遣された航海士が全すべて行っていた。砲撃も軍から来た射手が行っている。

　この俺がすることと言えば、毎日少しずつ強い水を飲み、エサとしての価値を上げているだけ。例の水の索敵にしても、俺よりロリータの方が目ざとく見つけた。

　……お飾りだとしても別に自分が艦長である意味は薄い気がする。

「そうでもない。お前にしか出来ないことがある」

「俺にしか出来ないこと？」

「ああ、まもなくその日が来る」

　相変わらず意味ありげな言葉を吐くアメリア。出会った頃ころから謎なぞも多い。

　そもそも現在の駆逐艦にしても、定期的に連れてくるクルー候補にしても、かなり大規模なプロジェクトや国権力が動いていなければ不可能に思えた。

　にもかかわらず、俺は彼女以外の関係者を知らない。軍の後ろ盾があったにしても、秘匿性が高すぎる。

「アメリア、今更かも知れないが……お前達の目的は軍事利用か？」

「まさか。その気ならとっくにやっている」

「確かにな……」

　自分もＣＤＣ時代の知人がいないわけではない。そのような噂うわさや動きがあれば、おのずと耳にも届くはずだった。

「では、君達は何者なのだ？　軍に顔が利くことは理解したが、その目的が見えない」

「……これもまもなく知ることになる。お前が俺より強くなればな」



　──数ヶ月後。夏。インド洋沖。

　その夜は台風の影響で海が時し化けっていた。これだけ大型の駆逐艦にもかかわらず、かなりの揺れを感じていた。

　そんな暴風雨のデッキ上に、一人佇たたずむアメリア。

　激しい真横からの雨が、彼女の身体からだのギリギリのところで弾はじき返され、真っ白な水煙を上げていた。

「アメリア、まだ寝ないのか？」

「今夜は注意が必要だ。台風が去るまでここで海を監視している」

「……この時化と関係が？」

「ああ、今夜は砲撃を許可することが出来ない」

　何な故ぜ、砲撃が出来ないかの理由は想像できなかった。今までは沿岸部や陸地が近い場所でない限り問題なかった。既にここは外洋であり、辺りに人の住む場所はない。

「この風と低気圧では、ここからでも陸に届く。いや、恐らく今夜のような時し化けでは、どのような場所で気化させても、陸への影響は消えない」

「……理屈としては分かるが、だからといってどうにもならないだろう？」

「だからこうやって監視を厳重にし、あの水の接近を少しでも早く察知できるようにしている……」

　雨と風の音で、どこか弱々しく聞こえた。

　……しかし、そこまで陸地への影響に神経質にならなくても良い気がするが……

「実は、よくわかっていない……」

「はあ？」

「あの水が、燃えて気化し……その後どうなってしまうのか……」

「……以前にお前が教えてくれたのでは？　決してあの水が、この世から消えてしまうことはないと」

　たとえ気化しても、雨となり水となり、再び集まると俺に教えたはずだ。

「その過程が不明なのだよ」

「？？？」

「仮にあの水が雲となり、再び雨になったとして……そのまま、あの水が雨粒として降ってくると思うか？」

「さあ、どうなんだ？」

「わからん」

「おい、ここまで話しておいて、いい加減だな」

「わからんものはわからん。そのままなのか、薄くなるのか、凝縮されるのか……」

　この説明からすると雨として降る時には、性質自体も分かっていないことになる。

　そのままなのか、弱くなるのか、更に強くなるのか……それとも、この段階では無害な可能性だってある……

　……分かっていることは、一いつ旦たん、燃やして気化させても、数年の時間を経て、再び目の前に同じ姿で現れるということだけ。

　肝心の経過が全くわからない。

「実は、我が家の口く伝でんでは、空から雨へと化す時には……一旦、一滴にまで凝縮すると言われているが……これも実証のしようがない」

「何な故ぜだ？」

「無数に降る雨の中から、たった一滴を見つけることなど不可能だろ？」

「確かに……」

　只ただ、凝縮が更に密度や強さを高めるという意味ならば、一体どのようなものなのだろうか？……あの水ですら、どんな物質もすり抜けてしまうのに、それ以上、強くなってしまうと一体どのようになってしまうのか想像も出来ない……

「だから陸地にだけは、あの水が行かないように気をつけている。少なくとも外洋ならば、たとえどんな状態で雨となっても人への害はほぼない」

　なるほど。

　そこまで聞いて少しだけ俺にもアメリアの言動が理解できた。

「もしかすると、お前の仕事……目的はこれか？」

「………………」

　以前から、このように海洋で軍艦に乗っていても、陸軍籍なのが気になっていた。

　恐らく彼女の仕事とは、例の水の研究や軍事利用でもなく……単純に国防、人の住む陸上部の危険排除なのかも知れない。

「大体、合っている……が、仕事ではない。そのような役目だ」

「役目？　どう違う？」



「そこまでお前に話す義務はない。それよりも来たぞ……」

　指差した先には、遥はるか先の海面で不思議な輝きを放つ小さな点。彼女がバニッシュと呼ぶ、例の何物も触れられぬ存在の水だった。

「どうするアメリア？　先ほどのお前の説明だと砲撃できないのだろ？」

「当然だ」

「しかしここは既に外洋だぞ？」

　それはもう逃げ場のないことを意味していた。もし追いつかれ、接触された場合は、この艦も只ただではすまない。

「手はある。お前は少し俺から離れていろ」

　答えながらガラスの小瓶を取り出すと、一気に口に含むアメリア。いつも自分が渡されて飲んでいる水よりも明らかに強いものだった。

「今すぐ目標を砲撃しろ」

「え、だが……」

「早くしろ。これ以上、艦に近づけたくない」

　言われた通りに俺は、ブリッジに指示を飛ばす。約３秒後に自分達のいるデッキ上に轟ごう音おんが響き、暴風に荒れる海には、真っ赤なハープーンの火の尾が曳ひかれた。

「まだお前には無理だが見ておけ」

　言い終わると同時に、船から飛び降りるアメリア。

　海面に降り立った瞬間、太さ数㎝ほどの細い水のラインが手元から伸び、もの凄すごい速さで一気に数百ｍ先の爆炎へと向かう。

　そして目的地の真上に到達すると、すっぽりと傘状に広がり、燃え上がる煙ごと包み込んでしまった。

　……もしや、気化した状態のを集めているのだろうか？

「そうだ。そのままの状態では不可能だが、気化すれば可能となる」

　やがて、ゆっくりとその下部を閉じ、完全に密閉へと姿を変えた。まるで巨大なしゃぼん玉だ。



「こうやって、捕らえることは可能だ」

　舷げん側そくのタラップに戻り、そこから言葉をかける彼女。その手の先には、巨大な水のしゃぼん玉が続いていた。

　彼女の説明通りだとすると、この水の檻おりとも言うべき中には、例の水が気化した状態のまま入っていることになる。

「だがアメリア、何物も触れられない筈はずでは？」

「強いハンドラーが操る水だけが、唯一、触れることが可能だ。後は時し化けが収まるのを待ち、それから放つ」

　……なるほど。それならば外洋だけで大丈夫であり、恐らく沿岸部でも同じやり方で対処できるだろう。

　やがて嵐あらしが止やみ、ずっと海中に浸つけたままだった手を抜くアメリア。その手の先に続いてた巨大なしゃぼん玉も弾はじけると、一瞬で空へと消えた、湯気のような水蒸気。

「今の水が再び雨と化しても、犠牲は最小に留とどめたつもりだ。次からはお前がやれ。まもなく可能になるはずだ」

　ガラスの小瓶を手渡しながらの言葉だった。それを飲み続ければ、俺に出来るようになるという意味なのだろう。



　──３年後。オーストラリア沖。

　例の水の捕らえ方を覚え、いつしか俺にも同じ真ま似ねが出来るようになっていた。

　そのため、以前は外洋を航海することが多かったが、今は出来るだけ沿岸部を監視するようにとの指示に変わっていた。

　……こうすることによって、陸に近いところにいた例の水を、外洋へと引き出すことが出来るからだろう。

　これだけでも人に害が出る可能性が大きく減る。



　そして、相変わらず捕らえても放すだけだが、それでも随分と楽になったように思う。

　以前は引きつれ、逃げるだけだったのに対して、たとえ一時的とはいえ捕らえる術すべがあるのは大きく違っていた。

「まだ低気圧の兆しは見えないな……」

「ん？　お前、もう起きたのか？」

　昨夜遅くにヘリで乗艦していたアメリア。まだ早朝だというのに早くもデッキに姿を見せていた。

「またＣＤＣから３人ほど連れてきた。乗船資格を下してくれ」

　言い終わると同時にアメリアの背後から、現れた二人の女性。既にこの艦の制服を着ているところを見ると、今日の候補者は彼女にとって自信があるのだろう。

　……ならちょうど良いかも知れない。

「ロリータ、バスケス、ちょっと来てくれ」

「なあに？」

　小走りで駆けてくるロリータと、まだ幼くとてとてやってくるバスケス。俺は以前から考えていた案を試すことにした。

「二人とも、あっちの女の子が何を考えているか分かるか？」

「うん、ちょっと緊張してるみたい。あとアメリアを怖がってるね」

　即座に答えたのはロリータだった。もちろん正解だ。

「バスケスはどうだ？」

「うーん……よく分からないかもぉ……」

　まあ、それも無理はない。まだこの子は幼すぎる。それなりに資質は感じるが、ハンドラーとしては、まだまだこれからだった。

「……おい、さっきから何の真ま似ねだ？」

「ああ、悪い。とりあえず連れてきた二人は合格だ。この船のクルーになってもらおう」

　何らかの目安が欲しいと思っていたところだった。

　この船で最も能力の低い者に心が読めなければ合格としよう。現在のところ、それはバスケスとなる。

　逆に最も高い者……現在はロリータだが、もし彼女にも読めなければ、生産や運営ではなく、あの水と戦う……迎撃する者として迎え入れよう。

「おい、どうして合格なんだ？　その判断基準は？」

「……何な故ぜ俺に聞く？　お前は聞かなくても分かるだろう？」

「………………」

　その言葉に少し黙ってしまったアメリア。

「最近は、お前の思考も読めない時がある……」

「そうなのか？」

「ああ、少なくとも以前のようなわけにはいかない」

　どこか寂しげな顔で呟つぶやいた。つまりそれは、俺がそれだけ強くなったということだろう。

　……気づけば、最初はロリータだけだったこの船のクルーも次第に増えてきていた。

　先ほどの子を含めるとこれで15名となるだろう。

　以前に軍から派遣してもらっていた航海士や砲撃手も帰し、今では自分が集めたハンドラー達が、その役目を担っていた。

　……ただ、これだけ世界中を巡ったのにもかかわらず、男性の能力者が皆無だった。



　──その夜。

　現在は天候も落ち着いているが、まもなく時し化けが来る。

　つまりそれは、もし遭遇した際には砲撃だけでは済まないことを意味していた。

　……今、思えばアメリアがこの艦に来る時期は、低気圧が来るタイミングと合っていたように思う。

「その通りよ。私なりに考えて乗艦していたの」

「アメリア？」

　珍しく可愛かわいらしいブラウスにスカート姿だった。

「ちょっと、そんなに驚かないでよ。私だって、たまにはこの手の服を着ることくらいあるわよ」

「え、あ、ああ……そうだな、悪かった……」

　その姿以上に驚いたのが、彼女の口調だった。

　……いつもならば事務的な男言葉で、間違っても自分自身のことを、『私』なんて言わなかったのに……

「……もしかして、誰だれか良い人でも出来たのか？」

「はあ？」

「あ、いや、お前だって年とし頃ごろの女性なんだし……」

　最初に知り合ってから既に10年以上の月日が経たとうとしていた。

　特にそういったプライベートなことは一切話さない彼女ではあるが、ボーイフレンドの一人や二人はいるだろう。それに軍上層とも繋つながりがあるようだし、ああ見えて良家の子女なのかも知れない。縁談だって多いだろう。

「もう、さっきからなに馬ば鹿かなこと考えてるのよ」

「え、そうか？　俺としてはそれほど変だとは思わないが……」

「あのねぇ、私に恋人って言うけど、そんなの作るヒマあると思う？　年がら年中、こんなむさ苦しい軍艦に足を運んでるっていうのに？」

　そう言って、少し拗すねたように膨れてみせる。今の服とも相まって、まるでアメリアとは別人のようにも思ってしまう。

　……それとも、これが本来の彼女の姿なのだろうか？

「うーん、どうなんだろうね。そのへんは自分でも分からないけど……貴方あなたから見て、可愛いと思う？」

「えっ……可愛い？」

「そうよ、これでも私なりに少しは頑張ったんだから、変な回答だと容赦しないわよっ」

「………………」

　どう返事をしようか悩んで、俺は心の中で素直に思うことにした。

（……似合っている。可愛いと思う……）

「駄目。ちゃんと言葉にしてよ」

「え、ああ……可愛い……と思う」

「あははっ、そうでしょ、そうでしょっ♪」

　俺の言葉を聞き、嬉うれしそうに少し跳ねてみせるアメリア。

　……ま、どうせ彼女には感情だけでなく、考えまで見透かされている。今更、言い訳や隠し事などしても無意味なのは、よく分かっていた。

　むしろ、突然こんな仕草を見せたことに、俺は驚きと違和感を覚えていた。



「……どうやらね、今日で最後かも知れないのよ……」

　ぽつりと呟つぶやいた。

「もしかして、もうこの艦に来れないってことか？」

「ううん、そうじゃないわ……どうせバレるならって思ってよ」

「バレる？　今一つ、言ってる意味が分からないが……」

「ま、それも含めて、一度くらい女の子らしいとこ見せたかったのよ」

　明るく笑いながらの言葉だったが、どこか俺には寂しそうに見えた。

　いよいよ低気圧の影響で雨が降り始め、風が強くなる。本格的に海が時し化けようとしていた。



「来たわよ……右う舷げん、３０００ほどにいるわ」

「……みたいだな。陸まで近いし捕らえてくる」

　俺はそれだけを告げると、海へと駆け出す。そのタイミングに合わせるように砲撃を指示するアメリア。

　このように気化して捕らえるのも既に手て馴なれたものだった。

　……後は、時化が止やむのを待って放てば良い。これだけ陸から離れていれば再び雲となり、雨となったとしても、全すべて海だけで片がつく。



「おかえりなさい」

　タラップに戻ると、出迎えに来ていたアメリア。

「恐らくこの嵐あらしは、２時間ほどで止むだろう。そのくらいなら捕まえたままで大丈夫だと思う」

　その間にも艦は外洋へと進む。そこで放てば問題はない。もう何度も繰り返してきた行為だった。

「いえ、今日は……今日からは放さなくて良いわ」

「なんのことだ？」

「……そろそろ、ケリをつけましょう」

　俺の手から伸びる水の檻おりを見ての言葉だった。先ほどまでと違って、その表情はとても厳しいものだった。

「飲むのよ」

「え、飲むって……まさか、これをか？」

「そうよ」

　俄にわかには信じられなかった。

　もちろん俺だって、閉じ込める術すべがあるなら、それが最良だと思っていたが……

「結局、捕らえても、その度に放していては意味がないのよ。封じ込めて外界に出さないようにして初めて安全なのよ」

「それは理解できる……しかし……」

「大丈夫……今の貴方あなたなら死にはしないわ」

　だが男のハンドラーは、飲んだモノが消えない。だからこそ今までも、あまりに強い水は控え、慎重に少しずつしか採取しなかったのに。



「残念ながら貴方の体内しか留とどめることの出来る場所はないのよ。私達ではいずれ体外に出てしまうから無意味なのよ……」

「これが俺の……男のハンドラーの義務か？」

「ええ、少しでも多くを捕らえてちょうだい……」

「……わかった」

　俺は捕らえていたものを液化させると一気に飲んだ。普段の塩辛いだけのあの水と違い、どこか爽さわやかな味に思えた。

　……こうやって飲み続けることで、どこまで身体からだがもつかは分からないが……他ほかに出来る者がいない以上、自分がやるしかない。

「……もしかしたら間に合うかも知れないわ。私に弟が産まれたと聞いたから」

「アメリアの弟？　つまり男のハンドラーということか？」

「ええ、妹のミルより10も年下だけどね……」

　その子が成人し、一人前のハンドラーになるのが早いか、それとも俺の限界が早いかは分からないが……

「……恐らくは間に合わないだろう」

「悪いわね、本来はウチの家系だけで処理してきたことなのに……ここ50年近く男子は育ってないのよ……」

「別に構わないさ」

　むしろこの世界にある、全すべての危険な水を……俺一人で取り込んでやる。そうすれば、他に誰だれも、こんな真ま似ねをする必要がなくなる。

「……アメリア、一つだけ質問して良いか……」

「えっ……」

「もし俺が死んだ時には……それまでに、蓄えた水はどうなる？」

「………………」

　答えはなかった。

　どこか困ったような翳かげりのある顔を浮かべて黙ってしまうアメリア……だか俺には読めた。今まで彼女の感情や考えは読めなかったのに。

「そうか……俺のからだごと粉々に飛び散るのか」

　なんとなく陽気に両手を開いてみせた。

「……やっぱり、もう貴方あなたには隠しごとが出来なくなったようね」

「みたいだな……」

　そして、今まで見えなかった彼女の俺に対する気持ちもハッキリと伝わった。

「……こんな時には……なにか俺も、答えた方が良いか？」

「必要ないわ。聞かなくても知ってるから」

「そうだったな。もう長い間、お前には筒抜けだったからな……」

　ただし、今後は俺の心が読まれることはないだろう……それを安心と考えるか、寂しいと思うかは自分でもよく分からなかった。

「ふう、覚悟はしていたけど……一方的に心を読まれるって、少し恥ずかしいわね」

「文句を言うなよ。俺だって今までそうだったからな」

「そうね……今更、心を隠してもしょうがないわ……私のサービス期間も延長ね」

　以後、彼女は俺の前では、スーツや軍服ではなく、

　ブラウスやスカートで居ることが多くなった。もう自分自身のことを、『俺』なんて言うこともなくなった。いつも素直に笑ってくれるようになった……








■　第四章　海上にて　■





　──ルアンヌからクルーザーで出発してから２日後の昼。

　ようやく手紙が届いたらしく目の前に現れた駆逐艦。本来なら霧を纏まとっている筈はずなのに、今日は晴天の空の下にその姿を現した。

「ねえミルさん、向こうに乗り移るんですか？」

「いえ、とりあえずは挨あい拶さつに行こうと思ってるのよ……良かったら一緒に来なさい」

「ふぁーい……って、皆すたすた海の上、歩いてるしっ」

「カナコさん、それがどうかしましたか？」

「あ、いえ、なんでもないです……」

　なんで当然のような顔してるのよ、この皆さんは。フツーはこれだけで、かなりのビックリ状況なのに。

「しょうがない、ほらクォーターは、俺が抱えてやるよ。よいしょっと」

「うはーっ、まさかの不意打ちお姫さまだっこっ」

　こんなところで佳か奈な子この野望その８が実現するとは。うれしくてジタバタしてしまう。

「ちょ、こら、じっとしてろって、お前、重いから沈むだろ」

「むう、何気に失礼なこと言ってるね」

　やがて波間を進み、同じように駆逐艦からこちらに向かって歩いてくる人の姿が見えた。

「ねえヒヨリミ、なんかちっちゃい女の人が来るよ」

「ああ、誰だれだろうな……」

　以前に、あの船に乗った時もクララさん以外の人とは会ってなかったから、よく分からない。

「ケイ、貴方あなたは会ったことあるわよ。それにカナコも」

「ふぇ？　そうなの？」

　そう言われても心当たりがない。確か艦内を案内された時に、遠くから何人かの姿を見たくらいだし……

「いや、クォーター、俺はあの服に見覚えがあるぞ……最下層で遭った人だ」

「え？　あの時のおばあさんのこと？」

　よく見てみると、水の牢ろうの中に入っていたおばあさんが、確かあんな服を着ていたような……わたしに背中がかゆくなる水をくれたので記憶に残っていた。

「とゆーことはヒヨリミ、あの人が副艦長さんってこと？」

「みたいだな、見た目はあの時と全然違うが、階級章も代将だし間違いない」

　うーん、まるで変身と思えるほどだ。かつてわたしが考えていた、まじかる☆佳か奈な子このイメージとは違うけど。

（……でも、一体何者なのだろう？）

「姉よ」

「……姉？」

「だから私の姉なのよ」

「ええーっ、ミルさんのお姉さん？　てゆーことはヒヨリミにとってもお姉さんってこと？」

「まあ、そーゆーことになるわね」

「……歳としの離れた姉がいると聞いたことがあったが、まさかあの時の副艦長がそうだとはな……」

「ついでに言うと私の前々担当……マージナルの初代担当でもあるのよ」

　はぁ、なんかわたしにはビックリ情報ばかりで、ちょっとついていけないかも。

　だけどマージナルの人も、元はＤＩＡの人だった……

「貴女あなた達はここにいなさい。あまりに近づくと危険かも知れないからね……」

　その言葉と共に、一人すたすたと波間を進むミルさんだった。



「お久しぶりね、姉さん。相変わらずお若いですね」

「そうでもない。これでも気苦労が多いからな……」

　お互いに海上で対たい峙じしたままの会話。思えばこうして面と向かい合うのは10年ぶりかも知れない。

「ミル……お前、以前より強くなったな。考えが読めないぞ」

「そりゃ私だって、いつまでも小娘じゃないからね……でも安心して、私からも姉さんが何を考えているかは読めないから」

　予想通り、現時点での私達の強さに差はない。お互いに資質として差はない筈はずだったが、以前は強い水を飲み続け、耐性を上げた期間が差としてあった。

「で、あれが例の弟か……一度、駆逐艦でも会った」

「小さな頃ころにも一度だけ会っているわよ。ケイっていうの」

「当時のことはあまり覚えていないが、あいつがまだハンドラーとして半人前なのは知っている」

「……でも、それでも十分だってことは姉さんなら分かると思うけど？」

「まあな……」

　恐らく姉さんとしても、今日までケイの成長を考えなかった日は無いだろう。でもそれと同じくらいに間に合わないことも知っていたはず。

「それで、姉さんはあの船を見つけて、どうするつもり？」

「彼を……艦長を助けて船を沈める」

「それでは意味がないわ。何より既に亡くなっているわよ」

「………………」

「姉さんだって本当は気づいているでしょ？　ここ最近、急にあの水が溢あふれ出したのは、『箱』が開いたからよ」

















　そう考えるのが妥当であり、他ほかに理由はありえない。

　そもそも、いつか終わりが来ることは最初から分かっていたはずだった。

「……だから代わりに弟か……我が妹ながら、なかなかドライな判断だな」

「職務に忠実なだけよ。誰だれかが押さえないといけないし……本来ならば、私達の家系がその役目だったはずよ」

　むしろあの艦長は、巻き込まれてしまっただけとも思える。そしてその責任は姉さんにもある。

「それに姉さん、このままでは流れ出す一方よ。外洋にあるうちは良いけど……内海に来て、いつか陸地にまで被害が出てしまうわ……」

「だが、どうやって沈める？　近づくことも難しいぞ」

「なんとかやってみるわ……姉さんは知らないでしょうけど、近代兵器もバカにならないのよ」

「……それは、実物を見てから言うんだな」

　その言葉と共に踵きびすを返す姉さん。

　本名アメリア・ベヴァン、初代ＤＩＡ担当、現マージナル副艦長だった……



「お待たせカナコ」

「えと、一体なにを話していたんですか？」

「大したことないわ、ちょっとした昔話よ……」

「なあ姉貴、それで俺達はこれからどうするんだ？　マージナルを捜すのか？」

「いいえ。待ってれば良いのよ。気長にね」



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　再び走り出したクルーザー。

　こちらにはミルさんとヒヨリミにわたし、それにクララさんが乗っていた。

　なんでもマージナルを発見した際には、駆逐艦の人達とも共同で当たるらしく、クララさんも、こちらに残っているようだった。

　……それ以外にもクララさんが、ここに残っている理由はあるようだったけど、そこまでミルさんは説明してくれなかった。

「さてっと、じゃあ、大体このあたりの海域で待つことにするわよ」

「えと、こちらから捜索しないの？」

「あのね、別にそこまでしなくても、遅かれ早かれ発見できるはずなのよ」

　そういうものなんだ？　よく分からないけど、ぽけ～っとしていて良いのかな？

「あのうミルさん、ですが私達の駆逐艦では、今も捜索しているはずですし……」

「クララ、今は何も言わずに私の言う通りにしてよ」

「あ、はい、そういうことでしたら……」

　少し不承気味に頷うなずくクララさん。元々、クララさんは軍人みたいだし、なにもせずにいるのは苦手なのかも知れない。わたしなんて、足ぶらんぶら～んさせて気づいたら半日くらい経たってることしょっちゅうなのに。

「じゃ、待ってる間、何かやって遊んでましょう。カナコは何がしたい？」

「ふぇえ？　わたし？　てゆーか、ホントに遊んでて良いんですか？」

「全然ＯＫ。遠慮なく言ってね」

　突然そんなこと言われても。むしろさっきの流れからシリアスっぽくなると思って、足ぶらんぶら～ん運動も控えてたとゆーのに。

「何ならケイでも良いわよ、なにかしたいことある？」

「うーん、特にないというか、こんな海のど真ん中だと……魚釣りくらいしか」

「はい、却下。釣りはエサがキショいから却下」

「……おい姉貴、だったら最初から俺に聞くなよ」

「うるさいわね。あんまり文句言わないの」

　と言った瞬間に手に持った紙コップから、水の糸が伸びてヒヨリミの頭を叩たたいた。

「痛っ……おい、姉貴のは硬いんだから手加減しろよ」

「つか、それくらい避よけなさいよね。あんた今、ここに居るハンドラーの中で、一番弱いわよ」

「ちっ、クォーター以下ってのが癪しやくだな……」

　ヒヨリミがいいようにあしらわれて、なんか面白いかも。

　二人のやり取りを見ていると、ちょっと楽しかったりして。家と違って海上ってのも、開放的で気持ち良いし。

「じゃカナコ、さっさとやりたいこと決めて」

「うーん、やりたいことやりたいこと……」

　やっぱり最近はご無ぶ沙さ汰たしている、ヒヨリミとの、きゃっきゃうふふかなぁ？

　せっかくの美しい海上でのクルーザーなんだから、色々とロマンティックなシチュもあるような……

（……夕日に染まる水平線、そっと肩を寄せる彼との熱いキスとか……その後は朝まで二人っきりの、けしからんドリームが捗はかどるような感じとか……）

　とりあえず佳か奈な子この野望（恥ずかしい版）の上位ランクが、このけしドリで実現できるような気がする。

「わかった。それで行きましょうカナコ」

「ふぇ？　それでって……」

「クララ、あなたも今のカナコの考えは読めたわよね？」

「え、ええ……恥ずかしっ」

「うはっ、妄想読まれた上に、恥ずかしっとか言われたっ」

「ちなみにケイは……て、ああ、その色は完全に把握してるわね。じゃ、貴方あなたもカナコのけしドリに協力してあげてねっ」

「更に追い討ちがっ」

　しかも当事者への協力取り付けまで完了したっぽい。

「さて、そんなわけでクララ、私達はどっかに行くわよ、邪魔者は去るの」

「ちょ、ちょっとミルさん、どっかって漠然すぎますよっ」

「うるさいわね、くらえっ」

「痛っ、ミルさんの水、本当に硬すぎですよっ」

　そんなやり取りと共に、クルーザーの外に押し出されたクララさん、ものすごいスピードで、あっというまに遠くの方まで走り去って行った。

「ああ、もうあんなに、ちっちゃくなっちゃった……」

　ま、あの二人だと海で溺おぼれる心配とかは全くないんだろうけど。



「おっ、このあたりってバラクーダいるのか……」

　そしてデッキを振り返ると、釣り雑誌を熱心に読むヒヨリミがいた。

「なあ、クォーター、ちょっと試しに釣りしないか？」

「嫌だよっ、てゆーかそれ、さっきまでの流れ完全無視だよっ」

「もう冗談だって、冗談」

　いやいや、その言葉は信じられないよ。以前にも何回か魚釣りに連れて行かれて、まる１日放置状態にされたことあるし。あの時は同行したクマと、ずっと遊んでただけで切なかったよ。

（……よし、ここはヒヨリミが変な気を起こさない内に、いちゃいちゃの流れに持って行こう……）

　そう判断すると、クルーザーの端に彼も並んで座るように促す。

　来ないなら、こちらから行くしか！

　ちなみにこれは以前の佐さ奈なちゃんからのアドバイスである。

「ね、ねえ、ヒヨリミ……」

「どした？」

「か、肩とか、抱き寄せてみると、良いかもよ。えへへ……」

「嫌だ。暑いし」

　く、こいつ。切り捨て方がバッサリすぎる。

「あ、そうだ……ねえねえ、久しぶりに水の影響って計ってみる？」

　言いながら少しだけ、脚を開いてみせる。ついでに顔を上に向けて、おでこも寄せる仕草をしてみる。

　どっちから来てもＯＫな両対応の姿勢だ。佳か奈な子こ、今日も冴さえてるね！

「ん、そうだな……久しぶりに計ってみるか……」

　ぴとっ

「って、なんで腕を掴つかむのよっ、両対応スルーしてっ」

「え？　これって身体からだのどこ触っても分かるんだけど……」

「知ってるよ、知りまくってるよっ」

　なんなのヒヨリミだけは。普通の女の子ならこの流れでそのリアクションされたら泣くよ？　ある意味わたしって、そーとー頑張ってるよ。

（……ふう、思わず、わざとやってるのかと疑ってしまうよ……）

　何気なくそう思った時、すくっと立ち上がったヒヨリミが……

「……そうだよクォーター、わざとやってるのさ」

「え？」

「お前の反応が楽しくて、面白くて……可愛かわいいからそうしているんだよ……」

「………………」

　一瞬、心臓がドキっとした。

　確かに今、わたしのことを……可愛いと言った。

　今まで彼からこんな言葉が出ることなんて無かったし、なにを聞いてもさらりとかわしてばかりで、本心は出してくれなかった彼なのに……

「えっ……」

　そして気づけば、彼の腕がわたしの背中にまわされていた。

「あ、え、えと、その、ヒ、ヒヨリミ……」

　近づく顔、優しい目、息が届く距離…………思わずわたしもつま先立ちすると彼に顔を寄せて、静かに目を閉じた。

　……思えば今まで彼にキスをねだること３回。最初は夜の浜辺で、ぱんつ見せという荒業を繰り出したにもかかわらず玉砕……それからも度重なるチャレンジにもかかわらず……ようやく、ここで叶かなうかと思うと……

「…………………」

　……て、まだなの？　さっきから目を閉じたまま、ずっと待ってるんだけど？

　それにつま先立ちが辛つらくなってきて、そろそろ足がぷるぷるし始めてるし、息も止めてるから、ちょっと苦しくなってきてるんだけど。

「ん、んっ」

　待ちきれずに自分から、ん、んっとやってみるが効果がない。

「ぷはあっ、ちょ、ちょっとなにやってるのよヒヨリミっ」

「じ～………」

「ん？　じ～ってなに……て、わーっ、海から、なんか変なのがガン見してるっ」

「ああ、実はさっきから凝視されててな……」

　もちろん変なのはミルさん＆クララさん。さっき遠くの方に走り去った筈はずなのに、いつのまに？

「ほら行け、カナコっ、今よ、ほら押し倒せっ」

「が、がんばって下さい、ここから応援してますからっ」

　や、そんなエール送られても無茶にもほどがあるってんだい。しかもせっかくのチャンスを潰つぶしてくださったよ、この人達……

　そして、ざば──っと海から上がると再びデッキへと戻ってきた二人。

「ごめんねカナコ、よく考えたらクルーザーから離れると、無線が使えないからダメだったのよ」

「あ、いえ、気にしないで下さい……」

「ケイも悪かったわね、せっかくのチャンスだったのに」

「なっ……な、なに言ってんだよ、姉貴っ」

　そのリアクションにヒヨリミを見ると、少しだけ焦った様子に見えた。

　……もしかして、今のはホントにチャンスだったんじゃ……

（く──っ、うれしいやら残念やら、複雑な心境だよっ）



「でもミルさん、私には詳しく分からないのですけど……」

「どしたのクララ？」

「私達って、こんなはしゃいでいて良いのですか？」

「良いのよ。私だって弟のことを……ううん、二人のことを少しは気遣ってるのよ」

「……気遣う？」

「まあね……だからクララ、今から私は仕事……いえ、公務モードに入るわ」

「それはマージナル担当者という意味ですか？」

「今更説明不要でしょうけど、貴女あなたは私の指揮下となります。よろしいですね？」

「えとミルさん、それはどういう意味でしょうか？」

「よろしいですね、クララ・カンテミール中尉」

「あ、はい、ミルドレッド少佐っ」



　──夜。辺りの景色が真っ暗に変わる。

　どこを見ても水平線だけが広がり、夜空には幾つもの星が瞬いていた。

「ねえヒヨリミ、ミルさん、何の話だろうね？」

「さあな。割と真剣な表情だったから重大なことかもな……」

　何な故ぜかわたしとヒヨリミの二人に話があると言われた。恐らくは以前から聞いていた船を沈めることで、わたし達に関係があることなのだろう。

「恐らく明日には、マージナルと対たい峙じしているわ」

　デッキに集まったわたし達。まずはミルさんの第一声から始まった。

「姉貴、その予想は正確なのか？」

「私達の計算では、ちょうど正午くらいの予定よ」

「えと、それでミルさん、わたし達に伝えたいことって……」

「じゃあ説明するわ……クララ、周囲の索敵を」

「はい、わかりました」

　ビシッと敬礼するとクルーザーから飛び降り、海を走っていくクララさん。よく分からないけど今の動きは、わたしとヒヨリミ以外には聞かせたくない話だということなのだろう。

「その通りよ、これは本来、私達の家系だけで解決してきたことなの。だから出来るだけ知らせたくないのよ」

「ミルさんの家系？」

　つまりはヒヨリミの家系でもあるわけだった。確か以前に聞いた話では、大昔からハンドラーが多く生まれる家系だと教えられていた。

「あのねカナコ、例の船……マージナルだけど沈めるまでは可能なのよ。少なくとも現在はね」

「姉貴、それは過去ならば不可能だったということか？」

「まあ無理だったと思うわ。それに姉さん……あの副艦長も妨害するだろうし」

「だが、今なら大丈夫だと？」

「危き惧ぐしていた姉さんの抵抗も恐らくないわ。本当は理解しているはずだから……」

　そう呟つぶやいた時、少しだけ寂しそうな顔を向けた。

「なあ、そもそもの質問だが……その船、マージナルの何が問題なんだ？　今では漂流状態なんだろ？　そんな船を沈めて、何のメリットがある？」

「……かつてあの船は、世界中に点在する、特殊な水のほとんどを集めたの」

「特殊な水？」

「簡単に説明すると、どんな物質も透過するのよ。捕まえることが出来ない水……というか、既に水とも呼べないわね。調べることさえ不可能だし」

　ぼんやりと話を聞きながら、その水について考えてみると……少し想像しただけで、とても怖いものであることがわたしにも分かった。

　……でも、どんな物質もすり抜けるのに、どうやって捕まえたのだろう？

「カナコ、短時間なら捕らえることも可能なの。それより問題は……どうやって長期間蓄えて……いえ、封じ込めておけるかなのよ」

「あ、そうか……どんな物質もすり抜けるから容器もないんだ」

　つまり捕らえることは可能でも、閉じ込めておくことが……て、んん？

（……じゃあどうやってマージナルは、その水を集めることが出来たのだろう？　それも世界中にある、ほとんどを集めたって言ってたし……）

「なるほど……飲むのか」

　答えたのはヒヨリミだった。

「どういうこと？　なんでもすり抜けちゃうんだよ？　飲んだら死んじゃうよ」

「いいや、その水のことは詳しく知らないが、俺達が日ひ頃ごろから目にするモノと同類であるなら大丈夫なはずだ。ただし……」

「……ただし？」

「男のハンドラーに限定されるだろうけどな」

「え、あ、そういえば確かに……」

　今までヒヨリミからも、そのような説明を受けていた。男性ハンドラーならば、どんな水を飲んでも、それが原因で死ぬことはないと。

　だけど影響は永久に消えないし、そんなに強い水では、あっというまにその影響で亡くなってしまうように思う。

「……ようやくわかったよ姉貴。俺の役目とやらが」

「今まで黙っていて悪かったわね……これでも気遣ってたのよ」

「思えば子供の頃ころから言われ続けてきたからな……大人になるとマージナルに乗れとだけを……やっと今、その意図を理解できたよ」

　何やら二人で納得しているようだけど、イマイチわたしは混乱していた。

　……もしかしてヒヨリミが、その水を集めて飲む役になるってこと？　そんなことしたら、もう船から降りられないだろうし、普通の暮らしだって出来ないだろうし……

「ちょ、ちょっと待ってよ、そんなの絶対にダメだよっ」

「しょうがないのカナコ、今もあの船からは、かつて集めた特殊な水が漏れ出しているの……このまま放っておくことは出来ないのよ」

「で、でも、だからってヒヨリミが、その役にならなくても……」

「残念ながら現在のところ、男性ハンドラーは世界中でケイ一人なのよ」

「クォーター、これは俺の家の問題なんだよ」

「……ヒヨリミの家？」

「俺だって詳しく知らないが、代々なにかをやって来たことだけは知っている。姉貴だけじゃなく軍人も多いと聞く。きっとこれが俺の役目なのだろう……」

　真まっ直すぐにわたしを見ての言葉だった。

　でもわたしは、そんな役目だとか世界だとか知らない。

　……ただ、彼が手の届かぬ場所に行ってしまうことが嫌なだけなのに……

「落ち着いてカナコ……だからこそ貴女あなたを連れてきたのよ」

「え？　わたし？」

「……何な故ぜか貴女だけが、どんな水を採りこんでも体内で消してしまえるのよ」

　それは以前にヒヨリミからも言われたことだった。恐らくどんな水を飲んでも死ぬこともないと言われた。特別だとも言われた。

「あの、よく分からないけど……わたしがヒヨリミの代わりに、その水を飲めば良いのかな？　それでヒヨリミが無事なんだったら別に……」

「おいおい、ちょっと待てよ姉貴、それだって確実なことじゃないだろう」

「そうよ。可能性よ」

「確かにクォーターなら何を飲んでも死ぬことはないだろう。水の影響もいつかは消えるだろう……だが、それは何年後だ？　何十年後か？　それとも生涯かかっても消えないのか？」

「それは……わからないわ……」

　少し興奮気味に話す二人と違って、わたしは一気に心が晴れていた。たとえ何年かかって、その間、普通の暮らしが困難になったとしても。

「ううん、別に良いよ。わたしが飲むから」

「……クォーター？」

「その代わりヒヨリミだけは……ずっとわたしの傍そばにいてくれる？」

「えっ……」

「最初にわたしが水を飲んだ時みたいに、いつまでも傍で守ってくれるなら……」

「あ、当たり前じゃないかっ、あの時よりも、もっといつも一緒にいてやるよっ」

「……うん、ありがと。だったらわたし平気だよ」



　＊　＊　＊　＊　＊　＊



　──あれから更に３年の歳月が過ぎ……その間、彼は幾つもの例の水を採取し続けた。

　今では多くのクルーも揃そろい、既に30名近くになろうとしていた。

　……但し、彼に近づけるのは私だけとなってしまった。

　無理もない。例の水を採取し続けた結果、他ほかの者では近づくだけで肌が裂け、骨が砕ける。

　完全に湿度０の空気の層を纏まとえる者でも、迂う闊かつに近づくことが出来なかった。この私ですら、彼とは１ｍ以上は離れなければならない。

　……今も船の最下層に水の壁を生み出し、その中に閉じこもったままの彼。

　そして皮肉にも彼が力を増すごとに、辺りの強い水を更に引きつけた。効率も上がっていった。

　もちろん陸への……人への被害は明らかに減っているだろう。ＣＤＣからの報告でも、以前にはあった、海洋域での致命的な患者は皆無となっていた。



「ねえアメリア、また来たみたいよ」

　デッキからの呼ぶ声に振り返ると、そこにいたのはロリータ。この子は元から強い力を持っていたが、今では発見する能力に特に秀でていた。

「ねえ、貴女あなたならどんな種類のモノか分かるかしら？」

「んー、割と近いし強そうみたい。あれだとすぐ追いつかれちゃうかも」

「そう。わかったわ」

　一人、最下層へと向かう。

　あの特殊な水が現れた時は、彼に知らせる決まりとなっていた。所しよ詮せん私達では一時的に捕らえるだけで、放つしか術すべがない。



「おいアメリア……それ以上、近づくな……」

　自ら作った水で出来た壁……水壁の向こうから声が届いた。

「……どうやら、また来たみたいだな」

「ええ。捕らえるだけなら、私でも大丈夫だと思うけど……」

「お前でも無理だな。あれは普通の網ではほとんど通り抜けてしまう」

　こともなげに言い切る彼だった。

「……貴方あなた、ここに居て、どんな種類か分かるの？」

「ああ。恐らくお前が３年前に取り逃がした奴やつだろう。普通の網ではほとんど通り抜けてしまうぞ」

　この船倉の中にいながらにして、遥はるか先の海面に浮かぶアレを感じることが出来るのだろう。間違っても現在の彼には、力を増すために何かの水を取り込む真ま似ねは必要なかった。

　むしろ、この船倉のほとんどのエリアは、彼に近づかない為ための隔離エリアのような扱いとなっていた。また無意識な力によって隔壁までがぼろぼろの状態となっていた。

「では、行くぞアメリア……」

　水で作った壁を出た途端、分厚い鉄の隔壁が軋きしみを上げる。彼が傍そばを通ると、それだけで鉄のドアが飴あめ細ざい工くのように不自然に曲がった。

　既に照明やガラスの類は全すべて外し、ほとんど暗くら闇やみと化した通路を進む。手も触れず、辺りのものを押し曲げながら歩く姿は、既に人が持つ何かを超越しているように感じた。

「……確かにあの時の奴だな……」

　デッキから海を見て呟つぶやく。ここまで来て私にも分かった。

　遥か先の波間に光る水は、確かに３年前に自分が一度捕らえたが、あっという間にすり抜けられて逃がしてしまったもの。ここからでもその強さがわかった。

「大したことはない。捕らえるだけならな」

「えっ……そ、そうね」

　こともなげに述べる彼。

　……この恐ろしい水は、確かにこの世のモノではないかも知れない。でも、今の彼もまた、既にこの世のモノではないのかも知れない……



「うはぁ、すご～い、見て見てバスケス、なんか海が光ってるよぉ」

「ちょっとダメよ、クララっ、今はデッキに上っちゃっ」

　見ると階下から、勢いよく上ってきた小さな子供。一人は２年ほど前に来た子で、確か名前はバスケス。まだ幼いがこの子もハンドラーとしての資質は高そうで、もう一人は見知らぬ顔だった。

「バスケス……その子は？」

「えと、まだ先月に来たばかりなの……ほらクララ、アメリアさんに挨あい拶さつして」

「こんにちは、よろしくお願いします。ぺこり」

「そう、良い子ね……じゃあここは危険だから、貴女あなた達は船内に入ってなさい」

　他ほかのクルー達にも指示を出し、デッキから避難させる。

　どのクルーにしても、自らの力でこの船に辿たどり着いた者達。もしくは彼やロリータの能力で探し出し、こちらから出向いて乗艦させた者達。

　誰だれもが高い資質を持ち、今も強い能力を秘めているが……それでも彼とは比較にならない。

　申し訳ないが彼がイニシャル銘をつけた特殊な水を捕らえる時には、邪魔でしかなかった。この私ですら、かろうじて足手まといにならない程度。

　……このまま強い水を採り続ければ、いつかは私だって、彼の傍そばにいるのも危険な状態になってしまうだろう……



「……どうやら、その時のようだな」

　不意に心を読まれた。

「アメリア、全員を退艦させろ」

















「どうして？　貴方あなたなら問題なく捕獲できるはずじゃ……」

「恐らくあれを取り込むと、もう俺の傍そばには誰だれも近寄れなくなるだろう」

「………………」

　思わず言葉を失なくしてしまった。

　いつかこの日が来ることは覚悟していたけど……突然で心の準備が出来ていなかった。

「ねえ……今回はパスする？　捕らえるだけ捕らえて、沖で放てば良いわよ」

「同じことだろ。今日が明日になるだけだ」

「そ、それはわかっているけど……」

　彼の言う通りだった。

　既に彼の身体からだに採りこんだモノが減るわけでもない。遅かれ早かれ、この日が来るのは分かっていた。

「……ねえ、私達を降ろして、この先どうするつもり？」

「今までと変わらないさ。可能な限り回収する。この俺が生きている限りな」

「じゃあ、ここに居るクルーは……いえ、これからも増えるであろうＣＤＣの患者達はどうすれば良いの？」

「そのためのＤＩＡだろ？　新しい船でも用意してやれ……出来るだろ？」

「そ、それは大丈夫だけど……」

「恐らく、俺がイニシャルを付けたような奴やつは、滅多に現れないはずだ。全すべて俺の方に寄ってくるだろうからな……」

　そう言ってのける彼。恐らくその通りなると思う。ますます強い水を採り入れるだろう。

　……そしてそれは、もう誰も彼の傍に近づけないことも意味していた。もう二度と誰も会えない……この私とも会えない、永遠の別れと同じ意味だった……

「……じゃあな……」

　言い終えると同時に踵きびすを返す彼。一人デッキから海へと向かおうとしていた。もう振り返ることもなかった。背中を向けたまま……小さく手でバイバイとしていた。

「待ってよ……」

「……待たない。それより後を頼む……」

「ま、待ってって言ってるのよっ！」

「……アメリア？」

「べ、別に新しい船くらい、よ、用意するわよ……ＣＤＣの患者だって、い、今までもやってきたことだし……こ、今後も何か変わるわけじゃないわ……」

　……だけど……こんな別れは……このまま何も言えないままでいるだなんて……

「そ、それじゃあ……こ、この私はどうすれば良いの……？」

「…………………」

「い、今、私が何を考えているか、あ、貴方なら分かるでしょっ」

　少し涙が出てきた。

　これが役目だと最初から割り切っていたはずなのに……こんなことなら特別サービスなんてするんじゃなかった……

「アメリア……本当はここで、肩の一つでも抱き寄せてやりたいところだが……それが出来ないのが、少し残念だよ……」



　……こうして私達は別れた。

　彼は一人、あの船に乗り続けて、あの水を捕らえ続けた。

　もう彼は、誰だれとも同じエリアにいることが出来なくなった。私のサービス期間も終わった。もう可愛かわいいらしい、私に不似合いなブラウスを着ることもない。

　……愛している。

　たったこれだけのことなのに……言葉にすれば良かった。言葉にして欲しかった……





　──２年後。夏。大西洋カナダ沖。



　新しくなった駆逐艦。

　以前からの改良点を加えたが同じ型を使った。そして大海を彷徨さまよいながら、彼の船を追った。捜した。

　……彼は姿を消したからだった。

　私達に所在を隠すことなど、彼にとっては造作も無いことなのだろう。

　そして彼が姿を消してから、イニシャルと呼ぶべき強い水の発生は明らかに減っていた。恐らく彼が、私達に姿を消したまま一人で採取を続けているのだと思う。

「……いや、正確には一度だけ姿を現したことはあった」

　ただし、何を思ったか彼は自らの船を攻撃せよとの指示を出した。

　言われた通りに全弾ハープーンと、魚雷を撃ち込んだが船は無傷だった。全すべて命中する前に消失したようにも見える。

　……きっとあれは、彼からのメッセージだったのだろう。私が跡を追っても……接触を求めても無駄だという。



「アメリア……じゃなかった副艦長」

　振り返るとそこには軍服に身を包んだロリータの姿。

「どうやら久しぶりに、出たみたいよ」

「珍しいな、こんな昼間から……距離と相手の判別は出来るか？」

「ん～、距離は６０００くらいじゃないかなぁ？　どのイニシャルかはまだ分からないけど、割と大きいかも」

　彼女が指差す遥はるか先の海上に目を凝らすと、まるで蜃しん気き楼ろうのように、海面をゆらめく一点の光が見えた。

　ここから肉眼で識別できるところを見ると、かなりの面積だと推定される。恐らくは以前に彼がＦと名づけたファティマか、Ｄのダビデだろう。

「どうするのよ？　割と近くまで来ているわよ」

「……陸までは遠いな。俺が出るまでもない」

　この天候と風向きなら、ここで気化させても問題ないだろう。

「砲撃するだけで良い」

　ブリッジにその合図だけを送ると、僅わずかの間を空けて轟ごう音おんが響き、ハープーンの火の矢が見えた。

　たちまち遥はるか先の海面に燃え盛る炎が湧わく。

　……自分では、あの水は捕らえるだけでも一苦労だった。

　何より力を高める為ために強い水を採取するにも限界があり、ある程度は影響を抜きながらでなければ、身体からだがもたない。

　それを考えると今回のように、出来るだけ外洋で遭遇するようにして、気化させるだけがベストだった。

「ところで副艦長、今度の担当、うっとうしいんだけど何とかならないの？」

「我慢しろ。あれでも軍人の中では話の通じる奴やつだ」

「あと、貴女あなたの妹だっけ？　あいつも色々と口出ししてきてウザいのだけど」

　今度の担当とはＤＩＡのマージナル担当官。肩書きは海軍少佐となる。そして妹とはミルのこと。恐らくは次の担当者となるのだろう。

「なんかさ、副艦長の前でこう言うのも失礼なんだけどさ……」

「別に構わん。今は元だからな」

「陸で暮らすのがちょっと大変ってレベルの子をさ、簡単にこっち送るの止やめて欲しいのよね」

　膨れた顔で文句を言うロリータ。

　それに関しては同じ感想だった……しかし、かつての自分もそうだった為に、強くは言えなかった。

「まあ、水を弾はじくことは出来るなら、最低限度の条件はクリアしているだろ」

「それと、この船がマージナルってことにするのも疲れるし、いちいち航路を提出しろだの……そんなのこっちだって知らないわよねぇ」

　それからも愚痴のような世間話のようなことを続けるロリータ。一応階級としては米陸軍少尉となる。

「とりあえずロリータ、一応お前も軍籍だからな。その言葉遣いは止めた方が良い」

「もう、わかってるわよぉ、副艦長さん」

　まだ少しふざけた顔で敬礼してみせる。だがそれも考えてみればしょうがないことだった。

　年端もいかぬ頃ころから、この船に乗った者も少なくない。かつて彼が信じられないほどの探知力で世界中から資質のある者を集めたことも一因だ。

（……その者達に対して、いきなり厳しい軍律を強いても厳しいのかも知れないけど……これは徹底させる必要があるだろう……）

　デッキに空いた、無数の孔あなを見つめながら呟つぶやく。

　思えばこの数年で多くの仲間を失った。油断したわけではないが、発見が遅れ一度は接せつ舷げんを許したこともあった。海面に浮くように在る彼かれ等らは存外に速いのだ。

　このどこから湧わいてくるか分からない相手に対し、こちらは触れることも出来ないのは明らかに不利だった。

　……かつて彼が居た頃には誰だれ一人、失わなかったのに……気づけばあの頃のクルーは、幼いクララを含めても、もう10人にも満たなかった。



「えーと、そのう、ロリータ少尉さん……」

「ん？　こらバスケス、作戦中はデッキに来ちゃダメって言ってるでしょ」

「その、なんか風が強くなってきたみたいだけど……」

「えっ……」

　二人のやり取りに西の空を見上げると、低い位置に濃い雲が生まれようとしていた。

「ねえアメリア、これってちょっとヤバくない？」

「どうだろう……」

　スコール程度なら問題ないが、低気圧に発達した場合、陸地にまで影響を及ぼす可能性があった。

　ここから陸地まで……最も近いノヴァスコシアの沿岸までは、かなり距離があるはずだけど……

「なあロリータ、もし雨粒へと変化したとして、どのような状態なのだろな？」

「さあ？　やっぱり同じなんじゃないの？　触ると死んじゃうと思うよ」

　仮にそうだとしても、誰かの目に触れる可能性は限りなく０の筈はずだろう。そもそも水を見る能力がある者でなければ見ることさえ叶かなわないだろう。

「もし……もしもだが、それを飲むとどうなるのだろうな……」

「あはは、なに言ってるのよ。無数の雨粒の中の一滴なんて、狙ねらっても無理だよ」

　ふと思いついたことを尋ねてみたが、笑われてしまった。

　それは、かつて彼に自分が言った言葉と同じだった……








■　最終章　小心者チャンプ　■





「……貴女あなた達、そろそろ来るわよ」

　その言葉と共に、霧を割って現れた大きな物体。

「て、わっ、ヒヨリミ、なんかでっかい湯気の塊みたいのが来たっ」

　辺り一面が霧に包まれた海で、その一点だけが煙のように海面から水蒸気を立ち昇らせていた。

「えと、なにこれ？　雨雲？　湯気の塊？」

「いや、よく見てみろ……中に船がある」

　海面から立ち昇る水蒸気のカーテン、その揺れるベールの奥に、うっすらと見える大きな船らしきシルエット。

　近くにまで寄ったところで、ようやく何物であるかが分かった。

「……ヒヨリミ、これってぼろぼろだけど、もしかして……」

「ああ、以前に乗った駆逐艦と同じ型らしいな……」

　ざっと見ても１００ｍ以上ある巨大な姿。昇り立つ水蒸気のようなもので、しっかり細部までは見えないけど、船体のあちこちに小さな孔あなが無数に空いているようだった。

「姉貴、これがマージナルか？」

「そうよ。10年以上前に私達の前から姿を消して……かつて、この世界のほとんどの特殊な水を集めた船よ」

「なるほど……そして現在は主も失い、漂流中なのか……」

「既に半分ほどが漏れ出したと思えるけど……逆に言えば、まだ半分も残っているのよ」

　二人のやり取りを聞きながら、ぼんやりとその船……マージナルを眺めている時、ふと気づいたことが一つあった。

「……浮いてる？　なんかあの船、海から浮いているみたいに見えるかも」

「違うわカナコー……これは浮いてるんじゃないの。艦底をもっとよく見て」

　ミルさんの言葉に注意深く見てみると、船の底部と海面が接していなかった。

「クォーター、どうやら接していないのではなく、常時、船底部分に触れた海面が、消失し続ける為ため、浮いているように見えるのだろう……」

　驚きの声を上げながらヒヨリミが説明した。確か例のすごい水が、そのような性質だと聞いていたけど……

（……どうして船が同じ状態になっているのだろう？　あれ全すべてが以前に捕まえて、漏れ出した例の水なのだろうか……）



「思った以上に、押さえが利いていないようね……」

「姉貴、もしかして、あの船を包んでいるのが全て例の水か？」

「違うわ。恐らく総量としては、コップ１杯ほどよ。長い時間一箇所に留とどめると、量が減って、密度が高まるのは全すべての水の特性よ。例外はないはずよ」

「しかし、船全体を覆っているように思えるぞ」

「あの湯気は、海面が消える際に発する、僅わずかな水蒸気よ。普通に気化して、空へと立ち昇っているだけ」

「では無害だと？」

「まさか。理由は分からないけど、立ち昇る際の気流に引かれて、例の水も一緒に引かれて昇っているのよ。だから全体を覆っているように見えるし、実際に覆っているのと同じことよ」

「えとミルさん、それってつまりは、あの湯気みたいの全部が、あの水と同じってこと？」

「まあね。あれ捕まえるにしても完全に気化させるの大変よ」

「……何な故ぜ、そのまま空へと昇らない？」

「貴方あなたも知っているでしょ。例の水は力の強いモノに集まる性質があるのよ？」

「？？？」

「つまり、船の上空まで昇っても、すぐにまた下に降りてくるのよ。そのまま雲になるより、下に戻る力の方が強いってことね」

　なるほど。だからずっと船の周りをぐるぐる回ってるだけで、覆ってるのがなくならないんだ……

「……皮肉ね。一箇所に集めすぎたのよ」

「だが姉貴、先に気化しないと捕らえられないのだろ？　どうするんだ？」

「とりあえず様子を見ましょう。まずは姉さんが、砲撃すると思うから」

　その言葉と、ほぼ同時だった。

　湯気の塊の向こうに姿を見せた、もう１隻の駆逐艦。クララさん達の船だ。

　そして真っ白に煙る塊に向け、距離を詰めると……ドドンっ、という大きな音が響き、真っ赤な炎が上がった。

「わ、なんかミサイルみたいの出したよっ」

「ハープーンだ……確か前に乗った時にも積んでいた」

　ヒヨリミの説明が言い終わるよりも早く、湯気の向こうの艦に命中した……ように見えたが違っていた。

「あれれ？　なんか今、当たる直前に消えちゃったような……」

「みたいだな……別にマージナルが避よけたわけでもないのに」

　先ほどのミルさんの説明通りだった。船の周りを立ち昇っている湯気にも、例の水が蒸気化した状態で含まれている為ためだろう。

　どんな物質もすり抜けてしまうなら、触れたモノ全てが消えてしまうことを意味していた。

「なあ姉貴、気化した状態なら捕らえられるんだろ？　だったら今のまま捕らえたらどうだ？」

「駄目なのよ。こんな漏れ出した表面のだけ集めたって……今も船の中に残っている、もっと強いモノこそ捕らえたいのよ」

「だが、それなら船ごと燃やすしかないだろ？」

　話す二人をよそに再び駆逐艦から轟ごう音おんが響き、火の矢が空に引かれる。そして僅わずか１秒ほど後に、辺りの海が真っ赤に燃え上がった。

「なるほど直接が不可能なら、まわりを燃やすつもりか……」

「無理よ。焦点温度が低すぎるわ。私達だって、以前に試しているのよ」

「でも確か、水の沸点って１００℃だったような……」

「クォーター、あれは既に俺達が知っている『水』とは別物なんだろう」

「そうよ。でもこんなこと、姉さん達が知らないわけはない。ダメ元か別の考えでもあるんでしょう……クララ、呼んできてくれる」

「はい、わかりました」

　びしっと敬礼すると、そのままクルーザーから火の海へと走り出すクララさん。全く恐れてない様子で、駆逐艦へと真まっ直すぐに向かっていた。

「じゃあ、私も準備するわ」

「おい姉貴、どこ行くんだ」

「ぶっちゃけ、船を燃やす段階なんかに、てこずってる場合じゃないのよね。むしろ捕まえてからが問題なんだから」

　それだけを口にすると、キャビンへと向うミルさん。

「ねえヒヨリミ、あの船って放っておくと、どうなっちゃうの？」

「さあな……詳しく分からないが放置は出来ないだろう」

「どうして？」

「以前は艦長が居たから問題なかったのかも知れないが……現在は漂流している危険な物体にすぎないからな」

　言われみればその通りだった。触れたものを何でも消してしまう、危険な存在以外の何物でもなかった。

　それに以前は、艦長が誰だれの目にも触れないようにしていたのに対して、今はそれも無くなっているなら、何かの間違いで、他ほかの船と接触する可能性もあった。

「……それだけじゃない。他にも放置できない理由はあるぞ」

「え、あ……貴女あなたは確か副艦長さん？……というかミルさんのお姉さん？」

　見るとクルーザーのデッキ上には、先日の夜にミルさんと話していた若い女の人。他にも何人か、クララさんと同じ軍服を着た女性が立っていた。

「久しぶりだな……あの時とは姿が違うが、前に水みず牢ろうで会ったな」

「あ、はい……こんにちは」

　ぺこりと小さく頭を下げる。あの時に貰もらった水を飲んで、背中かゆい現象になったのを覚えていた。

「なあ、副艦長……いや姉ちゃんか？」

「どっちでも良い」

「先ほどの放置できない理由とは何だ？」

「現在、マージナルは南進している。まもなくイギリス領海に入る。このあたりはタンカー航路となっている。せっかく集めた水を、また世界にバラ撒まきたくない……まだ理由は必要か？」

「いや、十分だ」

「正直言って、俺達の駆逐艦１隻の装備では限界だ。最悪の場合は空軍に頼むこととなるだろう」

　そう言ってデッキに腰を下ろした。元々、あの駆逐艦は、海洋で見つけた僅わずかな量を、気化できるだけの装備しかないらしい。

　もっと火力の高いのは、次期に導入予定でまだ現在は整備中とのことだった。

「お待たせ……て、あら姉さん、もう来てたの？」

「お前がクララを使いに俺達を呼んだからだろ？　もし上う手まく行けば、すぐに捕らえる必要があるから来いと」

「姉貴、なにか手があるのか？」

「まあね。空軍に頼むよりはスマートだと思うわよ。近代兵器だし」

「ふぇ？　近代兵器？」

「じゃあ、さっさと片付けるわよ。恐らく１分でケリがつくわ」



　ミルさんの指示に従い、駆逐艦の３人が海上に立っていた。よく分からないけど気化した後に捕らえる係らしい。

　肝心のミルさんは、わたし達と一緒にクルーザーでパソコンを触っていた。

「なあ姉貴、近代兵器ってなんだ？　特に友軍を呼んだようにも思えないが……」

「うーん。呼ぶっていうか、既に来ているというか……」

「……姿が見えないが、もしや潜水艦か？」

「違うわ」

　そう言って空を見上げるミルさん。

　……もしかして戦闘機か爆撃機でも飛んで来るのかな？

「カナコ、むしろ私達が来たって言う方が、正しいのかも知れないわね」

「？？？」

「……なるほど、衛星か」

「そうそう、なんかまだ試作機なんだけど、使わせてもらえることになったのよ。よっこいしょっと」

　掛け声と共にノーパソを広げてみせるミルさん。なんかゲーム画面っぽいのが表示されていた。

「あのうミルさん、これってなんですか？」

「光学兵器っぽいわね。たぶんレーザーなんじゃないの？　なんか電磁波も使ってるらしいけど」

「や、すごくアバウトですね」

「だって私、そっち方面疎いし……でも半径30ｍくらいなら、ちょっとした爆撃くらいの焦点温度あるらしいから、湯気くらいじゃ平気みたいよ」

「そうか……今の試作機は、大気圏内でそこまで出力があるのか……」

　よく分かってないミルさん＆わたしと違って、ヒヨリミ一人だけが何やら感動していた。そんなにすごいのかな？

「姉貴、それの放射時間は？」

「えーと……１分が限界みたいね。それ以上になるとワシントンの許可がないと撃てないんだって」

「……１分……それでもすごい……宇宙空間なら月が焼けるな……」

　またまたヒヨリミだけが感動しているようだった。

「でもミルさん、もしこれでダメだったら、どうするんですか？」

「その時は友軍機が飛んで来て終わりよ。さすがに一斉攻撃じゃ、あの船だってひとたまりもないわ」

「えっ……だったらそれでも……」

「……その代わり、攻撃範囲が広すぎて、捕らえることも出来なくなるけどね」

　そうだった。

　別に船を沈めることが第一目的なんじゃなかった。むしろマージナルの中に溜ためられた、あの水を回収することと、また封じ込めることが目的だった。

「じゃあ、操作は貴女あなた達でよろしくね」

「て、わっ、なんでわたしの膝ひざの上にノーパソ置くんですかっ」

「だって捕まえるのは私も参加しないと、数が足らないし……ほら、もう座標は入力してるから後は自動でＯＫみたいよ。ここ押すだけでしょ、ぽちっと」

「あ、はい、これくらいだったら……」

　どんな難しいことを言われるのかと思ったら。

「じゃあ、頼んだわよ。押せってランプ点ついたら、ぽちっとしてーっ」

　そのままデッキを駆け出すと、海へと向かって大ジャンプするミルさん。他ほかの人が立っているあたりまで海上を猛ダッシュしていた。

「ねえヒヨリミ、よく分からないけど、なんかちょっと怖いね……」

「ああ、せめて姉貴の奴やつも、開始時間くらい教えて行けよな」

　ヒヨリミが画面の説明を読むと、大気の雲の状態や湿度も計算した上で、照射タイミングがプログラムされているらしい。

　なので押す時は、ぐずぐずしてちゃダメらしいので緊張してしまう。

「なんかこれって、いつランプが光るのかと思うとドキドキしちゃ……」

　と、そこまで話したところで、ＰＵＳＨと書いてあるアイコンが赤く点滅を始めた。

「わっ、言ってるそばから、ちょ、ちょっとヒヨリミ、どうしよどうしましょっ」

「落ち着けっ、それより早くクリックして」

「わ、わかった、ぽちっ」

　押さえると、ピっと小さな音を上げて青に変わったアイコン。特に画面上では他ほかに変化は無かったのだけど……

「あ、船が……マージナルが光ってる？」

　さっきまで蒸気のようなカーテンで包まれていた船体が、ハッキリと見えた。そして次の瞬間には、黒い煙のようなものが立ち昇る。

「見ろクォーター、あれ、船の内部から燃えているぞ」

　真っ赤になった船からは、所々、火が噴き出し、あっというまに全体が炎に包まれてしまった……

　……これが光学レーザーっていうんだ。なんか凄すごいね……

　そんなことをぼんやりと考えていると、ようやくわたしは辺りの光景が更に変わっていることに気づいた。

「ちょ、あれ見てヒヨリミ、おっきな水の傘が出来てるっ」

　そこには燃えるマージナルの上空をすっぽりと覆うように広がった、水の傘のようなものが、大小合わせて５つ。

　ミルさんだけでなく、あっちの船の人達の手の先に生まれていた。

「どうやら、ああやって気化したものを集めているのだろうな……」

「うん、直接に捕らえるのは無理だと言ってたもんね……」

　やがて高温の為ため、船が飴あめ細ざい工くのようにぐにゃりと曲がり、白っぽかった煙が真っ黒に変わる。

　そして大きな傘は、ゆっくりと閉じ……後には５つの巨大なしゃぼん玉のようなモノが上空に残っていた。



「うはぁ、見てヒヨリミ、おっきなしゃぼん玉っ」

「どうやら、あの中に全すべて捕まえたってことだろうな」

「……いえ、少し違いますよケイさん」

「あ、クララさん……て、うわっ、手の先にすごいの持ってる」

　先ほどから遠目に見ていた巨大なしゃぼん玉。クルーザーへと戻ってきたクララさんの手の先にも一つが繋つながっていた。

　そしてクララさんだけでなく、他の人も同じように手の先にしゃぼん玉を伴い、ここへと集まろうとしていた。

（……さっきはクララさんのを巨大だと思ったけど、よく見たらと他ほかの人の中で一番小さいかも……）

　いや、むしろ他の人達のが大きいっていうのが正しいのだろう。

　直径１００ｍくらいありそうな巨大な、しゃぼん玉が上空に幾つも並んでいるのは、とても異様な光景だった。

「クララ、少し違うとはどういう意味だ？　全すべて捕らえたのではないのか？」

「残念ながら、半分くらいはすり抜けたと思います。特に私は力も弱く、網も弱い為ために多くを取り逃がしたと思います」

「まあ、クララじゃ、しょうがないわよ……」

「て、うわあっ、ミルさんのしゃぼん玉、でっかっ、気持ち悪いくらいでかっ」

　他の人のも大きいけど、ミルさんと、そのお姉さんの二人がずば抜けて大きい。そしてこの大きさが、ハンドラーとしての強さという意味でもあるのだろう。

「あ、カナコは、まだ近くに寄らないでね。特に私と姉さんの傍そばには」

「え？　あ、はい？」

「まだもうしばらくは、空気中の湿度も操ってしまうかも知れないから」

　そこまで聞いて少し理解できた。恐らくこの水を捕らえる為に、全員パワーアップしている状態なのだろう。

「それで姉貴、採取の方は上う手まく行ったのか？」

「ええ。船内に残っていた、密度の高くなった物を採取できたからね。これで第一目的は達成したわ」

「つまり、それだけは外に出したくなかったってことか？」

「……そうよ。量は少なくてもこれ一滴で、世界の総量の数分の１と同等よ。こんな厄介なモノ、外の世界に放つわけにはいかないわ」

　とても厳しい口調で話すミルさんだった。昨夜の話からしても、ミルさん達の仕事とはこのような恐ろしい水を外界に出さないことが目的なのだろう。

「あ、見てカナコさん、船が沈む……」

　クララさんが指差す先には、まだ小さく炎を上げながら、ゆっくりと海へと沈んでいくマージナルの姿があった。

　……今まで、どうやっても沈めることが出来なかったのに……



「違う。ここまでなら俺達だって、やろうと思えば出来た」

「えっ……」

　両側に見知らぬ女の人を従えた副艦長さん。どちらの人も手の先には、やはり大きなしゃぼん玉を従えていた。

「カナコ……と言ったな。俺達も沈めるだけなら不可能ではなかった。あの人が生きている間は、そうしたくなかっただけだ」

「……あの人って？」

「なんでもない……とりあえず俺が絞る。ロリータ、バスケス、俺と合わせろ」

　その合図と共に、他ほかの二人の手から伸びていたしゃぼん玉が、副艦長さんの伸ばした大きなしゃぼん玉へと向かい、その中にすっぽりと収まり、更に大きな一つの玉へと変化した。

　まるで巨大なしゃぼん玉が合体したようなイメージだった。

「そうね。こっちも合わせましょう、クララ」

「あ、はい、分かりました」

　ミルさん達も同じように手の先のしゃぼん玉を合わせる。

　次にお互いに１００ｍを超えるほど巨大なしゃぼん玉が、どんどんと小さくなって、気づけば僅わずか１～２ｍほどのサイズにまで縮んでいた。

「ミル……どうする？」

「……最後は姉さんに任せるわ」

　ミルさんの手から伸びたしゃぼん玉が、副艦長さんの許もとへと合流し、最終的にたった一つの、数十㎝ほどのしゃぼん玉へと変わってしまった。

　……そして、その中には強い輝きを放つ、不思議な湯気が光っていた。

「ねえヒヨリミ、あれってちっちゃくなったってこと？」

「いや、減ったのではなく凝縮されたのだろう」

　確かに量は減ったように見えるが、以前よりずっと輝きが増していた。まだ気体の状態でこの感じだと、液化……水になった時には、どうなってしまうのだろう。

「既に漏れてしまったとはいえ、恐らく全世界の３分の１の量が、この中に在ると考えて良いわ……」

「ミル、問題はここからだ……いつまでも捕まえたままではいられないぞ。このまま水を操り続けるにも限界がある」

「わかっているわ。その前提でマージナルも沈めたのよ」

　そこまでの話を聞いて、わたしは昨夜のことを思い出す。

　……捕らえることは可能でも、閉じ込める……集めて外界に出さない、“〝容器”〟が無い。

「あのう、ミルさん……確か、わたしがこれを飲めば良いんですよね？」

「……ええ、本当はその予定だったんだけど……」

「だけど？」

「やめなさい……予想より上だったわ」

　ぽつり言った。

「えと、別にわたしは構わないけど……」

　そう。たとえ普通の暮らしが何年も出来なくなって……独りぼっちで船に乗ることになったとしても……ヒヨリミさえ傍そばに居てくれるなら……

「カナコ、それは無理なのよ」

「……無理？」

「隠すつもりは無かったんだけど、これだけ強い水を飲んでしまうと……もう貴女あなたの傍そばには誰だれも近づけなくなるのよ……」

「ええっ、だ、誰も？」

「そうよ。確かにいつかは水の影響も消えて、一緒に居られるようになるかも知れない……でも下手すると、生涯をかけても無理かも知れないわ」

「え、えと、その場合わたしは……ずっと独りぼっちってことなの？」

「………………」

　特に返事はなかった。でも否定もされなかった。

　……さすがにそれは無理だ。今ですら３日も独りぼっちだと寂しくて泣いてしまう。

　だけどそれ以上に、ヒヨリミとも会えなくなってしまうのは耐えられない……

「俺が飲んでも良いのだがな……」

「無理よ、死ぬわ。姉さんは今まで強い水を採り続け過ぎたのよ」

「ではミル、お前が飲むか？　お前なら死ぬことはないかも知れない……だが生涯の全すべてを費やしても影響は消えないぞ？」

「そうね……それに私達の影響が消えるということは、また外界へ放つことと同じだわね……」

　揺れる波の上で、ゆっくりと日が暮れようとしていた。

　オレンジに染まった西の空が、次第に赤へと変わる。誰もが口を利かずにまじまじとした時間だけが過ぎた。

　やがて……

「ここは俺しかいないな……」

「ヒヨリミ？」

「やはり男のハンドラーはこの為ためにあるのだと、俺も覚悟を決めたよ」

　はっきりと口にした。迷いのない顔でわたしを見つめての言葉だった。

　でもそれは、もう生涯……誰も彼の傍に近づくことが出来なくなってしまうことを意味していた。

　このわたしも傍にいることが出来なくなってしまう……永遠の別れと同じだった……

「副艦長……あ、いや、姉さんで良いのか……俺が飲むから、液化してくれ」

「わかった。これも運命かも知れないな……せめて彼の行為が無駄にならないように引き継いでくれ」

　その言葉と共に数十㎝ほどだったしゃぼん玉が、まるで中の空気だけを抜くように、どんどん、どんどん小さくなっていく。

（……きっとあれが動きを止めた時に弾はじけてしまうのだ……）

「ちょ、ちょっと止やめてよヒヨリミっ、お願いだから」

「いいえ。これで良いのよカナコ……ごめんね。密ひそかに貴女に期待していたことを詫わびるわ……私も何か手は無いかと考えてね、もしかしたらって思ったのが間違いだったわ……」

「……ミルさん？」

「でもね、それでもやっぱりケイが引き受けるべきなのよ」

「悪いなクォーター……これでお別れだ……」

　軽く笑ってみせると、バイバイと小さく手を振るヒヨリミ。

　……そんな顔されたら何も言えなくなってしまうじゃない……

　今までずっと一緒に過ごして……結局、一度として、ちゃんと気持ちを伝えられなかったのに……そのくせわたしの心や考えは、全部わかってたくせに……一度として、その表情も、考えも、わたしには読ませなかったくせに……



「じゃ、じゃあやっぱりわたしが飲むっ」

「駄目よカナコ、これはそういう運命なのよ」

「ううん、ミルさんも言ったじゃない。わたしだったら死ぬことはないって。それにいつかは影響も消えるだろうって」

「そ、それは確かにそうだけど……でもいくら貴女あなたでも、数年、数十年……下手をすると、本当に生涯を費やすことになるわよ？　それでも良いの？」

「うん。永遠にヒヨリミと会えなくなるより、その方が良い！」

　自分でも驚くほどハッキリと答えた。

　……きっと今わたしは、とても堂々としていると思う。

　小心者チャンプらしからぬ、態度と言葉で……生まれて初めて、心の底から自分の本音を語っていると思う……

「そ、それに許さないよ……」

　そこまで言ったところで大きく息を吸い込んだ。

　それは今まで言えなかったことで、今しか……今こそ言うべきことだった。

「こ、こんなに好きなのに、な、なにを考えてるか隠したままだなんて……こ、このまま、永遠に別れるだなんて、ゆ、許さないから……ひっく、うくっ……」

「クォーター……」

　何な故ぜか涙が出てきた。

　別れが哀かなしいからなのか、初めて心を言葉に出来たからなのか……それとも単純に、彼が好きだからなのかも知れない。

「……わかったわカナコ。出来る限りのフォローをさせてもらうわ」

「お、おい姉貴、なに言ってるんだ、止やめさせろよっ」

「アメリア姉さん、カナコにあげて」

「わかった……ミル、今の内にお前達も遠くに離れないと危険だぞ……」

「ちょっと待て、おいクォーター……」

　皆が遠くに離れていく姿が見えた。ミルさんに無理やり連れて行かれるヒヨリミを見ると、胸が痛んだ。その必死な表情がやけに切なく感じた。



　……やがて、わたしの頭上にまで伸びてきた水の糸。その先にある10㎝ほどにまで縮んだ、小さなしゃぼん玉。

　更に小さく小さく縮み、僅わずか数㎝にまでなったところで……ぱんっと弾はじけた。

　それは、まるでスローモーションのように……ゆっくり、揺ら揺らと落ちてくる一滴の光る水。



　どこかずっと昔にも見たような光景だった。

　口から喉のどを通り、よく冷えたサイダーを飲んだ時のように、爽さわやかな感触が広がる。

（……そっか。ようやく思い出した……）

　夏の突然の夕立に雨宿りした日。

　そういえば、あの雨の日も、こうやって飲んだんだ……



　飲み終えると同時に、辺りの海面が凪なぎから漣さざなみへと変わった。足元のクルーザーが粉々に砕けた。

　そのまま海へ投げ出されても、水に沈むこともなかった。水を弾くスキルなんて持ってなかったのに、海面を平気で歩けた。



「さよならヒヨリミ……何年後かわからないけど、たまには顔を見せてね……」

　一人、誰だれに言うでもなく呟つぶやくと、そのまま海を歩き始める。目の前にも、振り返っても誰の姿もなかった。日が沈むのが怖いから東の方角を目指した……








■　エピローグ：‥３年後　■





　──北極。夏。ノースポールから４００㎞付近。

「って、うはっ、こら、あんまり近寄っちゃ危ないんだって」

「グルルルル……」

　思わず近寄ってきたクマを、わたしは雪玉を飛ばして撃退する。

　いくらここなら比較的安全だといっても、クマは無防備なんだから気をつけてくれないと。

　こいつは人が寝ていると、その上にフォールしに来るから油断がならない。

　……それでなくても、このへんシロクマが多いから、いつも助けてあげてるのに、もうちょっとわたしの気苦労を察してくれても良いと思う。



「ちーすカナコ、元気してた」

「あ、ミルさんっ」

　お互いに駆け寄る……けど、一応３ｍほどは距離を空けていた。恐らくもう少し近寄っても安全だと思うけど念のために。

「とりあえず、ここに物資、置いておくわね」

「わーい、ありがと、新刊も一緒に持ってきてくれてるぅ」

　あれから海上を一人とてとてしていると、ミルさんから良い案を出された。

　ここ北極ならば比較的安全であることに気づいたのだ。



　大気圏内で唯一、湿度０に限りなく近い場所。

　厳密には空気中の湿度……水分子が固体へと、つまり凍ってしまう為ためだ。無意識にでも、水を操ってしまうわたしにとって、ここなら少しは安全度が増す。

　もちろん安全度が増す程度なので、まだハンドラーでもかなり能力の高い人以外は近づけるレベルじゃなかった。

「どうやらカナコ……ぱっと見た感じだと、あと半年ほどで完全に抜けるかもね」

「ええっ、ホントですか？」

「まあ、ちゃんと肌に触れたわけじゃないから、正確じゃないけど……良かったわね。思ったより早くてさ」

「うはあっ、うれしいなぁ～」

　思わずその場で４回ほど連続ジャンプをしてしまう。

　ちなみにここでは誰だれの目も気にせずに、例の体操を繰り出しているにもかかわらず、いまだに身長が０・０１５㎝しか伸びていなかった。

　……もしかしたら、わたしって一生ちっぱいのままなのかも？　それともこの体操ってホントは効果ないのに騙だまされているのだろうか……

「ちなみにカナコ、貴女あなた、卒業したらそのままウチに来なさいよ」

「ふぇ？　ウチってＤＩＡ？」

「だってまだ半分くらいの水は、世界に散らばったままなんだから。貴女が来てくれると仕事が捗はかどるわ」

　ああ、やっぱり浄水器の仕事なのね……大学でパンケーキ焼いてたのと大差ない気がするよ。

「あ、それと大切なこと忘れてた……完全に抜けるまであと半年、それまで退屈だろうから、話し相手を連れてきたのよ」

「……話し相手？」

　最初、なんのことを言ってるのか分からなく……ゆっくりと顔を上げてみると……



「って、ヒヨリミ!?」

　一瞬、幻かと思った。もしくは何かのドッキリかとも思ってしまう。

　今まで……少なくともこの３年間で50回は再会を夢見て……実際に20回くらいは夢に出てきて、思わず目覚めても続きを見る為ためにもう一度、寝なおした相手だった。

　なんかもう感極まってうるうるしてしまう。

「うわ────ん、ヒヨリミ、会いたかったよぉ～」

「ちょ、うわっ、こらクォーター、あんまり近寄るなって」

「あーん、こんなわたしを抱きとめてぇっ」

「だから無茶言うなって」

　猛ダッシュで駆け寄るわたしを、ひょいとかわすヒヨリミ。

　お、思いっきり、雪山に突っ込んでしまった、けほっ。

「て、わ、ぶはっ……」

「ふう、相変わらずだなぁ、お前は……」

　うん、なんか全然、感動の再会っぽくないね。

「それより、どうして今まで来てくれなかったのよぉ、わたし寂しかったんだよぉ」

「あのねカナコ、なんかケイの奴やつ、ここに来るの嫌がってたのよね」

「ふぇ？　どうして？」

「さあ～、それは本人に聞いてみれば良いんじゃないかしら。イヒヒ」

　よく分からないけど、なんか意味深ぽい笑いを浮かべるミルさんだった。

「じゃカナコ、また完全に抜けた頃ころにでも迎えに来るわ」

「て、お、おい姉貴、なに一人で帰ろうとしてるんだよっ」

「だってカナコ一人じゃ寂しいでしょ。貴方あなたも一緒に居なさいよ」

「ええ、ヒヨリミ、ずっとここに居てくれるのっ!?」

「い、いや、それはちょっと……」

　ん？　なんかすごくヒヨリミが焦ってるように感じるのは気のせいだろうか……

「それじゃ二人とも仲良くね～、ピッタリ１年後にまた来るから～」

「ふぇ？……１年後？」

「あ、あと、どれくらい影響が抜けたかは、毎日ちゃんとチェックするのよ～」

「うはあ、またあの恥ずかしいのするんだっ」

　ああ、ちょっとうれしいような照れ臭いような、久しぶりにドキドキしてしまう。



　それからヘリに向かうミルさんを二人で見送ると、わたしは彼に向き直る。

「それよりヒヨリミ、なんでもっと早く来てくれなかったのよぉ～」

「そ、それは大学がちょっと忙しくさ……」

「むう、クララさんだって３ヶ月前に来てくれたし、ミルさんなんて毎月来てくれてるのに～」

「だ、だから、悪かったって、ごにょごにょ……」

　なんかやっぱりヒヨリミの様子がおかしい。今までこんなことなかったのに……

「て、んん？　なんか……あれれ？」

　そこでようやく気づいた。

　以前はヒヨリミの顔を見ても全く感情の色が見えなかったから、何を考えているかさっぱりだったけど……

　なんか今は、ぼんやりと光ってて、ちょっと色とかも見えたりして……つまりこれってもしかしてもしかして……

「うはーっ、まさかまさかまさかっ、ヒヨリミがそんなこと考えてくれていたなんてっ！」

「くっ、今度はこちらからは読めないから、余計にちょっと……」

「ああ、恥ずかしっ、もうこのロリ姉うれしいやら照れ臭いやらで、うは～っ」

　ごろごろごろごろごろ……

　思わず雪玉運動までしてしまう。

「こいつ……黙ってたら調子に乗りやがって……」

「もう、ヒヨリミのえっち、いやーん♪　ニンジャ～、しゅしゅしゅっ」

「ああ、そうだよ！　その通りだよ。悪かったなっ」

「うわ、まさかの開き直りっ」

　とはいえ、よく考えてみたら以前は全すべてヒヨリミに、わたしの思考や、けしからんドリームも筒抜けだったわけで……

　その彼に開き直りされたら、色々な意味で大変なことになってしまうかも？　主にわたしが。

「それよりクォーター、確かお前って、半年後には完全に抜ける予定なんだよな」

「あ、うん、そう言ってたね」

「なのに姉貴は、確か１年後に迎えに来るって言ってたよな……」

「それが？」

「つまり半年は、普通の状態で二人っきりってことだ……誰だれもいないここで」

　そう言って少し薄笑いを浮かべてみせるヒヨリミ。

「うはーっ、今この人、面白いくらいピンクなこと考えてるよっ」

　……肌に触れることが出来ないのが残念だけど……

　でも、念願の二人っきりの、きゃっきゃうふふを１年間も過ごせるのかと思うと、こっちも変な薄笑いしちゃうよ。



　──こうして、わたしの小さな一夏の冒険は終わりを迎えようとしていた。

　でも、一夏が終わっても一秋でも冬でも、別に春あたりでも何でも良いけど……まだまだ続きそうな気がする。

　それと一つだけ言えることは……これから先、今も面白いくらいにピンクな感情の色を出している彼が隣にいるような気がする。

　……ようやく彼からも……好きだ……という言葉を聞ける気がする……

















　──あとがき──





　どうもこんにちは、片かた岡おかともです。

　ここまで読んで頂いてどうもありがとうございます！

　や、今回の３巻は思ったよりシリアスなシーンが多くなってしまいました。ストーリーの核心背景に関係してくるのでしょうがないのですけど……個人的にマージナルは、まったりした雰囲気を大切にしたかったので、このへんなかなか難しかったです。

　とある小心者の、一夏の小冒険ってイメージでしたから。

　最終的にクォーターが夢見て？　いた、乙女ゲー的トゥルーエンドっぽくなって良かったです。これから先も佳か奈な子この野望は達成されていくことを祈ってます！



　そういえば、マージナルの今後については、時間があったらまた趣味で続けるのかな？　って感じです。クォーターがお気に入りなので、きっと「うはーっ」とか言わせたいだけです。

　ちなみに自分がクォーターについてお気に入りなところは……

　心情で、ぼそっと面白いことを言うところ（割と小心者らしからぬ毒舌？　も多く、ヒヨリミに対して、こいつ……や、この野郎呼ばわり）です。

　あと、頼りないように見えても、佐さ奈なに対しては、しっかりお姉ちゃんしているところも好きです。



　あ、そいえば地味に世界観が繋つながっている、雨のマージナルの方が、長いこと続きが止まったままでした。既に収録も前半まで終わってるのに……こっちは超シリアスですが、またどこかでー。



　◎　今巻の個人的お気に入り

　アメリアさんです。ぱっと見、強気っぽいけどホントは弱いヒロインをイメージしてみました。

　もしマージナルが、クォーターの成長？　物語でなくて、のほほんとした方向性でもなかったら、アメリアさんがヒロインになってたと思います。割と重いトーンで。ある意味、クォーターとは真逆な存在かも知れないです。



　ではでは、こんなところまで読んで頂きどうもありがとうございました！

　また機会がありましたらどこかでお会いしましょう！



















　著者

　片岡とも（かたおか・とも）

　　大阪府出身。ゲームディレクター・シナリオライター・小説家など各方面で活躍中のクリエイター。
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　イラスト
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